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本書について

本書は、IBM LANClient Control Managerバージョン 2.0に一層習熟していただく場合に役立ちます。本書には手順
および研修用演習を含めて、この製品の説明に役立てています。

LANClient Control Manager の機能の 1 つは、LAN 上のクライアント・ワークステーションにソフトウェアを配布
することではありますが、LANClient Control Managerについての IBM 国際プログラムの使用条件は、LANClient
Control Manager と一緒に提供されないアプリケーション・ソフトウェアまたはオペレーティング・システムをインス
トール、コピー、または使用するための許可を付与していません。この対象に含まれるものとしては、Microsoft
Windows 3.1、Windows 95、Windows NT、および DOSがありますが、それだけに限られるわけではありません。
したがって、LANClient Control Managerで使用するつもりがあるソフトウェアについては、そのいずれに関しても
適切なライセンスをあらかじめ必ず取得しておく必要があります。

本書は以下の各章で構成されています。

� 第1章, 『LANClient Control Managerの概要と概念』。LANClient Control Managerの目的および機能につい
て、紹介を兼ねて概説してあります。さらに、LANClient Control Managerに関連するさまざまな概念について
も説明しています。LANClient Control Managerの利点を存分に活用するためには、この章で取り上げている情
報を理解することが大切です。

� 第2章, 『LANClient Control Managerのインストールと実行』。LANClient Control Managerをインストー
ル、開始、および終了する方法について説明しています。さらに、別のワークステーションから LANClient
Control Manager を実行する方法、およびこのプログラムをアンインストールする方法についても説明していま
す。

� 第3章, 『インターフェースの処理』。LANClient Control Managerで用意されている各画面を図示し、各画面ご
とにそれぞれのフィールドについて説明します。

� 第4章, 『手順』。LANClient Control Managerに関連するタスクを実行するための手順を、ステップごとに説明
します。

� 第5章, 『ハイブリッド・リモート・ブートの研修用演習』。ハイブリッド・リモート・ブート・イメージの作成
および配布の手順を、ステップごとに演習します。

� 第6章, 『ファイル例』。作成および変更が必要なファイルの例を示してあります。これらのファイルは、ハイブ
リッド・リモート・ブート・イメージを配布する場合に使用するものです。

� 第7章, 『LANClient Control Managerと共に提供されるユーティリティ』。LANClient Control Managerと共
に提供される主要なユーティリティ・プログラムについて説明し、その使用法に関する情報を記載してあります。

本書には、上記の各章以外にも、"特記事項および商標" の項と索引があります。

本書の対象読者

本書は、ネットワーク管理者を対象として、LANClient Control Managerの概念および手順の理解に役立てていただ
く目的で書かれています。研修用演習は、ネットワーク管理者が本製品を使用する場合に役立てていただくために用意
したものです。

本書を有効にご利用いただくためには、LAN 環境および Windows NT Serverに関する知識が豊かであることが要求
されます。

 Copyright IBM Corp. 1997  v



  
 

本書の使用法

一般情報源として本書をご利用いただく場合は、LANClient Control Managerプログラムのインストールに着手する
前に本書をお読みいただけば、LANClient Control Managerの機能、能力、インターフェース、および概念の理解に
役立ちます。また、こうして得た情報を使用すれば、このプログラムのインプリメント、使用、および保守に必要な技
術的習熟度の評価もできます。

研修用としてご使用いただく場合は、本書は、以下の順序で使用するのが最も効果的です。

1. 第1章, 『LANClient Control Managerの概要と概念』 を検討して、LANClient Control Managerの概念および
機能の全般について習熟します。さらに、同章は、新しい用語について知識を得る場合にも役立ちます。

2. ワールド・ワイド・ウェブ (WWW) から LANClient Control Managerをダウンロードします。

3. 第2章, 『LANClient Control Managerのインストールと実行』 を使用して、リモート・ブート・サービスがイ
ンストール済みであるかどうかも含めて、サーバ・ソフトウェアが最小要件に適合しているかどうか確認します。

注: リモート・ブート・サービスのインストールに関するヒントについては、
http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html にアクセスして、ワールド・ワイド・ウェブ
(WWW) で入手できます。

その上で、プログラムをインストールして開始します。

4. プログラムが実行されている間に、第3章, 『インターフェースの処理』 を通読し、プログラムを使用して、各ノ
ートブックをオープンし、各ページを選択します (ただし、それぞれについて本書の該当箇所を読みながら)。こう
すると、インターフェースを使用している感覚を味わうことができます。

5. 次のステップは、LANClient Control Managerをどのように使用するつもりなのかによって異なります。

� LANClient Control Manager を使用してクライアント・ワークステーションの管理を行うつもりであるが、
ハイブリッド・リモート・ブート・イメージやハイブリッド NT リモート・ブート・イメージの開発を行うつ
もりはない場合は、第4章, 『手順』 の情報を使用して、LANClient Control Managerの使用を開始して構い
ません。

� ハイブリッド・リモート・ブート・イメージまたはハイブリッド NT リモート・ブート・イメージの開発を行
う場合は、以下のようにします。

a. 第7章, 『LANClient Control Managerと共に提供されるユーティリティ』 を読んで、ハイブリッド・
リモート・ブート・イメージまたはハイブリッド NT リモート・ブート・イメージの開発に使用するユー
ティリティに習熟します。

b. 第5章, 『ハイブリッド・リモート・ブートの研修用演習』 に進み、ご使用の LAN 環境で開発および配
布するつもりのハイブリッド・リモート・ブート・イメージに最も密接に合致する演習を選択します。

c. 指定されているステップ順に演習を最後まで完了します。

d. 演習が正常に完了したら、独自のハイブリッド・リモート・ブート・イメージまたはハイブリッド NT リ
モート・ブート・イメージを開発することもできるし、第4章, 『手順』 を使用して、他の LAN 管理タ
スクのいずれかに関して、LANClient Control Managerの使用を開始することもできます。

vi LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

バージョン 2.0 への更新について

LANClient Control Manager バージョン 1.X 用として作成されたバッチ・ファイルについては、バージョン 2.0 で使
用する場合は、変更が必要です。ドライブ・マッピングに変更が施され、RPLと DHCPの間にバリエーションがあ
り、新規ユーティリティ・プログラムがあるためです。本書には、バッチ・ファイルを変換して、ドライブ・マッピン
グ用環境変数を使用することによって、同じバッチ・ファイルが、DHCPと RPLの両方の環境で使用できるようにす
る方法が説明してあります。

インストール・プロセスの一環として、バージョン 1.X のデータベースをバージョン 2.0の製品に移行する機会が用
意されています。

  本書について vii
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概要

LANClient Control Manager (LCCM) によって、既存のローカル・エリア・ネットワーク (LAN) へのクライアン
ト・ワークステーションの追加を単純化するためのツールが得られます。クライアント・ワークステーションが
LANClient Control Manager のデータベースに追加されると、クライアント・ワークステーション上のソフトウェア
のインストール、保守、および更新をリモートで行うことができます。主要な機能としては、以下に挙げるものがあり
ます。

� LAN 上の新規クライアントの自動検索

� LAN を介して行うオペレーティング・システムおよびアプリケーション・プログラムの初期インストール

� スタンダード・リモート・ブートまたは LANClient Control Managerの拡張ハイブリッド・リモート・ブート 機
能を用いて制御下で行うクライアント・ワークステーションの始動

� LAN 上で BIOSまたは CMOSの設定値を更新することができる機能

LCCM サーバに NetFinity Managerがインストールされており、しかもクライアント・ワークステーション上で
NetFinity Services が稼働している場合は、LANClient Control Manager で以下のことを行うこともできます。

� クライアント・ソフトウェアに対して行った変更を処理するために、すでに電源がオンになっているクライアン
ト・ワークステーションをリモートで再始動 (リブート) する。

� クライアント・ソフトウェアに対して行った変更を処理するために、クライアント・ワークステーションの電源を
リモートでオフ (電源遮断) にしてから再びオンにする。

NetFinityでクライアント・ワークステーションの電源をオフにすることができるかどうかに直接関係するのは、クラ
イアント・ワークステーションにインストールされている NetFinityのバージョンとオペレーティング・システムで
す。NetFinityの電源遮断能力は、現時点ではクライアント・ワークステーションで Windows 95が稼働している場合
に限定されます。

注: LANClient Control Managerバージョン 2.0では、リモート・プログラム・ロード (RPL)プロトコルと動的ホ
スト構成プロトコル (DHCP)の両方をサポートすることによって、クライアントが直接接続 LAN セグメント上
にあっても、ルータをまたがっていても、クライアントの認識、リンク、および制御を行うことができます。

バージョン 2.0 での変更点

LANClient Control Manager には、バージョン 2.0 での拡張によって、以下の新機能が組み込まれることになりまし
た。

� 動的ホスト構成プロトコル (DHCP) のサポート。クライアントがリモート・プログラム・ロード (RPL)プロトコ
ル用と DHCP用のいずれの構成になっている場合でも、LANClient Control Managerによってリモート・ブー
ト・サポートが得られます。DHCPサポートが追加された結果、LANClient Control Managerは、ルータ越しに
クライアント・ワークステーションと対話することができます。このように機能が強化されたため、次のように一
部の用語に変更が加えられました。

– ハイブリッド RPLイメージは、今後はハイブリッド・リモート・ブート・イメージと呼ばれることになりま
す。

– ハイブリッド NT RPLイメージは、今後はハイブリッド NT リモート・ブート・イメージと呼ばれることに
なります。

– スタンダード RPLイメージは、今後はスタンダード・リモート・ブート・イメージと呼ばれることになりま
す。
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– RPLという用語は、今後は、実際の RPLネットワーク・プロトコルを記述する用語として予約されることに
なります。

– ネットワーク・サーバによるクライアント・ワークステーションの始動 (ブート) アクションを記述する場合
は、リモート・ブートという用語を使用します。

� 反復事象スケジューラ。このスケジューラによって、1 日または 1 週間を基準にして反復事象をスケジュールする
ことができます。たとえば、クライアント・ワークステーション・データのバックアップを行い、ウィルス走査プ
ログラムを実行し、あるいはその他の多くの保守タスクを実行するためのルーチンを、通常はクライアント・ワー
クステーションがオフになっている時間に、無人で立ち上げることができます。

� 統合ウェイクアップ機能。この新機能によって、LANClient Control Managerでは、次のいずれかの方法で
MAC アドレスが入力されたとき、新しくインストールされたクライアントを走査操作のためにウェイクアップす
ることができます。

– フラット ASCII ファイル
– キーボード (または、キーボードをシミュレートした装置)
– テキストの切貼り
– 動的データ交換 (DDE) アプリケーション

� LCPNPSNユーティリティ・プログラム。Windows 95ドナー・ワークステーション上で実行されて、ISA プラ
グ・アンド・プレイ・アダプタのシリアル番号を識別し、レジストリ内にタグするユーティリティ・プログラム。
さらに、LCPNPSNプログラムは、ターゲット・クライアント・ワークステーション上でイメージ・インストー
ル・プロセスの一環として実行され、レジストリが更新されて、ターゲット・クライアント・ワークステーション
からの正しいプラグ・アンド・プレイのシリアル番号がレジストリに入ります。

� データベース・インポート。このユーティリティによって、現在のクライアント・データベースに追加する形でク
ライアント・データベースをインポートすることができます。クライアント・データベースはコンマで分離された
.TXT ファイルでなければなりません。

� データベース・エクスポート。このユーティリティによって、クライアントまたはプロファイルに関する詳細報告
書のコンパイルとエクスポートができます。エクスポートされたデータベースは、.CSVコンマ区切りファイルを
読み取るアプリケーション (たとえば、Lotus 1-2-3など) で読み取ることができます。

所定稼働環境

LANClient Control Manager の所定稼働環境は、さまざまなハードウェアとソフトウェアの組み合わせに関して、互
換性テストの結果でサポートされている稼働環境です。テスト報告については、
http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html にアクセスして、ワールド・ワイド・ウェブ (WWW) で
入手することができます。ただし、この Webロケーションは、追加のテスト・ケースの完了に応じて更新されること
になります。

重要: LCCM を使用する前に、互換性テストの結果をチェックし、LCCM Webサイトを見て、LCCM のインストー
ルおよび使用に関する追加情報およびヒントを入手してください。
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LANClient Control Manager のハードウェア環境

この項では、LANClient Control Managerを RPL環境および DHCP環境で使用する場合のさまざまなハードウェア
構成の例を示します。

RPL 環境: 下の図には一般的な LANClient Control Managerの RPL環境が示してあります。この環境では、ル
ータはサポートされていません。RPLプロトコル用として構成されるクライアント・ワークステーションは、すべて
が LCCM サーバと同じ LAN セグメント上にあることが必要です。

DHCP 環境: 次の図には、LANClient Control Managerを DHCP環境でインプリメントする方法の例が示して
あります。それぞれの例のいずれでも、インターネット・プロトコル (IP) ルータは、BOOTPリレー・エージェント
機能をサポートし、MTFTPマルチキャストの経路指定を行うためのインターネット・グループ管理プロトコル
(IGMP) サポートの有無にかかわらず、動作する必要があります。

.1/ サーバ・コンソール - サーバに接続されているキーボードとモニタ (オプション)。

.2/ サーバ - LANClient Control Managerプログラムは、通常はここにインストールされます。LANClient Control Manager
は、クライアント・ワークステーション (管理者コンソール) にインストールすることもできます。

.3/ クライアント・ワークステーション - LAN に接続されているワークステーションです。クライアント・ワークステーショ
ンが LANClient Control Managerによる管理の対象となる場合は、すべてリモート・プログラム・ロード (RPL)をサポ
ートできることが必要です。詳細については、75ページの『新規クライアント・ワークステーションのインストール』 を
参照してください。

.4/ 管理者コンソール - LAN 上のワークステーションの 1 つで、LANClient Control Managerのインストールはここに、ま
たはここを介して行われます。
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DHCP の例 1: DHCPサーバ、LCCM サーバ、および LCCM コンソールが同一システム上にあります。クライア
ント・ワークステーションのブートおよび接続は、ローカルで (ローカル・ネットワーク・セグメントを介して)、ある
いは 1 つまたは複数の IP ルータを介して行われます。

.1/ 同一システム上にある DHCPサーバ、LCCM サーバ、および LCCM コンソール

.2/ IP ルータ (1 つまたは複数)

.3/ クライアント・ワークステーション
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DHCP の例 2: DHCPサーバが 1 つのシステム上にあります。LCCM サーバと LCCM コンソールは別のシステム
上にあります。クライアント・ワークステーションのブートおよび接続は、ローカルで (ローカル・ネットワーク・セ
グメントを介して)、あるいは 1 つまたは複数の IP ルータを介して行われます。

.1/ DHCPサーバ

.2/ IP ルータ (1 つまたは複数)

.3/ クライアント・ワークステーション

.4/ LCCM サーバおよび LCCM コンソール
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DHCP の例 3: DHCPサーバは、1 つまたは複数の IP ルータによって、LCCM サーバおよび LCCM コンソール
から分離されています。クライアント・ワークステーションは、(ローカルで、あるいは 1 つまたは複数の IP ルータ
を介して) 構成データを受信し、ブートし、(ローカルで、あるいは 1 つまたは複数の IP ルータを介して) 接続しま
す。

.1/ DHCPサーバ

.2/ IP ルータ (1 つまたは複数)

.3/ クライアント・ワークステーション

.4/ LCCM サーバおよび LCCM コンソール
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DHCP の例 4: DHCPサーバは、1 つまたは複数の IP ルータによって、LCCM サーバから分離されています。ク
ライアント・ワークステーションは、(ローカルで、あるいは 1 つまたは複数の IP ルータを介して) 構成データを受信
し、ブートし、(ローカルで、あるいは 1 つまたは複数の IP ルータを介して) 接続します。LCCM コンソールは、1
つまたは複数の IP ルータを介して、LCCM サーバに接続します。

.1/ DHCPサーバ

.2/ IP ルータ (1 つまたは複数)

.3/ クライアント・ワークステーション

.4/ LCCM サーバ

.5/ LCCM コンソール
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DHCP の例 5: DHCPサーバと LCCM サーバが同一の LAN セグメント上にあります。クライアント・ワークステ
ーションは、(ローカルで、あるいは 1 つまたは複数の IP ルータを介して) 構成データを受信し、ブートし、(ローカ
ルで、あるいは 1 つまたは複数の IP ルータを介して) 接続します。LCCM コンソールは、1 つまたは複数の IP ルー
タを介して、LCCM サーバに接続します。

.1/ DHCPサーバ

.2/ IP ルータ (1 つまたは複数)

.3/ クライアント・ワークステーション

.4/ LCCM サーバ

.5/ LCCM コンソール
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基本操作

LANClient Control Manager には、LAN を自動的に検索して、RPL 用と DHCP 用のいずれかとして使用可能になっ
ている新規クライアント・ワークステーションがないかどうか調べる、走査 機能があります。新しいクライアント・
ワークステーションを検出した場合は、LANClient Control Managerはクライアントに対して、シリアル番号および
ネットワーク・アドレスなどの情報について照会します。LANClient Control Managerは、クライアントに名前を割
り当て、新規クライアントに関する「各クライアントの詳細」ノートブックを作成します。「各クライアントの詳細」
ノートブックには、クライアントの名前、および走査中に検出された情報が入ります。クライアントの名前は、「設定/
メインテナンス」ウィンドウの未割当てクライアント リストに表示されます。

下の図に「設定/メインテナンス」ウィンドウが示してあります。

LANClient Control Manager が新規クライアントを認識すると、そのクライアントはソフトウェア・プロファイルに
割り当てることができます。各プロファイルには、それぞれ対応するイメージ (ソフトウェアのセット) がサーバ上に
あります。クライアントをプロファイルに割り当て、実行 ボタンをクリックすると、そのクライアントでは、次回始
動時に、以下のアクションの 1 つが実行されます。

� スタンダード・リモート・ブート・プロファイルが割り当てられた場合は、サーバがクライアントのメモリにスタ
ンダード・リモート・ブート・イメージをダウンロードします。クライアントは始動し、そのイメージ内に含まれ
ている命令を実行し、LAN を介して使用可能になっているソフトウェアの実行準備を整えます。

� ハイブリッド・リモート・ブート・プロファイルが割り当てられた場合は、サーバがクライアント上に一時オペレ
ーティング・システムをセットアップした上で、1 つまたは複数のバッチ・ファイルをダウンロードします。クラ
イアントは、まず最初に、オプションのプリロード・イメージ・バッチ・ファイルを実行して、自らのハード・デ
ィスクがデータを受け入れる準備を整えた上で、次に、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを実行して、イ
メージ (オペレーティング・システムおよびアプリケーション・プログラム) をサーバから自らのハード・ディス
クにコピーします。任意選択ですが、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルには、固有のネットワーク・ログ
オン、TCP/IPアドレスなど、システム固有の情報を追加することによって、インストール済みイメージの個別設
定を行う命令を入れることができます。以後の再始動時には、クライアント・ワークステーションはサーバからの
短いブートストラップ・ロード命令をダウンロードするだけで、これがクライアントにそれ自体のハード・ディス
クからの開始を命令します。
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� ハイブリッド NTプロファイルが割り当てられた場合は、プロセスが実際に、クライアントへの Windows NT
Workstationの無人インストールを完全に実行します。以後の再始動時には、クライアント・ワークステーション
はサーバからの短いブートストラップ・ロード命令をダウンロードするだけで、これがクライアントにそれ自体の
ハード・ディスクからの開始を命令します。

さまざまなイメージおよびプロファイルをサーバ上に作成および保管することができます。各イメージ内のソフトウェ
アは、インストール先またはエンド・ユーザが実行するタスクに応じて異なります。

注: プロファイルは LANClient Control Managerプログラムに固有のものです。サーバ上に常駐する関連イメージ、
またはサーバからイメージをコピーする場合に使用するバッチ・ファイルを識別するためのプロファイルを作成
します。各プロファイルに関する情報は、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブック (これについては、
本書で後述します) 内に作成および保管されます。

ハイブリッド・リモート・ブートの利点

ハイブリッド・リモート・ブートによって、ネットワーク化されているクライアントを制御するための非常に強力な技
法が得られます。クライアントをハイブリッド・リモート・ブート・イメージに割り当てると、スタンダード・リモー
ト・ブート・イメージに割り当てた場合に比べて、幾つかの利点が得られます。こうした利点としては、次のようなも
のがあります。

� 始動時におけるサーバから各クライアントへの完全なイメージのダウンロードに関連するネットワーク負荷が減少
する。

� エンド・ユーザがそれぞれのクライアント・ワークステーションにソフトウェアをロードする必要がまったくな
い。

� エンド・ユーザのソフトウェアを更新または回復するために、ディスケットをクライアント・ワークステーション
まで持って行く必要がない。

� 無許可またはライセンス非許諾ソフトウェアを自分のワークステーション上に保持しておこうというよこしまな考
えを、エンド・ユーザに抱かせることがなくなる。いつでも管理者の手でハード・ディスクを消去し、すべてのソ
フトウェアを再インストールすることができるからです。

� クライアントがネットワークから切断された場合には、クライアントの機能を止めることができる。これについて
は、クライアントの BIOSの基本始動順序を変更して行います。また、BIOSの管理者パスワードを制御して、エ
ンド・ユーザによる始動順序の変更を禁止することもできます。

注: ネットワークへのクライアントの接続を妨げるような緊急事態が発生した場合は、クライアントをそれぞれのハ
ード・ディスクから始動することもできます。詳しくは、104ページの『ローカル・ハード・ディスク始動を可能
にする』 を参照してください。

ハイブリッド・リモート・ブート・プロセスは LANClient Control Managerに固有のプロセスですが、専有するハー
ドウェアを必要とすることはなく、LAN 上で標準外トランザクションをまったく使用しないので、すでに使用してい
る LAN アプリケーションのいずれにも悪影響を及ぼす可能性はほとんどありません。

現在ソフトウェア配布アプリケーションを LAN 上で使用している場合は、ハイブリッド・リモート・ブートと併用す
ることによって、クライアント制御の拡張および改善を図ることができると思われます。
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バッチ・ファイルの使用

LANClient Control Manager の機能を存分に活用するためには、バッチ・ファイルを作成する必要があります。
LANClient Control Manager では、以下のタスクを行う場合に、バッチ・ファイルを使用します。

� ハード・ディスクの準備 (通常は、FDISK 操作を起動するため)

� ソフトウェアのインストール (通常は、FORMAT、COPY、XCOPY、RESTORE、および PKUNZIPコマンド
を使用する)

� ソフトウェアの個別設定 (変数を使用して、文字ストリングの検索および置き換えを行うため)

� ソフトウェアの保守 (1 つまたは複数のファイルを置き換えるため)

上記のタスクおよびその他のタスクを行う場合のバッチ・ファイルの例については、157ページの第6章、『ファイル
例』 に示してあります。また、バッチ・ファイルの使用については、この章でも後で詳述します。

ハイブリッド・リモート・ブートの環境

LANClient Control Manager では、クライアントに一時的にオペレーティング・システム環境をセットアップしてか
らでないと、さまざまなバッチ・ファイルを実行することはできません。バッチ・ファイルの開発にあたっては、その
前にこの環境を理解しておくことが大切です。

� IBM PC DOS 7 はクライアントにロードされます (DOS ソフトウェアはクライアントのハード・ディスクにはコ
ピーされません。メモリ内に常駐するだけです)。

� クライアントのドライブ C の名前を一時的にドライブ D に変更します。ただし、LANClient Control Manager
では、バッチ・ファイル内の事前定義変数を使用して、ドライブ・マッピングに関連する混乱を最小限に抑えるこ
とができます。%TARGET%は、クライアント・ワークステーションのハード・ディスクの基本パーティション
の識別に使用される変数です。

� サーバの C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリは、クライアントから見れば、C:¥LCCMとしてマッ
プされます。ただし、バッチ・ファイルの作成時には、事前定義変数 %LCCMPATH%を使用して、CLNTFILE
ディレクトリにアクセスする必要があります。これは、必須ユーティリティ・プログラムのすべてが保管されるデ
ィレクトリです。これらのユーティリティに関する詳細については、163ページの第7
章、『LANClient Control Manager と共に提供されるユーティリティ』 を参照してください。

インターフェースの構成要素

LANClient Control Manager のインターフェースは、以下の主要構成要素で構成されます。

� 「設定/メインテナンス」ウィンドウ

プログラムのメイン・ウィンドウであり、ここでは、さまざまなクライアントおよびプロファイルを表示し、クラ
イアントをプロファイルに割り当て、走査操作を開始および停止し、変更の処理を開始することができます。

� 「進行状況とエラー」ウィンドウ

このウィンドウには、クライアントの処理に応じて、事象の状況が表示されます。

� 「デフォルト設定」ノートブック

このノートブックを使用するのは、処理が行われる方法と時期、タイムアウト期間、各クライアント・ワークステ
ーションに割り当てる管理者パスワード、および走査プロセス中にクライアント・ワークステーションに表示され
る特定の質問 (プロンプト) など、グローバル・デフォルト・パラメータを定義する場合です。

� 「各クライアントの詳細」ノートブック
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このノートブックに入る情報は、走査処理による検出の対象となる各クライアント・ワークステーションごとに、
走査プロセスによって自動的に作成されます。また、このノートブックは手動でも作成、コピー、または変更を行
うことができます。このノートブックには、シリアル番号、ネットワーク・アドレス、インストールされている主
要ハードウェア、割り当てられているイメージ、および BIOSレベルなど、特定のクライアント・ワークステーシ
ョンに関する情報が入ります。また、イメージの個別設定を行う場合に使用する、各クライアント・ワークステー
ションごとに固有の個別設定値も入ります。さらに、BIOSコードの更新または管理者パスワードの更新など、ク
ライアント・ワークステーションに対する保守操作を実行する場合にも、このノートブックを使用することができ
ます。スケジューラ機能の使用によって、デフォルト・スケジューラの指定変更、および特定の日時における変更
の処理のスケジュール、または反復事象のスケジュールを行うことができます。

� 「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブック

このノートブックに入る情報は、インストール先で作成します。「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブッ
クには、特定のプロファイルに関連するイメージに関する情報が入ります。このノートブックに入る情報には、次
のようなものがあります。

– プロファイルの内容の記述

– クライアント・ワークステーションがイメージを使用する場合に必要とする最小ハードウェア要件に関する情
報

– クライアントのローカル・ハード・ディスクを準備する場合に使用されるプリロード・イメージ・バッチ・フ
ァイルの名前、およびソフトウェアをインストールする場合に使用されるファイナル・イメージ・バッチ・フ
ァイルの名前

– このプロファイルを使用するすべてのワークステーションに共通する、個別設定の名前および値のリスト。

インターフェースについては、33ページの第3章、『インターフェースの処理』 でさらに詳述します。

概念

以下の概念情報は、LANClient Control Managerで使用されるさまざまな要素の理解に役立ちます。

イメージ

イメージとは、サーバ上に保管されているソフトウェアで、リモート・ブート操作時に、クライアント・ワークステー
ションにダウンロードされるもののことです。イメージは、サイズおよびクライアント・ワークステーションに提供さ
れるソフトウェアのタイプがさまざまに異なります。各イメージの目的および内容は、サーバからワークステーション
にイメージをダウンロードする場合に使用される方式 (スタンダード・リモート・ブートかハイブリッド・リモート・
ブートか) に応じて異なるだけでなく、実行する必要があるタスクによっても異なります。

スタンダード・リモート・ブート・イメージ: 一般的に、スタンダード・リモート・ブート・イメージで
は、クライアント・ワークステーションに始動およびネットワークへのアクセスが得られるようにすることができるだ
けの十分な機能が提供されるだけです。詳しくは、82ページの『スタンダード・リモート・ブート・イメージの作成』
を参照してください。

ハイブリッド・リモート・ブート・イメージ: ハイブリッド・リモート・ブート・イメージには、特定のエ
ンド・ユーザ、部門、または類似タスクを実行するエンド・ユーザのグループの要件に適合するように設計されたソフ
トウェアが含まれます。完全なオペレーティング・システムと一組のアプリケーション・プログラムからなる構成で
す。複数のイメージがサーバ上に常駐でき、同一イメージを複数のクライアントにダウンロードすることができます。
イメージのサイズを制限するのは、イメージを使用するクライアント・ワークステーションのハード・ディスク容量だ
けです。
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注: サーバから配布される Windows NT Workstationイメージは、ハイブリッド NT リモート・ブート・イメージ
と呼ばれます。このイメージは、サーバ上の 配布共用ポイント と呼ばれるディレクトリに保管されます。ハイブ
リッド NT リモート・ブート・イメージを作成および配布する方式は、Windows NT Workstationと Windows
NT Server の間に独自の関係があるため、他のハイブリッド・リモート・ブート・イメージの場合とは多少異な
っています。ハイブリッド NT リモート・ブート・プロセスによって、Windows NT Workstationの完全な無人
インストールが実際に実行されます。これに対して、他のハイブリッド・リモート・ブート・プロセスの場合
は、プリインストール・イメージが配布されます。詳しくは、134ページの『Windows NT Workstationイメー
ジ』 を参照してください。

BIOS アップデート・イメージ: LANClient Control Managerでは、フラッシュ BIOSアップデート・ディ
スケットの内容を読み取って、それをイメージとしてサーバ上に保管することができます。フラッシュ BIOSイメージ
は、すべてサーバ上のサブディレクトリに保持されます。詳しくは、90ページの『BIOS アップデート・イメージの作
成』 を参照してください。フラッシュ BIOSアップデートがイメージとしてサーバ上に保管されると、「各クライア
ントの詳細」ノートブックの「メインテナンス」ページを使用して、クライアント・ワークステーションの BIOSレベ
ルをリモートで更新することができます。この手順の追加情報については、100ページの『BIOS レベルのアップデー
ト』 を参照してください。

CMOS アップデート・イメージ: CMOSアップデート・イメージは、クライアント・ワークステーションの
装置構成ユーティリティ・プログラムによって設定される BIOS設定値が入るファイルです。必要な設定値を保管する
場合は、ドナー・ワークステーション の装置構成ユーティリティ・プログラムを使用します。次に、設定値をファイ
ルにコピーし、そのファイルをサーバのディレクトリにコピーします。詳しくは、92ページの『CMOS 設定値イメー
ジの作成』 を参照してください。ファイルがサーバ上に置かれると、「各クライアントの詳細」ノートブックの「メ
インテナンス」ページを使用して、これらの設定値をクライアント・ワークステーションの CMOSメモリにコピーす
ることができます。CMOSアップデート・ファイルは、すべてファイル拡張子 .CMSによる識別が必要です。この手
順について詳しくは、101ページの『CMOS 設定値イメージへのクライアントの割り当て』 を参照してください。

バッチ・ファイル

ハイブリッド・リモート・ブート・プロセスでは、バッチ・ファイルをダウンロードし、クライアント・ワークステー
ション上で実行します。これらのバッチ・ファイルでは、割り当て済みイメージのファイルをサーバからクライアン
ト・ワークステーションにコピーしたり、その他のタスクとして、クライアント・ワークステーションのハード・ディ
スクのデータ受け入れ準備、またはインストール後のイメージの変更などを実行します。

バッチ・ファイルについては、ユーザ固有の要件に適合するものを作成する必要があります。バッチ・ファイルの作成
に高い熟練度が発揮されれば、それに応じて、LANClient Control Managerもネットワーク管理ツールとしてそれだ
け強力になります。

バッチ・ファイルの作成にあたっては、次のようなことを規則として念頭に置いてください。

� バッチ・ファイルはできるだけ単純に保つ。

� バッチ・ファイルについては、ワークグループ全体で実行する前に、管理されたテスト環境のもとで、ドナー・ワ
ークステーションおよび予備のクライアント・ワークステーションでテストする。そうすれば、管理された環境の
もとで早期にエラーを検出する役に立ちます。

� ドライブ・マッピングの理解に万全を期し、再定義済みドライブ変数、つまり、クライアント・ワークステーショ
ン・ドライブを表す %TARGET%、および該当のサーバのドライブおよびディレクトリを表す %LCCMPATH%
を使用して、クライアント・ワークステーションの観点に立ったバッチ・ファイルの開発を心掛ける。

� 作成するバッチ・ファイルのタイプに応じて、該当するファイル拡張子を必ず割り当てる。
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バッチ・ファイルのタイプ: LANClient Control Managerのハイブリッド・リモート・ブート・プロセスで
は、さまざまなタスクに応じてバッチ・ファイルを使用します。バッチ・ファイルには、そのタイプごとに、目的を識
別するために使用する固有のファイル拡張子が付きます。ハイブリッド・リモート・ブート・プロセスで使用すること
ができるバッチ・ファイルのタイプとしては、以下のようなものがあります。

 � .LCP

これはプリロード・イメージ・バッチ・ファイルです。これを使用するのは、ファイナル・イメージをダウンロー
ドする前に、クライアント・ワークステーションのハード・ディスクを準備する場合で、通常は、LCBTRDEL コ
マンドを出して、既存のパーティションを削除し、FDISK コマンドを出して、ドライブの再分割を行います。

LANClient Control Manager と共に出荷されるバージョンの FDISK では、コマンド行引き数の使用が可能で
す。また、希望する場合は、応答ファイルを使用することもできます。サポートされる FDISK パラメータおよび
FDISK 応答ファイルに関する追加情報については、163ページの第7章、『LANClient Control Managerと共に
提供されるユーティリティ』 を参照してください。

 � .LCI

これはファイナル・イメージ・バッチ・ファイルです。これを使用するのは、クライアント・ワークステーション
のファイナル・イメージをサーバからダウンロードする場合で、通常は、XCOPYコマンドまたは COPYコマン
ドを使用します。さらに、ファイナル・イメージ・ファイルは、フォーマット・コマンドを組み込み、個別設定属
性を提供し、LANClient Control Managerで用意されているその他のプログラムを実行して、長いファイル名を
処理し、システムおよび隠しファイルの属性を一時的に変更するために使用される場合もあります。

また、Windows NT Workstationイメージの無人インストールの場合に使用される、ハイブリッド NT リモー
ト・ブート・イメージと共に使用されるカスタマイズ・バッチ・ファイルの場合は、.LCI は必須ファイル拡張子
でもあります。このバッチ・ファイルが使用されるのは、Windows NT応答ファイルを個別設定する場合です。
追加情報については、146ページの『Windows NT Workstation応答ファイルの編集』 を参照してください。

 � .MNS

これはメインテナンスバッチ・ファイルです。このバッチ・ファイルは、機能の点ではファイナル・イメージ・バ
ッチ・ファイルに似ていますが、特にクライアント・ワークステーションにすでにインストールされているイメー
ジに追加プログラムまたは更新済みプログラムをコピーする場合に使用されます。特定のエンド・ユーザ (たとえ
ば、部門管理職) が他のエンド・ユーザよりも多くのソフトウェアを必要とする場合は、共通のイメージをインス
トールした上で、メインテナンスバッチ・ファイルを使用して、追加ソフトウェアを追加することができます。追
加ソフトウェアおよび保守バッチ・ファイルがサーバ上にあれば、「各クライアントの詳細」ノートブックの「メ
インテナンス」ページを使用して、追加ソフトウェアをインストールすることができます。こうすれば、イメージ
全体を再コピーしたり、固有のファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを開発したりする必要はありません。

 � .LCR

これは個別バッチ・ファイルです。このバッチ・ファイルを使用するのは、LANClient Control Managerに対し
て各クライアントに関する特定の情報または製品情報を照会する場合です。個々のクライアントの個別設定を行う
ためにさまざまなコマンドを実行したい場合は、個別バッチ・ファイルを使用します。個別バッチ・ファイルの使
用にあたっては、「各クライアントの詳細」ノートブックの「ソフトウェア」ページにファイル名を指定します。
したがって、個別設定の制御は、ソフトウェア・プロファイルのレベルではなく、クライアントのレベルで行われ
ます。たとえば、このファイルを使用すれば、共通のイメージを使用するクライアントのサブセットを対象に、選
択したソフトウェア設定値を使用可能または使用不可にすることができます。

  第1章 LANClient Control Managerの概要と概念 15



  
 

ドライブ・マッピングおよびドライブ変数について: サーバのディレクトリおよびサブディレクトリに
は、ドライブ・マッピングによってドライブ名が割り当てられるため、ドライブ名およびサブディレクトリの常時トレ
ースは、多少面倒になる可能性があります。したがって、LANClient Control Managerバージョン 2 には、プリロー
ド・イメージ・バッチ・ファイル (.LCP)、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイル (.LCI)、個別設定バッチ・ファ
イル (.LCR)、および保守バッチ・ファイル (.MNS)の中でドライブ指定子として使用するための変数が組み込まれて
います。ドライブ・マッピングの概念を理解し、バッチ・ファイルの作成に先立って、LANClient Control Manager
に組み込まれているドライブ変数の使用について理解しておくことは、非常に大切なことです。

� %LCCMPATH% は、LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリを指します。

� %TARGET% は、クライアントのハード・ディスクの基本パーティションを指します。

たとえば、B 氏の率いるマーケティング班のために、Windows 95イメージを作成し、それをサーバの
LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WIN95ディレクトリの下に入れた場合を想定します。バッチ・ファイル
.LCP、.LCI、.LCR、および .MNSでは、ストリング %LCCMPATH%¥WIN95 を使用してこのディレクトリを指し、
%TARGET% を使用してクライアントのハード・ディスクを指すことになります。

これらの事前定義変数は、LANClient Control Managerが .LCP、.LCI、.LCR、または .MNSバッチ・ファイルを実
行中である限り、いつでも有効です。ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルの開発にあたって、クライアント・ワ
ークステーションにイメージをコピーする場合に必要なステートメントは、次のようになります。

XCOPY %LCCMPATH%¥LCCM¥WIN95¥\.\ %TARGET%¥\.\ /S

ドナー・ワークステーションからサーバにイメージを移送する場合に使用するバックアップ・バッチ・ファイル
(.BAT) は、ハイブリッド・リモート・ブート・プロセス外で実行されます。したがって、上記の変数はバックアッ
プ・バッチ・ファイルでは使用できないので、次のようなドライブ指定を使用する必要があります。

� C:¥LCCMで LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリを指します。

� D: でクライアントのハード・ディスクの基本パーティションを指します。

バッチ・ファイルおよびドライブ変数の追加例については、157ページの第6章、『ファイル例』 を参照してくださ
い。

ドナー・ワークステーション

LAN 上のすべてのクライアントのそれぞれにイメージを移行する前に、ドナー・ワークステーションを使用して、バ
ッチ・ファイルの作成およびテストを行っておけば、ワークステーションを制御するプロセスが非常に簡易化されま
す。CMOSイメージの作成およびハイブリッド・リモート・ブート・イメージの開発を行う場合は、ドナー・ワーク
ステーションは必須要件になります。

ドナー・ワークステーションには、使用を計画しているクライアント・ワークステーションとの (機能別) 互換性が必
要です。ほとんどの場合に推奨されているのは、ドナー・ワークステーションとターゲット・クライアント・ワークス
テーションを同一モデルにして、正しいデバイス・ドライバの存在と正しい構成を確保できるようにすることです。バ
ッチ・ファイルの作成および変更のテストを行う (ワークグループ全体に変更を施す前に) ためのドナー・ワークステ
ーションとして使用する、適切なクライアント・ワークステーションへの十分なアクセスを確保します。新規または変
更後のバッチ・ファイルを LAN 上のすべてのクライアントのそれぞれに移行する前に、単一のドナー・クライアント
上で問題の検出および修正を行う方がはるかに容易なはずです。
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ソフトウェア・プロファイル

多くの組織で、複数の人々が同一または類似のジョブに従事し、そのために同じソフトウェアを使用しています。サポ
ートおよびメインテナンスの観点から見れば、このようなクライアント・ワークステーションでは、同一セットのソフ
トウェアを使用することが非常に大切です。ただし、これは実践が難しい場合がしばしばあり、実践された後も、維持
が難しい場合がしばしばです。しかし、LANClient Control Managerのソフトウェア・プロファイルを使用すれば、
この問題の解決に役立ちます。

ソフトウェア・プロファイルを使用して、一組のソフトウェアを定義し、それをイメージとして LAN を介して 1 つま
たは複数のクライアント・ワークステーションに配布し、そうすることによって、同一の操作環境を作成します。クラ
イアントが追加されれば、それに応じて同じイメージを配布することができます。イメージが更新された場合は、該当
のソフトウェア・プロファイルに現在割り当てられているクライアント・ワークステーションは、次回のリモート・ブ
ート時に、改訂イメージによって自動的に更新されます。ソフトウェアの初期インストールの場合も、更新の場合も、
ユーザ介入がクライアント・ワークステーションで必要になることはまったくありません。

一般的に、ほとんどの組織では、ジョブのタイプに応じて 1 つずつ、合計して幾つかのソフトウェア・プロファイルを
用意することになります。たとえば、オペレーティング・システムに加えて、次のようなものが必要になります。

� 「秘書」プロファイル。これには、ワード・プロセッサーおよびカレンダのアプリケーションを組み込むことがで
きます。

� 「マーケティング」プロファイル。これには、表計算およびビジネス・グラフィックスのアプリケーションを組み
込むことができます。

職務に応じて別々のイメージを開発し、それをサーバに入れた後は、各イメージごとに「ソフトウェア・プロファイル
詳細」ノートブック を作成し、各ノートブックごとに記述名を付ける必要があります。先に挙げたリストの例を使用
した場合は、「役員」および「B 氏の率いるマーケティング班」という名前にするのが適当と思われます。このような
ノートブックを保管すると、名前が「設定/メインテナンス」ウィンドウに表示されます。各ソフトウェア・プロファイ
ルは、それぞれプロファイル・タイプ (スタンダード・プロファイル、ハイブリッド・プロファイル、およびハイブリ
ッド NT プロファイル) の下にリストされます。そこで、管理者は、「B 氏の率いるマーケティング班」という名前の
プロファイルに各マーケティング・ワークステーションを割り当て、「役員」という名前のプロファイルに各秘書のワ
ークステーションを割り当てます。これらのワークステーションが次回始動された時点で、該当のイメージがダウンロ
ードされ、使用できる状態になります。
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LANClient Control Manager のインストール

重要 :

� LANClient Control Manager プログラムをサーバにインストールするときは、必ずネットワーク管理者または同
等の権限を持つアカウント としてログオンする必要があります。

� LANClient Control Manager をインストールするためのファイルについては、
http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html にアクセスして、ワールド・ワイド・ウェブ (WWW)
で入手することができます。

� LANClient Control Manager のバージョン 1.0 または 1.1 からのアップグレードの場合は、最初に以前のバージ
ョンをアンインストールしておく必要があります。詳しくは、22ページの『バージョン 1.0 または 1.1 からのア
ップグレード』 を参照してください。バージョン 2 のインストールを終えた後は、次のバッチ・ファイルの中に
バージョン 1.0または 1.1から保管したものがあれば、それをすべて変更する必要があります。

– プリロード・イメージ・バッチ・ファイル (.LCP)
– ファイナル・イメージ・バッチ・ファイル (.LCI)
– 保守ファイル (.MNS)

これらのファイルの変更の詳細については、31ページの『バージョン 1.X のバッチ・ファイルの変更』 を参照し
てください。

前提条件

� 最小ソフトウェア要件は、Windows NT Server 4.0です。

� ほとんどの場合は、LCCM サーバ上のファイル・システムを NTFSとして構成して、許可の設定およびサーバの
ディレクトリのセキュリティの確保ができるようにしておけば、間違いありません。

� Windows NT Server 4.0 は、以下のようにインストールする必要があります。

– サーバのコンピュータ名に組み込みスペースを含むことはできません。

– DLC、NetBEUI、および TCP/IPプロトコルをインストールする必要があります。管理の対象が RPL用とし
てセットアップされたクライアントである場合は、リモートブート・サービスもインストールし、セキュリテ
ィ確定プログラムを実行する必要があります。この点については、この章で後ほど検証することになります。

– LANClient Control Manager を使用して、クライアントに Windows NT Workstation をインストールするつ
もりの場合は、Windows NT Workstation CDをサーバ上にコピーできるだけの十分な大きさのスペース (約
110 MB) が必要です。さらに、インストールを予定しているその他のすべてのイメージをこのドライブに保
管できるだけの十分な大きさのスペースも必要です。必要な合計スペースの計算は、保管の対象となるすべて
のイメージが必要とするスペースを合算して行うことができます。

– 処理または走査にあたっては、LANClient Control Managerは、並行処理の対象となる各クライアント・ワ
ークステーションごとに、Windows NTライセンスが 2 つずつ必要になります。Windows NT Serverのイ
ンストール時に、必要なライセンス数の提示を要求されます。

注: 単一時点で処理の対象となるクライアントの数については、LANClient Control Managerプログラム内
で制限することができます。詳しくは、40ページの『「デフォルト設定」ノートブック - 「処理」ペー
ジ』 を参照してください。追加ライセンス数を追加する必要がある場合は、管理ツール (共通) プログラ
ムを用いてアクセスできる、Windows NTライセンスマネジャ フィーチャを使用します。

� リモートブート・サービスがインストールされ、正しく機能する必要があります。(リモートブート・サービスを
インストールする方法については、この章の 21ページの『リモートブート・サービスのインストールと検証』 で
後述します。)
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� 変更およびヒントについては、http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html にアクセスして、ワー
ルド・ワイド・ウェブ (WWW) で入手できるインストール・ノートを検討してください。

リモートブート・サービスのインストールと検証: Windows NT Serverのインストールを終えた後は、
以下の手順を使用して、リモートブート・サービスのインストールを行うか、またはリモートブート・サービスがすで
にインストールされているかどうかの確認を行います。

注: 以下の手順のステップの多くについては、その実行にあたって、管理者としてログオンするか、または管理者同
等のユーザ ID を使用する必要があります。

1. リモートブート・サービスの構成は、以下のようにして行います。

a. コントロールパネルで、ネットワーク をダブルクリックする。

b. プロトコル・タブをクリックし、以下のプロトコルがインストールされているかどうか確認する。

� DLC プロトコル
� NetBEUIプロトコル
� TCP/IPプロトコル

上記のプロトコルでインストールされていないものがあれば、それを追加します。

c. サービス・タブをクリックする。

� NetBIOSインターフェースを追加する (まだそこにない場合)。
� リモートブート・サービスを追加する (まだそこにない場合)。

d. アダプタ・タブをクリックし、サーバで使用するすべてのアダプタに関するレコードがあるかどうか確認す
る。

e. OK をクリックして、ネットワーク・ウィンドウをクローズする。

注: Windows NTの再始動を指示するメッセージを受け取った場合でも、この時点では「再始動してはいけ
ません」。

f. コントロール・パネルで、サービス を選択する。

g. Remoteboot Service を強調表示する。

h. スタートアップ をクリックする。

i. スタートアップの種類ボックスで、「自動」ラジオ・ボタンを選択する。

j. OK をクリックする。

k. 開始 をクリックして、Remoteboot Serviceを開始する。

l. サービス・ウィンドウをクローズする。

m. Windows NT Server をシャットダウンした上で再始動する。

2. リモートブート・マネジャを開始し、リモートブート・サービスがすでにインストールされ、正しく構成されてい
るかどうか確認する場合は、以下の手順を使用します。

注: リモートブート・マネジャは、通常 LANClient Control Managerで使用されることはありません。このステ
ップが用意されているのは、リモートブート・サービスが正しく動作するかどうかを検証するだけのためで
す。

a. 1つまたは複数のクライアント・ワークステーションを LAN に接続して、始動する。これらのワークステー
ションについては、RPLプロトコル用として構成されている必要があります。

b. 「Windows NT」デスクトップで、スタート をクリックする。
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c. プログラム を選択する。

d. 管理ツール (共通) を選択する。

e. リモートブート・マネジャ をクリックする。リモートブート・マネジャが開始します。プロファイルの作成
を指示された場合は、OK をクリックして続行します。

リモート・ブートを試みるそれぞれのクライアント・ワークステーションごとに、「ワークステーション名」
というラベルが付いている欄に MAC アドレスが表示され、「プロファイル」欄には何も表示されず、各
MAC アドレスには「説明」欄に何らかの情報が表示されているはずです。そのとおりになっていれば、リモ
ートブート・サービスが正しくインストールされたことを示しています。

f. 「リモートブート・マネジャ」タスクバーで、構成 を選択してから、セキュリティを確定 をクリックする。
その結果表示されたポップアップ・メッセージに Yesと応答します。

g. 「リモートブート・マネジャ」タスクバーで、構成 を再度選択してから、構成の確認 をクリックする。その
結果表示されたポップアップ・メッセージに Yesと応答します。

h. リモートブート・マネジャをクローズする (最小化するのではない)。これで LANClient Control Managerプ
ログラムをインストールする準備が整いました。

バージョン 1.0 または 1.1 からのアップグレード: 新しいバージョンのインストールに先立って、以前の
バージョンの LANClient Control Managerを除去しておく必要があります。アップグレードのための LANClient
Control Manager の除去は、以下のようにして行います。

1. 既存のデータベースおよび NETWORK.LSTファイルを保管します。

a. LANClient Control Manager ディレクトリ構造外に一時バックアップ・ディレクトリを作成する。

b. サーバ上に LANClient Control Managerインストール・ディレクトリを用意する。

c. 1aで作成した一時バックアップ・ディレクトリに下記のファイルをコピーする。

� NETWORK.LST (ネットワークで使用されているネットワーク・アダプタに関する重要な構成情報が入
っているファイル)

� LCCLIENT.DBS (クライアント・データベース)
� LCPROF.DBS (プロファイル・データベース)

上記のファイルは、最新バージョンの LANClient Control Managerを再インストールした後で再利用するこ
とができます。LANClient Control Managerバージョン 2 には更新済み NETWORK.LSTファイルが含まれ
ており、これには、NETWORK.LSTファイルではサポートされていないネットワーク・アダプタに関する情
報が入っている場合があります。NETWORK.LSTファイルがカスタマイズされている場合は、バージョン 2
でもカスタマイズされたファイルを使用するか、カスタム NETWORK.LSTファイルに見合うように、バー
ジョン 2 の NETWORK.LSTファイルの該当項目を変更することができます。上記のファイルにカスタム情
報も再使用可能情報も入っていない場合は、それらのファイルは削除して構いません。

2. 以前のバージョンの LANClient Control Managerをすべてアンインストールします。

a. 「Windows NT」デスクトップで、スタート ボタンをクリックする。

b. 設定 を選択する。

c. コントロールパネル を選択する。

d. アプリケーションの追加と削除 を選択する。

e. LANClient Control Manager を強調表示し、追加と削除 ボタンをクリックする。
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このプロセスによって、ほとんどの LANClient Control Manager構成要素がサーバから削除されます。ただ
し、当初 LANClient Control Managerをインストールしたディレクトリ、およびそのディレクトリ内のユー
ザ作成ファイルは削除されません。

f. LANClient Control Manager インストール・ディレクトリに残っているファイルを、1a (22ページ)  で作成
した一時バックアップ・ディレクトリにコピーする。

g. 元の LANClient Control Managerインストール・ディレクトリを削除する。

 3. 『LANClient Control Manager バージョン 2 のインストール』 に進みます。

LANClient Control Manager バージョン 2 のインストール:
重要 : バックアップ・ドメイン・コントローラーを使用している場合は、LANClient Control Managerは、プライマ
リー・ドメイン・コントローラーにではなく、このバックアップ・ドメイン・コントローラーにインストールする必要
があります。LANClient Control Managerデータベースは、プライマリー・ドメイン・コントローラーとバックアッ
プ・ドメイン・コントローラーの間で自動的に同期されることはありません。

LANClient Control Manager プログラムのインストールは、以下のようにして行います。

1. http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html にアクセスして、ワールド・ワイド・ウェブ (WWW)
で入手することができる指示に従って、LANClient Control Managerのダウンロードおよびアンパックを行いま
す。

2. LANClient Control Manager インストール・ファイルをダウンロードおよびアンパックした先のディレクトリ
で、SETUP.EXEプログラムを実行します。セットアップ・プログラムが開始されると、ダイアログ・ボックスに
"DHCPサポートを導入しますか ?" と表示されます。

� 管理の対象が DHCPクライアント用として構成されたクライアント・ワークステーションである場合は、こ
の質問に Yesと答えて、ステップ 3 に進みます。

� 管理の対象が RPLプロトコル用として構成されたクライアント・ワークステーションのみに限られる場合
は、この質問に No と答えて、ステップ 6 (24ページ) に進みます。

3. 「Choose DHCP Support Directory」ダイアログ・ボックスが表示されます。ほとんどの場合は、表示されたデフ
ォルトのディレクトリ名を受け入れるのが最善策です。

注: 表示されたデフォルトのディレクトリ名を変更する場合は、このステップで割り当てるディレクトリ名は、
この手順のステップ 5f およびステップ 8f (26ページ) で、DHCPサポート・ディレクトリに使用するディ
レクトリ名に一致する必要があります。このディレクトリ名を控えておいてください。

OK をクリックして、ディレクトリを作成します。

4. 情報ダイアログ・ボックスに、IBM intermediate support driverのインストールを指示するプロンプトが表示され
ます。OK をクリックします。インストール・プログラムが終了します。これで正常です。

5. 以下の手順を使用して、IBM intermediate support driverをインストールします。

a. 「Windows NT」デスクトップで、スタート ボタンをクリックする。

b. 設定 を選択する。

c. コントロールパネル を選択する。

d. ネットワーク をダブルクリックする。

e. 「プロトコル」タブをクリックし、追加 をクリックした上で、ディスク用 をクリックする。

f. 「パス」ボックスに C:¥IBMTCPIP¥WEDGE と入力するか、ステップ 3 で選択したディレクトリ名を入力す
る。OK をクリックする。
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g. 「OEM オプション選択」ボックスが表示され、IBM Intermediate Support Driver が強調表示されている
はずです。

注: IBM Intermediate Support Driver が強調表示されていない場合は、直前のステップで入力したパスが
間違っていることを示しています。ステップ 3 (23ページ) で選択したパスおよびディレクトリをチェ
ックし、再度試行してください。

OK をクリックして、ドライバをインストールします。「ネットワーク」ウィンドウに戻ります。閉じる を
クリックします。

h. サーバをシャットダウンした上で、再始動する。サーバが再始動すると、新しいドライバがインストールされ
ます。

6. LANClient Control Manager インストール・ファイルをダウンロードおよびアンパックした先のディレクトリ
で、SETUP.EXEプログラムを実行します。インストール・プログラムの「ようこそ」画面が表示されます。次へ
をクリックします。

7. 「インストールタイプの選択」プロンプトで、次のいずれか 1 つを選択します。

� サーバのキーボードおよびモニタを管理者コンソールとして使用している場合は、クライアント兼サーバ用
を選択します。

� クライアント・ワークステーションを管理者コンソールとして使用している場合は、クライアント兼サーバ用
を選択します。この場合は、必要なファイルがすべて LCCM サーバにインストールされます。管理者コンソ
ールには、管理者特権を用いてログオンする必要があります。

� LANClient Control Manager をクライアント・ワークステーションから実行したい場合は、クライアント用 
を選択します。このオプションを選択する場合は、まず最初に、クライアント兼サーバ用 オプションを使用
して、LANClient Control Managerをサーバにインストールしておく必要があります。

上記のオプションのいずれを選択する場合も、ログオンは管理者特権を用いて行う必要があることを忘れないよう
にしてください。

8. LANClient Control Manager をダウンロードし、解凍したディレクトリーから、SETUP.EXE を再び実行しま
す。インストール・プログラムのようこそ画面が表示されます。次へをクリックします。以下で記述されている、
標準またはカスタム・インストールを選択する画面が表示されます

重要: サーバーに複数枚のネットワーク・アダプター・カードを装着しているならば、カスタム・インストール
を選択しなければなりません。

標準インストール

標準インストールはセットアップを容易にします。これは、以下のことについて自動検出しセットアップを完了し
ます。

� LCCM がインストールされているサーバーの IP アドレス

� サーバーの種類。すなわち、バックアップ・ドメイン・コントローラー、プライマリー・ドメイン・コントロ
ーラー、またはスタンドアローン・サーバーか。

� Windows NT ユーザー・マネージャーで、30 (1 から 31) の LCCM クライアントを自動作成します。これ
らの NT ユーザー・アカウントは、走査とダウンロードの処理で必要です。

以下の質問が標準インストールでたずねられます。

a. IBM DHCP Support をインストールするかどうか。(リモート・ワークステーションにインストールしている
のであれば、IBM DHCP Supportをインストールすべきではありません。)

b. インストール・タイプの選択プロンプトで、以下のいずれかを選択します。

1) サーバーのキーボードおよびモニターを管理者コンソールとして使用している場合は、クライアント兼サ
ーバー用を選択します。
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2) クライアント・ワークステーションを管理者コンソールとして使用している場合は、クライアント用を選
択します。これを選択するならば、次の前もって必要なことを確認しなければなりません。

� LANClient Control Manager が必要な機能 (DHCP support、RPL support、あるいは両方) でサー
バーにインストールされていなければなりません。

� IBM DHCP Support は、リモート・ワークステーション・インストールが実行されている間は再イ
ンストールすべきではありません。このサポートは常にサーバー上で実行されていなければいけませ
ん。

� これらすべてのオプションについて、管理者特権でログオンしている必要があることを覚えておいて
ください。

3) LCCM のインストールディレクトリー。

4) DHCP/RPL/ 両方の導入か。

5) TCP/IPのサポートディレクトリー。

6) DHCPクライアントの開始 IP アドレス。

7) DHCPクライアントの終了 IP アドレス。

8) DHCPクライアントが使用するサブネットマスク。

9) LCCM フォルダーの確認。

カスタムインストール

a. インストール・タイプの選択プロンプトで、以下のいずれかを選択します。

1) サーバーのキーボードおよびモニターを管理者コンソールとして使用している場合は、クライアント兼サ
ーバー用を選択します。

2) クライアント・ワークステーションを管理者コンソールとして使用している場合は、クライアント用を選
択します。これを選択するならば、次の前もって必要なことを確認しなければなりません。

� LANClient Control Manager が必要な機能 (DHCP support、RPL support、あるいは両方) でサーバー
にインストールされていなければなりません。

� IBM DHCP Support は、リモート・ワークステーション・インストールが実行されている間は再インス
トールすべきではありません。このサポートは常にサーバー上で実行されていなければいけません。

� これらすべてのオプションについて、管理者特権でログオンしている必要があることを覚えておいてくだ
さい。

b. LCCM インストール・ディレクトリーの選択 ダイアログ・ボックスで、LANClient Control Managerをイン
ストールしたいディレクトリー名を入力するか、デフォルトを受入ます。次へをクリックして続けます。

c. Windows System32 ディレクトリーの確認ダイアログ・ボックスが表示されます。デフォルトを受入て、次
へをクリックして続けます。

d. サーバー名ダイアログ・ボックスが表示されます。LCCM をインストールしたいサーバー名を入力します。
OK をクリックします。

e. 次に、LCCM 環境の選択ダイアログ・ボックスが表示されます。以下のいずれかを選択します。

� DHCPのみ導入する
� RPLのみ導入する
� DHCPと RPLの両方を導入する

DHCPが組み込まれたオプションを選択する場合は、ステップ 8f (26ページ) およびステップ 8g (26ペー
ジ) を実行します。RPLのみを選択する場合は、直接ステップ 8h (26ページ) にスキップします。
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f. DHCPが組み込まれたオプションを選択する場合は、DHCP Support Directoryの名前を入力するよう求めら
れます。このディレクトリーは、ステップ 8cで作成したのと同じディレクトリーである必要があります。デ
フォルトは drive:¥IBMTCPIPです。

g. 次へをクリックします。IP アドレスの範囲の入力プロンプトが次の順に表示されます。

1) TFTPサーバー IP アドレスの入力 (これは、LCCM がインストールされているサーバーです)。次へをク
リックします。

2) 開始 IP アドレスを入力してください。次へをクリックします。

3) 終了 IP アドレスを入力してください。次へをクリックします。

4) サブネット・マスクを入力してください。次へをクリックします。

さらに入力するクライアント・スコープがあるか尋ねるダイアログ・ボックスが表示されます。すべての
DHCPクライアントを識別する情報を入力し終わるまで続行してから、このダイアログ・ボックスでいいえ
をクリックし、続行します。

h. サーバーの種類の選択ボックスで、LCCM をインストールしているサーバーのタイプを入力します。

プライマリ・ドメイン・コントローラ

プライマリ・ドメイン・コントローラを選択し、RPLを使用したい旨を指定してある場合、ユーザーの
RPL System ディレクトリーのパス名を確認するよう求められます。

バックアップ・ドメイン・コントローラ

バックアップ・ドメイン・コントローラを選択する場合、ユーザー名および開始番号を選択するよう求め
られます。デフォルトは BDCK および 1 です。デフォルトは必要に応じて変更することができます。こ
の時点で、30の NT ユーザーが作成されます。これらの値を使用すると、たとえば、BDCK1 から
BDCK30です。これらの NT ユーザーは、走査処理とダウンロード処理に必要とされます。最大の並行
ダウンロードは 30です。次に、RPLを使用することを指定してある場合は、ユーザーの RPL System
ディレクトリーのパス名を確認するよう求められます。

スタンドアロン・サーバー

スタンドアロン・サーバーを選択し、RPLを使用したい旨を指定してある場合、ユーザーの RPL
Systemディレクトリーのパス名を確認するよう求められます。

セットアップは、ここですべての必要な構成要素をインストールします。完了すると、次のサービスがインス
トールされます。

IBM BINL Service

IBM DHCP Service

TFTPD - Trivial File Transfer Daemon

9. LANClient Control Manager のバージョン 1.0 または 1.1 からのアップグレードの場合は、以下のようにしま
す。

a. 以前作成した一時バックアップ・ディレクトリから、既存のデータベース (LCCLIENT.DBSおよび
LCPROF.DBS)、および LCCLIENT.INI ファイルを、LANClient Control Managerインストール・ディレ
クトリにコピーする。

b. LANClient Control Manager インストール・ディレクトリ内の NETWORK.LST ファイルの名前を
NETWORK.NEWに変更する。

c. 一時バックアップ・ディレクトリから、NETWORK.LSTファイルを LANClient Control Managerインスト
ール・ディレクトリにコピーする。
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注: LANClient Control Managerバージョン 2 には更新済み NETWORK.LSTファイルが含まれており、
これには、以前の NETWORK.LSTファイルではサポートされていないネットワーク・アダプタに関す
る情報が入っている場合があります。カスタマイズした NETWORK.LSTを使用している場合は、バー
ジョン 2 の NETWORK.LSTファイル (NETWORK.NEWと名前変更されている) 内の新しい行記入
項目を、カスタマイズされている NETWORK.LSTファイルに追加することもできます。固有であるこ
とが必要とされる情報については、すべてが別の行記入項目に複写されるとは限らないことを確認して
ください。NETWORK.LSTファイルの変更に関する追加情報については、110ページの
『NETWORK.LST ファイルについて』 を参照してください。

d. バージョン 1.0または 1.1から保管したバッチ・ファイルを変更する。これらのファイルの変更について詳し
くは、31ページの『バージョン 1.X のバッチ・ファイルの変更』 を参照してください。

10. LANClient Control Manager をバックアップ・ドメイン・コントローラーにインストールした場合は、以下のこ
とを行う必要があります。

a. 「Windows NT」デスクトップで、スタート ボタンをクリックする。

b. プログラム を選択する。

c. 管理者ツール を選択する。

d. サーバ・マネジャ を選択する。

e. コンピュータ を選択する。

f. ドメイン全体を同期 を選択する。

以上で、ステップ 8h (26ページ) で作成した NT ユーザ・アカウントがプライマリー・ドメイン・コントローラ
ーに確実にコピーされます。

これで LANClient Control Managerがインストールされました。LANClient Control Managerがインストールされる
と、LANClient Control Manager に関するリストがオペレーティング・システムのプログラム・リスト内に追加され
ます。

LAN 上で使用するすべてのアダプタ・タイプのそれぞれについて、対応する項目がファイル
LCCM_install_dir¥NETWORK.LSTに入っている必要があります。このファイルは、LAN 上のネットワーク・アダ
プタに関する情報を保管する場合に、LANClient Control Managerで使用されます。LANClient Control Managerバ
ージョン 2 に含まれている NETWORK.LSTファイルには、このバージョンのリリース時点でサポートされていたす
べてのネットワーク・アダプタに関する項目が入っています。サポートされないアダプタの使用を選択した場合は、必
要なデバイス・ドライバをインストールし、NETWORK.LSTファイルを更新しても構いませんが、いずれもお客さま
のリスクで行っていただきます。説明については、107ページの『ネットワーク・アダプタのデバイス・ドライバのイ
ンストール』 を参照してください。

サポートされるアダプタのリストについては、http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html にアクセス
して、ワールド・ワイド・ウェブ (WWW) で入手することができます。

状況によっては、LANClient Control Managerプロセスの過程で、クライアント・ワークステーションで問題が検出
され、"ハング" 状態を生じる結果になり、そのワークステーションを手動で再始動する必要が生じる場合があります。
この種の状態からの回復を図るために、WATCHDOG.EXEと呼ばれるユーティリティが用意されています。ただし、
このユーティリティについては、インストールとセットアップを行うかどうかは任意選択になります。詳しくは、175
ページの『WATCHDOG.EXE』 を参照してください。
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LANClient Control Manager の開始

以下は、LANClient Control Managerをインストールしたワークステーションで LANClient Control Managerを開始
する場合の手順です。

プログラムの開始にあたっては、その前に、管理者コンソールで、システム管理者または同等の権限を持つアカウント
でネットワークにログオンしていることを確認してください。クライアント・ワークステーションが RPLプロトコル
用として構成されている場合は、いずれも LCCM サーバと同じ LAN セグメント上にあることが必要です。

LANClient Control Manager の開始は、以下のようにして行います。

1. Windowsインターフェース内で スタート ボタンをクリックする。

2. プログラム をクリックする。

3. LANClient Control Manager に関するリストをクリックする。

4. LANClient Control Manager  をクリックする。開始ウィンドウが表示されます。(このウィンドウについては、
LANClient Control Manager を開始するつど表示されるのが煩わしい場合は、該当のボックスのチェックマーク
を消して、表示されないようにすることができます。) OK をクリックして、プログラムに入ります。

さまざまなインターフェース構成要素の説明については、33ページの第3章、『インターフェースの処理』 を参照
してください。

注: LANClient Control Managerは、別のワークステーションから実行することもできます。詳しくは、29ページの
『別のワークステーションからのプログラムの実行』 を参照してください。

28 LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

別のワークステーションからのプログラムの実行

LANClient Control Manager は、初期には、インストールされたワークステーションでしか稼働しません。しかし、
このプログラムを用いて作業している間には、LAN に接続されている別のクライアント・ワークステーションからも
LANClient Control Manager を実行する必要が生じる場合があります。

サーバへの LANClient Control Managerのインストール元のサーバとは異なる、別のワークステーションからこのプ
ログラムをインストールして実行する場合は、以下のようにします。

1. プログラム SETUP.EXEを実行する。

2. インストール・タイプの選択プロンプトで、クライアント用 を選択する。

重要 : リモート・ワークステーションから LANClient Control Managerを実行する場合は、LANClient Control
Managerのノートブックに指定したすべてのファイルとディレクトリ、および関連するバッチ・ファイル用として、全
UNC パスを使用する必要があります。下に例を示します。

¥¥servername¥sharename¥directory¥filename

LANClient Control Manager は、以下の共用を自動的に作成します。

¥¥servername¥LANC$$

ただし、LANC$$ は次のディレクトリを指します。

¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥
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LANClient Control Manager の終了

プログラムの終了は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで ファイル を選択する。

2. 終了 を選択する。

詳細がまったく変更されていなければ、LANClient Control Managerは自動的に終了します。

詳細が変更されているが、処理されていない場合は、次のようなウィンドウが表示されます。

� 変更を保管 して処理を開始 する場合は、はい を選択します。「進行状況とエラー」ウィンドウが表示されます。
このプロセスの実行中は、プログラム内で他のアクションを実行することはできません。

� 加えられた変更をすべて廃棄 する場合は、いいえ を選択します。処理待ち行列に入っていた変更については、反
復事象も含めて、プログラムの再始動後は、いずれも再入の必要があります。

� 「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻る 場合は、キャンセル を選択します。処理は一切行われません。
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LANClient Control Manager のアンインストール

以下の手順を実行すると、LANClient Control Managerがサーバから削除されます。したがって、新しいレベルの
LANClient Control Manager にアップグレードする場合は、この手順は使用しません。22ページの『バージョン 1.0
または 1.1 からのアップグレード』 を参照してください。

LANClient Control Manager を削除する場合は、管理者コンソール、または LANClient Control Manager がインスト
ールされているワークステーションで、以下のようにします。

1. 「Windows NT」デスクトップで、スタート ボタンをクリックする。

2. 設定 を選択する。

3. コントロールパネル を選択する。

4. アプリケーションの追加と削除 を選択する。

5. LANClient Control Manager  を選択する。

6. 追加と削除 ボタンをクリックする。これで LANClient Control Manager構成要素のほとんどが削除されます。た
だし、LANClient Control Managerがインストールされていたディレクトリ、およびこのディレクトリ内のユー
ザ作成のファイルは残っています。

7. LANClient Control Manager インストール・ディレクトリおよびその内容を削除する。

バージョン 1.X のバッチ・ファイルの変更

以下のファイル拡張子が付いている、バージョン 1.0または 1.1のバッチ・ファイルは、いずれもバージョン 2.0で
使用できるように変更する必要があります。

 � .LCP
 � .LCI
 � .MNS

バージョン 2.0には、マップされたドライブを指すために使用する変数が組み込まれています。したがって、特定のド
ライブ名およびパスではなく、これらの組み込み変数を使用する必要があります。

さらに、.LCPファイルについては、RPL環境と DHCP環境のどちらでも実行できるように、変更が必要です。次の
例をテンプレートとして使用することができます。太字テキストで示されている行では、クライアントのハード・ディ
スク上のパーティションのサイズと数を決めます。この例を使用する場合に、実際には変更の必要があるのはこれらの
行だけです。この例の場合は、FDISK コマンドで作成されるのは 2GB (2048KB)のパーティションが 1 つだけで、
ハード・ディスクの残りの部分は未使用のままになります。これらの行を変更する場合の説明については、166ペー
ジの『FDISK.COM』 を参照してください。

図 1. バージョン 1.Xからバージョン 2.0への移行の値

場所 バージョン 1.X バージョン 2.0

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE (サー
バのディレクトリ)

C:¥LCCM %LCCMPATH%

D:¥ (クライアントのハード・ディスク) D: %TARGET%
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@echo off

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

IF "%CDWNTYPE%"=="ð" GOTO RPL

%LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48
GOTO NEXT

:RPL

%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48
:NEXT

これらのパラメータを使用するバッチ・ファイルの例については、157ページの第6章、『ファイル例』 を参照してく
ださい。
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「設定/メインテナンス」ウィンドウ

LANClient Control Manager 内のメイン・ウィンドウは「設定/メインテナンス」ウィンドウです。プログラムが開始
されると、初期「ようこそ」ウィンドウが表示された後は、そのつど最初に「設定/メインテナンス」ウィンドウが表示
されます。

「設定/メインテナンス」ウィンドウで、表示されているボタンを使用すれば、新規クライアントがあるかどうかを調べ
る走査、特定のプロファイルを対象としたクライアントの割り当ておよび割り当て解除、すべての変更の処理を行うこ
とができます。このウィンドウの上部の追加メニュー・バーを使用すれば、プログラム内のその他のすべての機能にア
クセスすることができます。

「設定/メインテナンス」ウィンドウおよびプログラムのその他のウィンドウ内で移動する場合、および画面上の項目を
選択する場合は、マウスおよびキーボード (Alt (前面) キー、矢印キー、TAB (タブ) キー、ENTER (実行) キー、そ
の他のキー) を使用することができます。

プログラム内で取るすべてのアクションは、実行 ボタンを使って終了する必要があります。「実行」ボタンをクリッ
クすることによって、新しい情報を保管し、永続データベースの即時変更とスケジューラ (スケジュールによる予定の
曜日の予定の時刻に変更を処理する) の開始のいずれかを行います。「デフォルト設定」ノートブックの「スケジュー
ラ」ページについて詳しくは、43ページの『「デフォルト設定」ノートブック - 「スケジューラ」ページ』 を参照し
てください。「各クライアントの詳細」ノートブックの「スケジューラ」ページについて詳しくは、58ページの『各ク
ライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ』 を参照してください。

下の図に「設定/メインテナンス」ウィンドウが示してあります。LANClient Control Managerを初めて開始したとき
は、新規クライアントが表示されるのは、データベースに追加された後になります。詳しくは、77ページの『データベ
ースへのクライアント・ワークステーションの追加』 を参照してください。さらに、ソフトウェア・プロファイルも
作成してからでないと、クライアントを割り当てることはできません。詳しくは、94ページの『ソフトウェア・プロフ
ァイルの作成』 を参照してください。

プログラム・インターフェースに関連するタスクについては、96ページの『クライアントの管理』 および 94ページの
『ソフトウェア・プロファイルの管理』 を参照してください。
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クライアントの選択

「設定/メインテナンス」ウィンドウ内の手順を実行する前に、1 つまたは複数のクライアントを選択することができま
す。クライアントの選択は、次のいずれかの方法で行うことができます。

� 1つの クライアントを選択する場合は、左マウス・ボタンを使用してクライアントをクリックします。

� 複数の クライアントを選択する場合は、CTRL キーを押したままで、左マウス・ボタンを使用して個々のクライ
アントをクリックし、CTRL キーを放します。CTRL キーを押したままで、個々のクライアントを 1 回ずつ、続
けてクリックすると、該当のクライアントの選択状態が他のクライアントに対して、オンまたはオフに切り替わり
ます。

� クライアントの連続するグループ を選択する場合は、グループ内の最初のクライアントをクリックし、シフト・
キーを押したまま、グループ内の最後のクライアントをクリックします。クリックした 2 つのクライアントの間の
クライアントがすべて選択されます。

インターフェース内でのクライアントの認識

カラー・モニタを使用している場合は、クライアントを表示するカラーが異なっていることがあるはずです。クライア
ントは、表示するカラーでその特性が示されます。

� 緑 の場合は、クライアントが割り当てられたプロファイルに関するハードウェア要件に適合していることを示し
ています。

� 赤 の場合は、クライアントが割り当てられたプロファイルのハードウェア要件に適合しないクライアント・ワー
クステーションであることを示しています。

� グレー の場合は、クライアントが現在は RPL使用不可または DHCP使用不可であることを示しています。

� 青い テキストの場合は、クライアントが選択されていることを示しています。
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LANClient Control Manager 内の変更の処理

LANClient Control Manager 内で行われた変更は、「実行」ボタンをクリックするまで、一時データベースに保管さ
れます。したがって、複数の変更を行った後で、その処理を開始することができます。そうするのは、大量のダウンロ
ードを必要とするハイブリッド・リモート・ブート・プロファイルへのクライアントの割り当てが伴う場合は、処理に
時間がかかるためです。

� 即時変更の場合 :

実行 ボタンをクリックして、変更の処理を開始します。「実行」ボタンを選択すると、変更は LANClient
Control Manager のデータベースに保管され、処理が開始されます。「進行状況とエラー」ウィンドウがオープン
し、処理待ち行列に現在入っているすべてのジョブとそれに関連する状況が表示されます。

� スケジュールによる予定の変更の場合 :

「実行」ボタンをクリックすると、予定の日時になった時点で、変更が処理されます。「進行状況とエラー」ウィ
ンドウがオープンし、処理待ち行列に現在入っている予定のジョブのすべてが、予定の事象が行われる曜日および
時刻と共に表示されます。

注: スケジュールによる予定の変更を設定し、実行 ボタンをクリックした後も、管理者コンソールの電源はオン
のままにしておき、LANClient Control Managerは実行中にしておく必要があります。スケジュールによる
予定の事象が行われるようにするためです。

� LANClient Control Manager の終了時 :

処理対象の変更に処理中のものや処理待ち行列に入っているものがあるのに、LANClient Control Managerの終
了を試みた場合は、終了情報ボックスが表示されるので、プログラムに戻るかプログラムを終了するか選択するこ
とができます。詳しくは、30ページの『LANClient Control Managerの終了』 を参照してください。

操作の処理中に生じたエラーは、いずれも画面に表示されます。このようなエラー・メッセージは、「進行状況とエラ
ー」ウィンドウの「ステータス」欄に表示されます。

エラー・コードが戻されるのは、バッチ・ファイル内で実行中のプロセスかによる場合もあれば、実行中の CMOSま
たは BIOSプロセスによる場合もあります。LANClient Control Managerでは、外部プログラム・エラー・メッセー
ジについては、意味およびアクションのリストを保持することはできません。メッセージを出したプログラムによって
意味やアクションが異なるためです。エラー・メッセージが戻された場合の処置を以下に示します。

� イメージ・バッチ・ファイルにより戻された場合 :

イメージ・バッチ・ファイルの先頭に ctty on ステートメントを追加し、各行の後にそれぞれ pause ステートメ
ントを追加します。その上で、エラーが検出されるまで、ドナー・ワークステーションでイメージ・バッチ・ファ
イルを実行します。作動しないイメージ・バッチ・ファイル内のプログラムに該当するヘルプ・ファイルと照合し
て、エラー・コードをチェックします。エラーを訂正し、「実行」ボタンをもう一度クリックします。一般的に
は、バッチ・ファイルにエラーが検出された場合は、そのバッチ・ファイルを終了しないで、完了するまで実行し
てしまうのが最善策です。バッチ・ファイルの訂正後は、ctty on ステートメントおよび pause ステートメント
を除去することを忘れないようにしてください。

� BIOSアップグレード手順または CMOSアップグレード手順により戻された場合 :

オリジナルの BIOSフラッシュ・ディスケット上、または BIOSイメージが入っているディレクトリ内に、エラ
ー・コードおよび各エラーごとの記述が入っているヘルプ・ファイルが見付かるはずです。あるいはまた、このデ
ィスケットまたは BIOSイメージ・ディレクトリで、CMOSUTIL /? と入力して、Enter キーを押すと、エラー
コードおよび各エラーの内容が表示されます。BIOSイメージが入っているディレクトリは、
LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥BIOS¥BIOS_Flash_Name です。

36 LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

「進行状況とエラー」ウィンドウ

「進行状況とエラー」ウィンドウは、変更の処理が行われるたびに表示されます。変更の処理は、「実行」ボタンのク
リック直後に行われる場合もあれば、スケジュールに基づいて遅れて行われる場合もあります。スケジュールによる予
定の変更について詳しくは、「デフォルト設定」ノートブックのスケジューラに関する説明については、43ページの
『「デフォルト設定」ノートブック - 「スケジューラ」ページ』 を、「各クライアントの詳細」ノートブックのスケ
ジューラに関する説明については、58ページの『各クライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ』 を参照してくだ
さい。下に「進行状況とエラー」ウィンドウの例が示してあります。

変更の処理中に、リスト内の特定のクライアントを選択した上で、終了 (選択) ボタンをクリックして、処理を停止す
ることができます。

「進行状況とエラー」ウィンドウには、次のように情報の欄が 3 つあります。

� クライアント

各クライアントにそれぞれ割り当てられている名前がリストされます。

� プロファイル

各クライアントに割当てられているソフトウェア・プロファイルがリストされます。

� ステータス

ステータス欄には、クライアントについて、待機中か、スケジュールによる予定の対象か、処理中か、完了してい
るかが示されます。

障害があった場合は、エラー・コードもステータス欄に戻されます。
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「デフォルト設定」ノートブック

プログラムのデフォルト設定値を変更する必要がある場合は、そのつど「デフォルト設定」ノートブックにアクセスす
る必要があります。

「デフォルト設定」ノートブックへのアクセスは、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーの オプション を選択します。

2. デフォルト設定 を選択します。「デフォルト設定」ノートブックが表示されます。

注: 「デフォルト設定」ノートブック内の設定値には、「各クライアントの詳細」ノートブックの中の設定値で
上書きされるものもあります。詳しくは、45ページの『「各クライアントの詳細」ノートブック』 を参照し
てください。

「デフォルト設定」ノートブックには、次のような 4 ページの情報が入っています。

� 全般

このページには、BIOS管理者パスワード、クライアント名、およびリモートブート サーバ名に関する情報な
どが入ります。

� 処理

このページには、ハイブリッド RPLプロセス、テキスト・エディタ、およびクライアント再始動機能に関す
る情報が入ります。

� 走査

このページには、走査処理によってクライアント・ワークステーションが検出されるたびに表示される、任意
選択ユーザ・プロンプトに関する情報が入ります。

� スケジューラ

このページには、変更を処理する方法と実行日時に関する情報が入ります。

別のページに切り替える場合は、表示または変更したい情報の名前が付いているタブをクリックします。以上の 4
つのカテゴリ、および各カテゴリ内のオプションについて、以下の各項で説明します。
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「デフォルト設定」ノートブック - 「全般」ページ

� BIOS管理者パスワード

デフォルトの値が指定されている場合は、走査処理時に、新規クライアントのすべてに適用されます。このフィー
ルドがブランクのままになっている場合は、パスワードは設定されません。デフォルトのパスワードが設定されて
いる場合は、新規クライアントが走査されると、新規クライアントに割り当てられます。「実行」ボタンを押して
即時変更処理が行われるとき、またはスケジュールによる予定のジョブが処理待ち行列上で設定日時に達したとき
は、デフォルトのパスワードが新規クライアントのすべてに適用されます。

注 :

– デフォルトの BIOS管理者パスワードが設定されるのは、走査処理中だけです。クライアントが走査された後
で、デフォルトの BIOS管理者パスワードが設定されても、パスワードはそのクライアントには適用されませ
ん。

– デフォルトのパスワードを変更しても、すでに走査されているクライアントのパスワードに影響を生じること
はありません。すでに作成されたクライアント用の BIOS管理者パスワードを変更する必要がある場合、「各
クライアントの詳細」ノートブックの「メインテナンス」ページを使用することによってそれを行うことがで
きます。詳しくは、54ページの『各クライアントの詳細 - 「メインテナンス」ページ』 を参照してくださ
い。

– BIOS管理者パスワードの コード の基準は、キーの位置であって、入力された文字ではありません。したが
って、いずれかのクライアントが使用しているキーボードのレイアウトが、LANClient Control Managerを
操作する場合に使用しているキーボードのレイアウトと異なっている (たとえば、別の言語用のキーボード)
場合は、LANClient Control Managerを用いて設定された BIOSパスワードは、クライアントのキーボード
で入力した場合は、認識されない可能性があります。そこで、使用されているキーボードのすべてで同じ位置
にある文字だけを使用するように、必ず心掛けてください。フィールドがブランクのままになっている場合
は、パスワードは使用不可になります。

� クライアント名
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LANClient Control Manager による管理の対象となるすべてのクライアントには、それぞれネットワーク上で固
有の名前が割り振られる必要があります。クライアントが走査処理によって生成されると、名前が自動的に割り振
られます。この名前は、共通接頭名の後に、自動的に生成された番号が続く構成になります。

共通接頭名は、最大 4 文字の英数字ストリングです。このストリングの先頭文字は英字である必要があります。実
際に生成されるクライアント名は、名前ベースの後に 10進数の 1 ～ 999が続いています。デフォルトが適切で
ない場合は、クライアント名ベースは変更しても構いません。

� サーバ名

クライアントに関するリモート・ブート・プロセスを制御するサーバの名前です。LANClient Control Manager
を使用する人は、だれもがこのサーバに対する管理者アクセス権をもっている必要があります。デフォルトの値は
LANClient Control Manager のインストール時に設定されます。サーバ名の前には、¥ 記号が 1 つまたは 2 つ付
く場合もあれば、まったく付かない場合もあります。サーバ名の変更が有効になるのは、LANClient Control
Managerを終了した上で、再始動してからです。

「デフォルト設定」ノートブック - 「処理」ページ

� テキスト・エディタ

LANClient Control Manager 内でファイルを編集するときに使用したいエディタを指定することができます。
「参照」ボタンを使用して、選択したエディタを見付けるか、または決められたスペースに名前 (パスおよびファ
イル名) を直接入力します。

� ハイブリッド・リモート・ブート処理

以下のフィールドを使用して、ハイブリッド・リモート・ブート処理の限度を設定します。

– ダウンロード可能最大クライアント数

この設定値では、ハイブリッド・リモート・ブート・イメージを同時にダウンロードすることができるクライ
アントの数に限度を設けます。たとえば、この限度として 10を指定した場合は、10を超えるクライアントが
同時にハイブリッド・リモート・ブートのダウンロードの実行を試行すると、ダウンロードはすべて機能しま
すが、ネットワークを通して同時にイメージをアクティブに転送するクライアントは 10に限られます。最初
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のクライアントのダウンロードが完了すると、11番目のクライアントのダウンロードが開始され、すべてが
ロードし終えるまで同様に続けられます。その目的は、ネットワークおよびサーバに対する過剰な負荷を防止
することにあり、最適設定値は、ネットワークのセットアップ、チューニング、およびロードなど、さまざま
な側面に応じて異なります。

この設定値の影響を受けるのは、初期イメージ・ダウンロードだけに限られ、ダウンロードの完了後にハイブ
リッド・リモート・ブート・モードで作動できるクライアントの数がその影響を受けることはありません。

– タイムアウト (分)

この設定値では、各クライアントごとに、処理が完了するのを待つ時間の限度を指定します。ハイブリッド・
リモート・ブート・ダウンロードが指定された時間内に完了しなかった場合は、エラー・コードが戻され、処
理は停止します。

� クライアントの再始動

以下のフィールドを使用して、再始動オプションを記録します。

– Wake on LAN 使用

電源がオフになっているクライアント・ワークステーションの電源を、LANClient Control Managerでオン
に戻すことができます。クライアント・ワークステーションの電源をオンにする場合は、LANClient Control
Managerは、ワークステーションのメディア・アクセス制御 (MAC) アドレスが入っているウェイクアップ・
パケットを、5 秒間隔でネットワークを通して送信します。クライアントのネットワーク・アダプタがこのア
ドレスを検出すると、ワークステーションの電源をオンにして、ワークステーションを始動させます。
LANClient Control Manager は、クライアントがウェイクアップして稼働していることを検出すると、パケ
ットの送信を停止します。

注: ネットワーク・アダプタおよびコンピュータのメーカによっては、MAC アドレスのことを一元管理ア
ドレス (UAA)、ネットワーク・インターフェース・カード (NIC) アドレス、またはネットワーク・ア
ドレスと呼んでいる場合もあります。

クライアント・ワークステーションの Wake on LAN要件 :

- ワークステーションのプラグは、電圧のある電源ソケットに差し込む必要があります。
- ネットワーク・アダプタが Wake on LANをサポートできる必要があります。
- ワークステーションに BIOS Wake on LAN機能が備えられ、それが使用可能になっている必要があり
ます。

- ネットワーク・アダプタがワークステーションのシステム・ボードまたは電源機構にケーブルで適正に接
続されている必要があります。

- ワークステーションがネットワークに適正に接続されている必要があります。

– NetFinity使用可能

LANClient Control Manager では、NetFinity Manager プログラムの諸機能を使用して、変更の処理前に、
ワークステーションのシャットダウンおよび再始動をリモートで行うことができます。サーバに NetFinity
Managerがインストールされている場合は、このボックスにチェック・マークを付けて、その機能を使用可能
にします。

注: NetFinityの電源遮断能力は、現時点ではクライアント・ワークステーションで Windows 95が稼働し
ている場合に限定されます。

NetFinity Manager も NetFinity Services も LANClient Control Manager の出荷時に同梱されている
ことはありません。NetFinity Managerが LANClient Control Managerでの使用で正しく機能するため
には、以下のことが必要です。

- LANClient Control Manager がインストールされているワークステーションまたはサーバに、
NetFinity Manager のバージョン 5.0 以上がインストールされている。
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- LANClient Control Manager によってリモートでシャットダウンまたはリブートを行いたいクライ
アントのそれぞれに、NetFinity Servicesバージョン 4.00.2以上 (または、NetFinity Managerバ
ージョン 5.0以上) がインストールされている。

これらの製品の使用に関する詳細については、NetFinity Managerの資料を参照してください。

– NetFinityユーザ ID

NetFinity Manager を使用している場合は、ここに NetFinity Manager のユーザ ID を入力すれば、
LANClient Control Manager で NetFinity Manager コマンドを出すことができ、プロンプトでログオンを指
示されることはありません。

– NetFinityパスワード

Netfinity Manager を使用する場合のパスワードをここに入力します。

「デフォルト設定」ノートブック - 「走査」ページ

LANClient Control Manager については、各クライアント・ワークステーションのエンド・ユーザまたはインストー
ル担当者に固有の質問を行うように設定することができます。このような質問は、走査処理で新規クライアント・ワー
クステーションが検出されるつど、画面上で行われます。走査操作中に質問を表示するかどうかは、任意選択になりま
す。下の図に「デフォルト設定」ノートブックの「走査」ページが示してあります。

下記の情報に関して行いたい質問を指定することができます。

� 連絡先
� ロケーション
� コメント

どんな質問を行っても構いません。応答は「各クライアントの詳細」ノートブックの「詳細」ページに保管されます。
詳しくは、45ページの『「各クライアントの詳細」ノートブック』 を参照してください。応答については、表示して
見たり、変更を加えたりすることができ、任意選択になりますが、クライアントのリスト内に表示される値として使用
することもできます。ユーザ・プロンプトをまったく指定しなかった場合は、走査処理はエンド・ユーザによる入力を
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伴うことなく完了し、「各クライアントの詳細」ノートブック内の値はブランクのままとなります。必要なら、後で
「各クライアントの詳細」ノートブックに情報を手作業で入力することができます。

さらに、エンド・ユーザの応答に関してタイムアウト期間を指定することもできます。これは、各プロンプトごとに、
走査処理が応答を待つ時間を分数で指定するものです。入力が行われなければ、情報はブランクのままで、走査は完了
します。タイムアウトが指定されていない場合は、走査処理は際限なく入力を待ちます。

「デフォルト設定」ノートブック - 「スケジューラ」ページ

「デフォルト設定」ノートブックで、スケジューラを使用すると、LANClient Control Managerが加えられた変更の
処理を開始する曜日および時刻を設定することができます。

重要 :

� 「デフォルト設定」ノートブックのスケジューラは、「各クライアントの詳細」ノートブックのスケジューラで上
書きされます。詳しくは、58ページの『各クライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ』 を参照してくださ
い。

� 「デフォルト設定」ノートブックおよび「各クライアントの詳細」ノートブックのスケジューラについては、注意
して使用してください。たとえば、スケジューラを誤って 3 a.m.ではなく、3 p.m.に設定し、オペレーティン
グ・システムの強制シャットダウンまたは再始動オプションを指定した場合は、クライアント・ワークステーショ
ンは就業日の真っ昼間、即時に再始動してしまいます。また、夜間プロセス中にクライアント・ワークステーショ
ンの更新を行うように、スケジューラを設定した場合は、夜間処理を実行する可能性があるエンド・ユーザに対し
て、使用しているワークステーションが指定の時刻にシャットダウンすること、およびその時刻に実行中のエン
ド・ユーザ処理ジョブがあれば、それがいずれも終了することを、必ず警告しておく必要があります。

� デフォルトのスケジュール

– すぐに実行する

このボタンを選択した場合は、「設定/メインテナンス」ウィンドウで「実行」ボタンをクリックすると、ただ
ちに変更の処理が開始されます。

– 日時を設定する
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日時を設定すると、LANClient Control Managerは、選択された曜日の選択された時刻に無人で変更の処理
を行うことができます。

注: スケジューラを使用して、特定の曜日および時刻を指定した場合でも、「実行」ボタンをクリックし、
スケジュールによる予定の変更が行われるように、プログラムを稼働状態にしておく必要があることに
変わりはありません。「実行」ボタンのクリックによって、スケジュールによる予定の変更が「進行状
況とエラー」ウィンドウの処理待ち行列に入り、特定の曜日の特定の時刻になると、スケジュールによ
る予定の変更が処理されます。

� 日時

曜日および時刻のフィールドが使用できるのは、「日時を設定する」ラジオ・ボタンをチェックした場合だけで
す。曜日および時刻のフィールドの選択は、以下の値を使用して行います。

– 曜日

- 24時間以内に実行する

「実行」ボタンのクリックによって、スケジュールによる予定のジョブが処理待ち行列に入った後で、指
定の時刻になると、ただちに処理が行われます。

- 曜日を選択する

変更を処理したい曜日を選択します。「実行」ボタンのクリックによって、スケジュールによる予定のジ
ョブが処理待ち行列に入った後で、指定された曜日の指定された時刻になると、ただちに処理が行われま
す。

– 時間

- 12時間制では、12時間形式 (a.m.と p.m.)を使用する時計が表示されます。
- 24時間制では、24時間形式を使用する時計が表示されます。
- 時では、上下の矢印を使用して時間を選択します。
- 分では、上下の矢印を使用して分を選択します。

– 時計の文字盤

時計の文字盤で、次のようにして時刻を設定することができます。

- マウスの左ボタンを使用して「分」を設定する。
- マウスの右ボタンを使用して「時」を設定する。
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「各クライアントの詳細」ノートブック

各クライアントについての情報は、「各クライアントの詳細」ノートブックで管理します。このノートブックが表示さ
れるのは、既存のクライアントの構成の詳細を編集したり、走査処理を使用しないで新規クライアントを作成したりす
る場合です。

既存のクライアントに関するノートブックにアクセスする場合 :

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのリストの 1 つでクライアント (複数のクライアントの場合もある) を選択し
ます。

2. メニュー・バーの クライアント を選択します。

3. リストから 構成 を選択します。

注: 単一のクライアントを選択すると、変更を加えることができるのはそのクライアントだけになります。複数のク
ライアントを選択すれば、選択したクライアントのすべてに変更を加えることができます。複数のクライアント
を対象として変更を加える場合は、編集で使用できないフィールドがあります。編集で使用できないフィールド
は、グレー化によって消されています。

新しい「各クライアントの詳細」ノートブックを作成する場合 :

1. メニュー・バーの クライアント を選択します。

2. リストから 新規作成 を選択します。

「各クライアントの詳細」ノートブックには、以下のようなページが含まれています。

� 詳細

このページには、名前、アドレス、およびシリアル番号など、クライアントに関する重要な詳細が入ります。

� ハードウェア

このページに入るのは、クライアントのハードウェアに関する情報です。

� ソフトウェア

このページには、ソフトウェア・プロファイルへのクライアントの割り当ての詳細が入ります。

� メインテナンス

このページには、BIOS、CMOS、および管理者パスワードの更新など、クライアントに関するさまざまな保守手
順に関する情報を入力することができます。

� パラメータ

クライアントに関するハイブリッド・リモート・ブート・イメージ内で情報の個別設定を行う場合に、このページ
を使用します。

� スケジューラ

このページでは、クライアントに関して、スケジュールによる予定の変更が行われる時期を制御することができま
す。
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各クライアントの詳細 -「詳細」ページ

「各クライアントの詳細」ノートブックの「詳細」ページには、クライアントを識別する情報が入ります。

� 名前

クライアントが走査プロセスで自動的に作成される場合は、名前は LANClient Control Managerによって生成さ
れます。クライアントを手作業で作成する場合は、ここに名前を入力する必要があります。この名前は固有である
ことが必要であり、複数のクライアントの構成時に変更することはできません。

� アドレス

クライアント・ワークステーションにインストールされたネットワーク・アダプタの一元管理アドレス (UAA)
で、12桁の 16進数です。このアドレスは、ネットワーク・アダプタのメーカによって設定されています。メーカ
によっては、このアドレスをメディア・アクセス制御 (MAC) アドレス、またはネットワーク・インターフェー
ス・カード (NIC) と呼んでいる場合もあります。

詳しくは、47ページの『クライアントのアドレス』 を参照してください。

� シリアル No.

クライアントのシリアル番号であり、走査プロセス中に収集されるか、クライアントを作成する場合であれば、手
作業で入力されます。

� 管理されているクライアント

このフィールドでは、クライアントの制御を行うのがこの LANClient Control Managerプログラムであるか、別
のプログラムであるかを示します。「管理されていないクライアント」チェックボックスに印を付けた場合は、ク
ライアントは別のプログラムで制御され、この LANClient Control Managerプログラムが当該クライアントに対
して実行できる操作は、走査操作だけであることを示します。制御プログラムは、別のサーバで稼働している
LANClient Control Manager でもよいし、あるいは他のリモート管理プログラムでも構いません。

� クライアントステータス

46 LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

このフィールドでは、このクライアントの場合に、RPLまたは DHCPが使用可能かどうかを示します。「クライ
アントディセーブル」ボックスにマークが付けられている場合は、クライアントは RPLまたは DHCPによって
開始することができないことを示します。

� マシンタイプ

このフィールドでは、クライアント・ワークステーションのタイプおよび型式番号が示されます。この情報は、走
査処理中に収集されます。

� 連絡先/ロケーション/コメント

この情報は、一般的には、「デフォルト設定」ノートブックの「走査」ページに質問が示された場合に、走査プロ
セス中に、エンド・ユーザまたはインストール担当者が入力します。詳しくは、42ページの『「デフォルト設定」
ノートブック - 「走査」ページ』 を参照してください。以上のフィールドについては、必要に応じて、変更また
は更新を行うことができます。

クライアントのアドレス: クライアントのアドレスは、通常、走査処理中に収集されます。走査処理を使用しな
いで、クライアントを作成する場合は、クライアントからネットワーク・アドレスを入手して、それをこのフィールド
に入力する必要があります。

クライアントのアドレスは、クライアントのネットワーク・アダプタに永続的に割り当てられているネットワーク・ア
ドレス (MAC アドレス、UAA、または NIC アドレス) に一致する 必要があります。このフィールドは変更できます
が、変更を加えるのは、以下の条件が該当する場合だけに限ります。

� 走査処理を使用しないで、新規クライアントを作成している。
� 既存のクライアント用のネットワーク・アダプタが何らかの理由で (たとえば、障害を起こす場合に) 変更され
た。

クライアントのネットワーク・アドレスを知りたい場合は、クライアントをオンにし、ネットワークからの始動を試み
させます。そうすれば、アドレスが他の情報と共に画面に表示されます。形式は、ネットワーク・アダプタのタイプに
よって異なります。例については、下記を参照してください。

� 『IBM トークンリング・アダプタのネットワーク・アドレス (RPL)』
� 48ページの『IBM イーサネット・アダプタのネットワーク・アドレス (RPL)』

また、ネットワーク・アダプタによっては、アダプタに付いているラベルにアドレスが印刷されている場合もありま
す。さらに、ネットワーク・サブシステムがワークステーションのシステム・ボードに内蔵されている場合は、装置構
成ユーティリティ・プログラムを用いて、ネットワーク・アドレスにアクセスできることもあります。

IBM トークンリング・アダプタのネットワーク・アドレス (RPL): クライアントがネットワークからの始動を試みる
と、クライアントの画面に RPLプロセスに関する情報が表示されます。IBM トークンリング・アダプタの場合の代表
的な RPL画面の例を下に挙げてあります。接頭部 AAの後に続いているのが、ネットワーク・アダプタ・アドレスで
す。この例では、 0004AC8140D7がアダプタ・アドレスです。

 ET–ðð:ðð:22

 ID–166

 BU–ðððð

 AA–ððð4AC814ðD7

AL–ðð ðBðð P322AB

 BL–C41876M

 MM–DAðð 11

 SR–DCðð 16

OP–ðððð ð4 S

 RQ–ððð8
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IBM イーサネット・アダプタのネットワーク・アドレス (RPL): クライアントがネットワークからの始動を試みる
と、クライアントの画面に RPLプロセスに関する情報が表示されます。IBM イーサネット・アダプタの場合の代表的
な RPL 画面の例を下に挙げてあります。接頭部 RPL-ROM-ADR の後に続いているのが、ネットワーク・アダプタ・
アドレスです。この例では、1000 5ABA AE2Dがネットワーク・アダプタ・アドレスです。

RPL Protocol ROM v1.ð3 (93ð311)

IBM LAN Adapter for Ethernet MLID v1.2ð (93ð311)

(C) IBM, NSC, 1993. All Rights Reserved.

RPL–ROM–ADR: 1ððð 5ABA AE2D

 RPL–ROM–IRQ: 5

 RPL–ROM–PIO: ð28ð

 RPL–ROM–FFC: 1ð

IBM イーサネット・アダプタのネットワーク・アドレス (DHCP): クライアントがネットワークからの始動を試みる
と、クライアントの画面に RPLプロセスに関する情報が表示されます。IBM 100/10イーサネット・アダプタの場合
の、代表的な DHCPクライアントの画面の例が、下に挙げてあります。ネットワーク・アダプタ・アドレスは 00 60
94 A5 BB BB です。

Intel LANDesk (R) Service Agent, version ð.99b

Copyright (c) 1997 Intel Corporation, All rights reserved.

DHCP MAC ADDR: ðð 6ð 94 A5 BB BB

IP ADDR: 9.18ð.64.36

 TFTP....
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各クライアントの詳細 - 「ハードウェア」ページ

「各クライアントの詳細」ノートブックの「ハードウェア」ページには、各クライアントのインストール済みハードウ
ェアに関する詳細が入ります。LANClient Control Managerでは、この情報を使用して、特定のソフトウェア・プロ
ファイルの場合について、新規クライアントのハードウェア要件への適合を確保します。クライアントのハードウェア
の詳細は、通常、走査処理中に収集されますが、このページを使用して、入力したり変更したりすることもできます。

� ネットワークアダプタ

アダプタ・タイプは、ドロップダウン・リストから選択します。クライアントで使用しているアダプタがリストに
表示されていない場合は、未設定 を選択します。

� ビデオチップセット

クライアントにインストールされているビデオ・チップ・セットを、ドロップダウン・リストから選択します。ク
ライアントで使用しているビデオ・サブシステムがリストに表示されていない場合は、未設定 を選択します。

� メモリサイズ (MB)

このフィールドには、インストールされているランダム・アクセス・メモリ (RAM) の量が表示されます。指定さ
れている量の単位は、1 048 576バイトです。

� ハードディスクサイズ (MB)

このフィールドには、ハード・ディスクの容量が表示されます。指定される量の単位は、 1 000 000バイトです。

� Wake on LAN のための IP ブロードキャストアドレス

このフィールドには、ウェイクアップ・アドレスが自動的に構成されていないクライアントにウェイクアップ命令
を送信する場合に使用される、IP アドレスが示されます。クライアント → 新規作成 メニュー項目から作成され
た RPL および DHCP クライアント、および ツール → 起動クライアント メニュー項目によってウェイクアップ
されたマシンの場合は、ウェイクアップ・アドレスは自動的に構成されていません。DHCPクライアントが、走
査プロセスによって作成されたか、または走査処理によって作成されたオリジナル DHCPクライアントの クライ
アント → コピー メニュー項目から作成された場合は、ウェイクアップ・アドレスは自動的に構成されることにな
ります。
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「デフォルト設定 - 全般」画面で使用できる、Wake on LANに関するデフォルトの IP ブロードキャストアドレ
スは、この IP ブロードキャストアドレスによって上書きされます。ウェイクアップ・アドレスについては、ウェ
イクアップ命令が、クライアントが接続されている LAN 上で、MAC レベルのブロードキャストパケットとして
送信されるように、構成する必要があります。ウェイクアップ命令の送信は、サーバではなく、コンソールで行わ
れるので、リモート・コンソールを使用している場合は、特にこの構成が重要になります。

ネットワークにサブネットが使用されていないか、またはクライアントのすべてが、コンソールと同じサブネット
に組み込まれている LAN 上にある場合は、IP ブロードキャストアドレス 255.255.255.255 (デフォルト) を使用
することができます。

ネットワークにサブネットが使用され、しかもコンソールと同じサブネットの一部を形成している LAN 上にクラ
イアントがない場合は、このフィールドは、サブネット指向ブロードキャストアドレスとして構成する必要があり
ます。そうすれば、ウェイクアップ命令は、クライアントの場合に正しい LAN に経路指定されます。

サブネット指定同報通信アドレスの作成: クライアント用のサブネット指定同報通信アドレスを作成するには、次の
手順で行います。

1. NTの電卓プログラムをオープンし、関数電卓を組み込むようにそれを変更します。

2. 電卓にサブネットマスク値を入力し、AND をクリックします。

3. クライアント IP アドレスを入力し、= をクリックします。これでサブネット値が得られます。

4. 電卓の値をクリアしてから、サブネット・マスク値を再び入力します。XOR をクリックします。

5. 値 255を入力し、= をクリックします。これでホスト値が得られます。

6. 電卓の値をクリアします。サブネット値を入力し、ORをクリックします。

7. ホスト値を入力し、= をクリックします。この最終結果が、特定のクライアント用のサブネット指定同報通信アド
レスです。

複数のクライアントの編集: 複数のグループのクライアントを編集の対象として選択し、しかもこのフィールドに示
されているクライアントの IP アドレスが異なっている場合は、フィールドの表示は [**].[**].[**].[**] のようになり
ます。このフィールドを有効な IP アドレスで上書きすると、選択されたグループ内のクライアントすべてに、新しい
値の使用が強制されます。間違いを犯した場合は、OK をクリックする前であれば、単一の左大括弧文字 (" [ ") を入
力して、グループ内の各クライアントを元の IP アドレスにリセットします。

各クライアントの詳細 - ソフトウェア・ページ

「各クライアントの詳細」ノートブックの「ソフトウェア」ページを使用して、ソフトウェア・プロファイルへのクラ
イアントの割り当ての詳細をセットアップします。このページの内容は、「クライアント用のプロファイル」フィール
ドで選択されたリモート・ブート・プロファイル・タイプに応じて異なります。
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クライアント用のハイブリッド・リモート・ブート・プロファイル

「クライアント用のプロファイル」フィールドのドロップダウン・リストからハイブリッド・プロファイルを選択する
場合、以下のフィールドが用意されています。

� 割当てられたプロファイル

クライアント・ワークステーション用の該当するソフトウェア・プロファイルを選択します。作成済みのソフトウ
ェア・プロファイルがない場合は、デフォルトの「未割当て」が選択されます。

� 設定されたプロファイル名と日付

Radio Frequency Identification (RFID) チップセットを搭載したクライアント・ワークステーション用。LCCM 
は、ソフトウェア・プロファイル名と日付については RFID によって指定された EEPROMフィールドを読み取
ります。クライアントが走査され、検出されると、LCCM は、このフィールドにリストされるソフトウェア・プ
ロファイルを、それが LCCM インターフェースを介して手動で割り当てられ、処理されたかのように、処理しま
す。RFID についての詳細は、次の IBM ウェブサイトを参照してください。

http:/www.ibm.com/pc/us/desktop/assetid/

重要: ソフトウェア・プロファイル名と日付を使って RFID EEPROMをフラッシュするときは、プロファイル
名が大文字と小文字を区別することを忘れないでください。

� 個別処理ファイル

ハイブリッド・リモート・ブート・クライアント用の個別処理バッチ・ファイルは、ファイルを選択するための
参照 ボタンを使用して指定することができます。ファイルが選択されたら、ファイルを編集したい場合は 編集 ボ
タンをクリックします。個別処理バッチ・ファイルにより、イメージを、ソフトウェア・プロファイル・レベルで
はなく、個別のクライアント・レベルでカスタマイズすることができます。たとえば、エンド・ユーザーが音を使
用不可にしたい場合は、通常のソフトウェア・プロファイルを使用することができますが、そのエンド・ユーザー
についてのみ音を使用不可にするために該当するファイルを変更するには個別処理バッチ・ファイルを使用してく
ださい。

このオプションを使用するのは、87ページの『イメージ・バッチ・ファイルへのパラメータの引き渡し』で解説さ
れているパラメーターの渡しを使用することができない場合、または LANClient Control Managerインターフェ
ースが用意している以上のパラメーターを渡す必要がある場合のみにしてください。
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このフィールドは、複数のクライアントについては選択することができません。

� ハイブリッド・リモート・ブート・ステータス

「現行のステータス」および前回更新された「クライアント」フィールドは、通知専用です。これらのフィールド
にはデータを入力することはできません。

� イメージを再読み込みするクライアント

再読み込みチェックボックスをクリックすることにより、次回の始動時にハイブリッド・リモート・ブート・クラ
イアントにソフトウェアを再読み込みするよう強制することができます。これは、クライアント上のソフトウェア
が損傷した場合に、便利です。問題を診断して、損傷した個々のファイルを交換するのではなく、再読み込み ボ
ックスをチェックして、ユーザーにワークステーションを始動するよう依頼することにより、全体のイメージを再
読み込みすることができます。

クライアント用のハイブリッド NT リモート・ブート・プロファイル

「クライアント用のプロファイル」フィールドのドロップダウン・リストから「ハイブリッド NT」プロファイルを選
択する場合は、以下のフィールドが用意されています。

� 割当てられたプロファイル

クライアント・ワークステーション用の該当するソフトウェア・プロファイルを選択します。作成済みのソフトウ
ェア・プロファイルがない場合は、デフォルトの「未割当て」が選択されます。

� 設定されたプロファイル名と日付

Radio Frequency Identification (RFID) チップセットを搭載したクライアント・ワークステーション用。

� ハイブリッド・リモート・ブート・ステータス

「現行のステータス」および前回更新された「クライアント」フィールドは、通知専用です。これらのフィールド
にデータを入力することはできません。

� イメージを再読み込みするクライアント
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再読み込みチェックボックスをクリックすることにより、次回の始動時にハイブリッド・リモート・ブート・クラ
イアントにソフトウェアを再読み込みするよう強制することができます。これは、クライアント上のソフトウェア
が損傷した場合に、便利です。問題を診断して、損傷した個々のファイルを交換するのではなく、再読み込みボッ
クスをチェックして、ユーザーにワークステーションを始動するよう依頼することにより、全体のイメージを再読
み込みすることができます。

クライアント用の標準リモート・ブート・プロファイル: 「クライアント用のプロファイル」フィールド
のドロップダウン・リストから「標準リモート・ブート」を選択する場合は、以下のフィールドが用意されています。

� 割当てられたプロファイル

クライアント・ワークステーション用の該当するソフトウェア・プロファイルを選択します。作成済みのソフトウ
ェア・プロファイルがない場合は、デフォルトの「未割当て」が選択されます。

� 設定されたプロファイル名と日付

Radio Frequency Identification (RFID) チップセットを搭載したクライアント・ワークステーションの場合。

ソフトウェア・プロファイルがどのように作成されるかについての情報は、94ページの『ソフトウェア・プロファ
イルの作成』を参照してください。
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各クライアントの詳細 - 「メインテナンス」ページ

「各クライアントの詳細」ノートブックの「メインテナンス」ページでは、クライアントの保守および更新のための、
さまざまなアクションを指定することができます。

セットアップ ボックスと メインテナンス ボックスのどちらを選択した場合でも、クライアントの次回始動時には、ハ
イブリッド・リモート・ブート・ブートストラップまたはスタンダード・リモート・ブート・イメージのダウンロード
は行われないで、選択された手順が実行されます。「メインテナンス」ページで使用できるフィールドには、以下に挙
げるものがあります。

� BIOSレベル

現行 BIOSレベルは、走査処理で判別されます。BIOSが更新されている場合は、このフィールドには、クライア
ントに現在インストールされている BIOSレベルの名前が表示されます。「BIOSフラッシュ・ディスケット読み
取り」プロセス中に検出されたデフォルトのレベル名を変更した場合は、このフィールドに表示されている情報
は、クライアントの BIOSセットアップ画面で報告されているレベルとは一致しません。詳しくは、100ページの
『BIOS レベルのアップデート』 を参照してください。

� BIOSアップデート

次回の起動時にクライアントの BIOSレベルをアップデートするには、このボックス を選択します。このセクシ
ョンをカスタマイズする場合は、下記のフィールドを使用します。

– レベル

ドロップダウン・リストから BIOSのレベルを選択します。

– 言語

ドロップダウン・リストから BIOSの言語を選択します。

注: BIOSの言語を日本語にする場合は、「JP」を選択します。

� ファイルで CMOSをアップデート
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クライアントの CMOS設定値を更新する場合は、このボックスを選択します。ファイルの名前を入力するか、参
照 ボタンを選択して、ファイルを検索します。CMOSアップデート・ファイルのファイル拡張子は .CMSです。
CMOS設定値が更新されるのは、クライアントの次回処理時になります。詳しくは、101ページの『CMOS 設定
値イメージへのクライアントの割り当て』 を参照してください。

� BIOS管理者パスワード

クライアントの BIOS管理者パスワードを設定または変更する場合は、このボックスを選択します。新規パスワー
ドの入力、または現行パスワードの削除を行うことができます。パスワードが更新されるのは、クライアントの次
回処理時になります。詳しくは、105ページの『サービス用 BIOS 管理パスワードの変更』 を参照してくださ
い。

� メインテナンス

メインテナンス・バッチ・ファイルを実行する場合は、このボックスを選択します。

メインテナンス・バッチ・ファイルは、クライアントの次回始動時に、クライアントに対して 1 回限りのアクショ
ンを実行する場合に使用するバッチ・ファイルです。このメインテナンス・ファイルでは、通常、部分イメージの
ダウンロードまたはアップグレードが実行されます。たとえば、ワード・プロセッサー・パッケージがアップグレ
ードされた場合は、必要な新しいファイルだけをコピーするための、小さいメインテナンス・ファイルを作成しま
す。そうすれば、全イメージのダウンロードを実行しなくても済みます。

実行したいメインテナンス・バッチ・ファイルを選択し、「メインテナンス」チェックボックスに印を付けた場合
は、クライアントの次回始動時に、ハイブリッド・リモート・ブート・ブートストラップまたはスタンダード・リ
モート・ブート・イメージのダウンロードは行われないで、メインテナンス・ブートストラップがクライアントに
ロードされ、指定されたバッチ・ファイルが実行されます。バッチ・ファイルが完了すると、クライアントが再始
動し、通常の操作が続行されます。このプロセスを使用すると、イメージ全体を再ロードしなくても、クライアン
ト上の単一のアプリケーションだけを更新することができます。使用したいメインテナンス・バッチ・ファイルの
名前を入力することも、「参照」ボタンを使用してファイルを検索することもできます。メインテナンス・バッ
チ・ファイルには、ファイル拡張子 .MNSを付ける必要があります。
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各クライアントの詳細 - 「パラメータ」ページ

「パラメータ」ページを使用するのは、ハイブリッド・リモート・ブート・イメージの個別設定を行って、個別クライ
アントに関する情報が入るようにする場合です。このページで指定する値は、ハイブリッド・リモート・ブート・イメ
ージ・バッチ・ファイルに渡されます。このページで指定されるパラメータ値は、このプロファイルを使用する各クラ
イアントにそれぞれ 固有 です。

このページでパラメータ 値 を指定する前に、まず「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックの「クライアン
ト・パラメータ」ページ内の対応するパラメータ 名 を指定して、クライアントをそのプロファイルに割り当てる必要
があります。割り当ての処理は、このページの値を全部記入し終えてから行う必要があります。

詳しくは、87ページの『イメージ・バッチ・ファイルへのパラメータの引き渡し』 および 70ページの『ソフトウェ
ア・プロファイル詳細 - 「クライアント・パラメータ」ページ』 を参照してください。

このページでは、以下のフィールドが使用できます。

� パラメータ名

パラメータ名 (COMPNAME、IPADDR、HOSTNAMEなど) は、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノート
ブックの「クライアント・パラメータ」ページから転記されます。詳しくは、70ページの『ソフトウェア・プロフ
ァイル詳細 - 「クライアント・パラメータ」ページ』 を参照してください。「各クライアントの詳細」ノートブ
ックのパラメータ名を編集することはできません。

� 値

値のフィールドでは、最大 24文字を使用して、対応するパラメータ名に対して値を定義することができます。こ
れらの 値 は、ファイナル・イメージバッチ・ファイル (.LCI ファイル)、保守バッチ・ファイル (.MNSファイ
ル)、またはカスタマイズ・バッチ・ファイル (.BAT) に組み込まれているパラメータ要求に対する自動応答とし
て、それらのファイルに渡されます。

� 説明
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「説明」ボタンを押すと、「プロファイル・クライアント・パラメータ」ページの対応する「パラメータ説明」ボ
ックスに入力されているパラメータ記述が、テキスト枠に表示されます。この情報は、「各クライアントの詳細」
ウィンドウ内で編集することはできません。

前掲の図を例として使用すると、バッチ・ファイルに次のような行がある場合、

DEDITD /R /Nð c:¥lancli¥LANCLI.reg dummy_IPAddr %IPADDR%

戻される値は次のようになります。

9.18ð.64.2ð

DEDITD の使用に関する追加情報については、164ページの『DEDITD』 を参照してください。

重要 : 新規ソフトウェア・プロファイルにクライアントを再割り当てする場合は、注意が必要です。このページによる
パラメータ値は、クライアントが新規ソフトウェア・プロファイルで使用する .LCI ファイル、.MNSファイル、また
は .BAT ファイルのいずれから要求されているものとも一致する必要があります。
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各クライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ

「スケジューラ」ページでは、選択されたクライアントに加えられた変更の処理を、LANClient Control Managerが
開始する日時を指定することができます。(変更の処理について詳しくは、36ページの
『LANClient Control Manager 内の変更の処理』 を参照してください。)このページでは、クライアントに対する変
更が実行される曜日と時刻を指定します。スケジュールによる予定の変更が「進行状況とエラー」ウィンドウの実行す
るアクションのリストに表示されるのは、「実行」ボタンを押した後になります。スケジュールによる予定のジョブを
開始する場合は、「実行」ボタンを選択する必要があります。

ハイブリッド・リモート・ブート・ダウンロードなど、1 回限りの事象、またはハード・ディスクのバックアップな
ど、反復事象のスケジュールは、毎日または毎週を基準として行うことができます。

重要 : 「デフォルト設定」ノートブックおよび「各クライアントの詳細」ノートブックのスケジューラについては、
注意して使用しください。たとえば、スケジューラを誤って 3 a.m.ではなく、3 p.m.に設定し、オペレーティング・
システムの強制シャットダウンまたは再始動オプションを指定した場合は、クライアント・ワークステーションは就業
日の真っ昼間に再始動してしまいます。また、夜間プロセス中にクライアント・ワークステーションの更新を行うよう
に、スケジューラを設定した場合は、夜間処理ジョブを実行する可能性があるエンド・ユーザに対して、使用している
ワークステーションが指定の時刻にシャットダウンすること、およびその時刻に実行中のエンド・ユーザ処理ジョブが
あれば、それがいずれも終了することを、必ず警告しておく必要があります。

� 複数のクライアントの選択

複数のクライアントが選択されている場合を除いて、このボックスは使用不可で、ぼかし表示されています。複数
のクライアントが選択され、しかもこのボックスがチェックされているときは、選択されたクライアントのすべて
に対して、このスケジュールが使用されます。

� 使用スケジューラ

「使用スケジューラ」には、次の 3 つのオプションがあります。

– デフォルト・スケジューラ

このオプションを選択した場合は、このページの機能はすべて使用不可になり、「デフォルト設定」ノートブ
ックのスケジューラが使用されます。
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– クライアント・スケジューラ (1 回のみ)

このオプションが選択される場合、このページのスケジュール情報は次回のクライアント処理にのみ使用さ
れ、その後クライアントはデフォルト設定ノートブックのスケジューラの使用に戻ります。

– クライアント・スケジューラ (常時)

このオプションを選択した場合は、このページのスケジュール情報が保存され、以後のプロセスのすべてで使
用されます。

� シャットダウン処理

LANClient Control Manager では、NetFinity Manager ソフトウェアを使用して、変更の処理前に、ワークステ
ーションのシャットダウンおよび再始動をリモートで行います。NetFinityの電源遮断機能は、現時点ではクライ
アント・ワークステーションで Windows 95が稼働している場合に限定されます。以下の要件が満たされてから
でないと、強制シャットダウンは正しく機能しません。

– LANClient Control Manager がインストールされているワークステーションまたはサーバに、NetFinity
Manager (バージョン 5.0以上) がインストールされている必要があります。

– シャットダウンまたは再始動したいそれぞれのクライアント・ワークステーションごとに、NetFinity
Services (バージョン 4.00.2以上) または NetFinity Manager (バージョン 5.0以上) がインストールされてい
る必要があります。

– NetFinity Manager にクライアントに関する情報が与えられている必要があります。NetFinity Manager に対
象となるクライアントすべてに関する情報を確実に与えるには、以下の手順を実行する必要があります。

1. 管理者コンソールから NetFinity Managerを開始する。

2. NetFinity Manager のメイン・ウィンドウで、「リモートシステムマネージャ」を選択する。

3. 新しいグループをオープンして、それに名前を付与する (たとえば、"All_Clients")。

4. NetFinity Manager の「システム」プルダウン・メニューで、「システムの検索」を選択する。クライア
ントが検出されると、グループ・ウィンドウに表示されます。

「クライアントの再始動」について詳しくは、40ページの『「デフォルト設定」ノートブック - 「処理」ペー
ジ』 を参照してください。

強制シャットダウン・オプションには、次の 3 つがあります。

– シャットダウンをしない

スケジュールによる予定の処理時刻になっても、クライアント・ワークステーションがまだ稼働している場合
は、ワークステーションのシャットダウンおよび再始動は行われません。リモート・ブート・ダウンロードが
有効になるのは、エンド・ユーザがクライアント・ワークステーションを次回再始動したときです。

– OSを再起動

このオプションを選択する場合は注意が必要です。スケジュールによる予定の時刻になったとき、クライアン
ト・ワークステーションがオンになっている場合は、ワークステーションは、たとえジョブの処理中であって
も、NetFinityによって再始動が行われます。したがって、処理中のジョブはいずれも終了し、未保管データ
はいずれも失われてしまいます。

– 電源を切る

「デフォルト設定」ノートブックの「処理」ページで、Wake on LAN機能を使用可能にする必要がありま
す。「電源を切る」オプションをチェックした場合は、クライアント・ワークステーションは、NetFinityに
よって電源オフが行われた上で、Wake on LAN機能によって電源オンが行われて、クリーン始動を実行しま
す。
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「使用スケジューラ」セクションで「クライアントスケジューラ (1 回のみ)」と「クライアントスケジューラ (常時)」
のどちらを選択した場合も、以下のオプションが選択できます。

� クライアントスケジュール

– すぐに実行する

このボタンを選択した場合は、「設定/メインテナンス」ウィンドウで「実行」ボタンをクリックすると、ただ
ちに変更が処理されます。

– 日時を設定する

日時を設定すると、LANClient Control Managerは、選択された曜日の選択された時刻に、無人で変更の処
理を行うことができます。

注: スケジューラを使用して、特定の曜日および時刻を指定した場合でも、「実行」ボタンをクリックし、
スケジュールによる予定の変更が行われるように、プログラムを稼働状態にしておく必要があることに
変わりはありません。「実行」ボタンのクリックによって、スケジュールによる予定の変更が「進行状
況とエラー」ウィンドウの処理待ち行列に入り、特定の曜日の特定の時刻になると、スケジュールによ
る予定の変更が処理されます。

– 毎日/毎週の繰返し処理

「毎日/毎週の繰返し処理」を選択すると、反復事象が毎日または毎週行われるようにスケジュールすることが
できます。「クライアントスケジュール」セクションの「毎日/毎週の繰返し処理」ボタンが使用できるのは、
「使用スケジューラ」セクションで「クライアントスケジューラ (常時)」ボタンを選択した場合だけです。
「毎日/毎週の繰返し処理」を選択すると、「スケジュールの曜日」セクションの選択項目が「24時間以内に
実行する」および「曜日を選択」から「毎日繰返し」および「毎週繰返し」に変わります。

注: スケジューラを使用して、特定の曜日および時刻を指定した場合でも、「実行」ボタンをクリックし、
スケジュールによる予定の事象が行われるように、プログラムを稼働状態にしておく必要があることに
変わりはありません。「実行」ボタンのクリックによって、反復事象が「進行状況とエラー」ウィンド
ウの処理待ち行列に入り、特定の曜日の特定の時刻になると、反復事象が行われます。

– 日時を設定する

曜日および時刻のフィールドが使用できるのは、「日時を設定する」または「毎日/毎週の繰返し処理」ボタン
を選択した場合だけです。これらのフィールドの選択は、以下の値を使用して行います。

� スケジュールの曜日

– 24時間以内に実行する

実行 ボタンのクリックによって、スケジュールによる予定のジョブが処理待ち行列に入った後で、指定の時
刻になると、ただちに処理が行われます。

– 曜日を選択

変更を処理したい曜日を選択します。処理は、実行 ボタンをクリックすることによりスケジュールによる予
定のジョブが処理待ち行列に入れられた後、指定された曜日の指定された時刻になるとただちに行われます。

「毎日/毎週の繰返し処理」ボタンを選択すると、フィールドは毎週繰り返される事象に変わります。これらのフィ
ールドの選択は、以下の値を使用して行います。

– 毎日繰返し

実行 ボタンのクリックによって、スケジュールによる予定のジョブが処理待ち行列に入った後で、指定の時
刻になると、ただちに処理が行われます。LCCM は、それ以後は毎日、割り当てられた時刻に割り当てられ
たタスクの処理を継続します。

– 毎週繰返し
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変更を処理したい曜日を選択します。処理は、実行 ボタンをクリックすることによりスケジュールによる予
定のジョブが処理待ち行列に入れられた後、指定された曜日の指定された時刻になるとただちに行われます。
LCCM は、それ以後は毎週、割り当てられた曜日の割り当てられた時刻に、割り当てられたタスクの処理を
継続します。

� スケジュールの時間

– 12時間制では、12時間形式 (a.m.と p.m.)を使用する時計が表示されます。
– 24時間制では、24時間形式を使用する時計が表示されます。
– 時では、上下の矢印を使用して時間を選択します。
– 分では、上下の矢印を使用して分を選択します。

� 時計の文字盤

時計の文字盤で、次のようにして時刻を設定することができます。

– マウスの左ボタンを使用して「分」を設定する。
– マウスの右ボタンを使用して「時」を設定する。
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「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブック

それぞれのソフトウェア・プロファイルに関する情報の管理は、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックで
行われます。このノートブックが表示されるのは、既存のソフトウェア・プロファイルの構成の詳細を編集したり、新
規ソフトウェア・プロファイルを作成したりする場合です。

ソフトウェア・プロファイルの作成、表示、または編集など、ソフトウェア・プロファイルの管理について詳しくは、
94ページの『ソフトウェア・プロファイルの管理』 を参照してください。さらに、ソフトウェア・プロファイルに関
する全般的な説明については、17ページの『ソフトウェア・プロファイル』 を参照してください。

「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックにアクセスする場合は、次のいずれか 1 つを行います。

� 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内で既存のソフトウェア・プロファイルをダブルクリックする。

� 新規ソフトウェア・プロファイルを作成する。詳しくは、94ページの『ソフトウェア・プロファイルの作成』 を
参照してください。

� 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内で既存のソフトウェア・プロファイルを選択する。その上で、メニュー・バ
ーの「プロファイル → 構成」を選択します。

「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックには、以下のページがあります。

� 詳細

このページには、プロファイル名、プロファイル・タイプ、およびソフトウェアの記述が入ります。

� 最小ハードウェア

このページに入るのは、特定のソフトウェア・プロファイルで必要とされるハードウェアに関する情報です。

� ソフトウェア

このページには、クライアントにダウンロードされるイメージを識別するフィールドがあります。

� パラメータ

このページには、ソフトウェア・プロファイルに割り当てられたすべてのクライアントに共通のカスタム・パラメ
ータに関する情報が入ります。

� クライアント・パラメータ

このページには、ソフトウェア・プロファイルに割り当てられた個々のクライアントに固有のカスタム・パラメー
タに関する情報が入ります。
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ソフトウェア・プロファイル詳細 - 「詳細」ページ

「詳細」ページには、以下のフィールドがあります。

� プロファイル名

各ソフトウェア・プロファイルの名前は、それぞれ固有である必要があります。プロファイルには、その対象とな
るクライアントのグループ、またはプロファイルが実行することに決まっているジョブを識別する、記述名を付け
ます。

� ハイブリッド

このボタンを選択するのは、プロファイルがハイブリッド・リモート・ブート・プロセスを使用して、Windows
95イメージと DOS/Windowsイメージのどちらかをクライアントのハード・ディスクにダウンロードする場合で
す。

� スタンダード

このボタンを選択するのは、プロファイルがスタンダード・リモート・ブート・イメージをクライアントのメモリ
にダウンロードする場合です。

� ハイブリッド - NT

このボタンを選択するのは、プロファイルを使用して、Windows NT Server配布用ディレクトリ (Windows NT
Workstation CD から I386 ディレクトリがコピーされた、サーバ上の区域) の使用による、クライアントのハー
ド・ディスクへの Windows NT Workstationの無人インストールを実行する場合です。

� 説明

このスペースは、ソフトウェア・プロファイルの記述を作成する場合に使用します。たとえば、スタンダード・リ
モート・ブート・イメージの場合であれば、イメージの内容を記述することができるし、ハイブリッド・リモー
ト・ブート・イメージの場合であれば、さまざまなバッチ・ファイルで行うことを記述することができます。
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ソフトウェア・プロファイル詳細 - 「最小ハードウェア」ページ

「最小ハードウェア」ページには、以下のフィールドがあります。

� ネットワーク・アダプタ

表示されるリストからネットワーク・アダプタを選択します。下の図に例が示してあります。

使用しているアダプタがリストに載っていない場合、またはプロファイルに割り当てられているクライアントで使
用しているネットワーク・アダプタがさまざまな場合は、すべてのアダプタ を選択します。この設定では、どの
クライアントにもイメージをインストールすることができます。

� ビデオ・チップ・セット

表示されるリストからビデオ・チップ・セットを選択します。使用しているビデオ・チップ・セットがリストに載
っていない場合、またはプロファイルに割り当てられているクライアントで使用しているビデオ・チップ・セット
がさまざまな場合は、すべてのビデオ を選択します。この設定では、どのクライアントにもイメージをインスト
ールすることができます。

� メモリサイズ

このプロファイルの制御を受けるソフトウェアのダウンロードおよび使用に必要な RAM の最小の量を入力しま
す。値として 0 を入力した場合は、LANClient Control Managerは最小 RAM 容量を無視します。メモリの指定
は、1 048 576バイト単位で行います。

� ハード・ディスクサイズ

このプロファイルの制御を受けるソフトウェアのダウンロードおよび使用に必要なハード・ディスクの最小の量を
入力します。値として 0 を入力した場合は、LANClient Control Managerは最小ハード・ディスク容量を無視し
ます。ハード・ディスクのスペースの指定は、1 000 000バイト単位で行います。
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ソフトウェア・プロファイル詳細 - 「ソフトウェア」ページ

この画面の外観は、このノートブックの「詳細」ページで選択したリモート・ブート・プロセスのタイプに直接関係し
て決まります。詳しくは、63ページの『ソフトウェア・プロファイル詳細 - 「詳細」ページ』 を参照してください。

ハイブリッド・リモート・ブート詳細: 「詳細」ページで「ハイブリッド」ボタンを選択した場合は、プリ
ロード・イメージ・バッチ・ファイルおよびファイナル・イメージ・バッチ・ファイルのファイル名を指定することが
できます。

� プリロード・イメージ

– プリロード・イメージ

プリロード・イメージ・バッチ・ファイルのパスおよび名前を入力するか、参照 ボタンを使用してファイル
を見付けます。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルのファイル拡張子は .LCPです。

プリロード・イメージ・バッチ・ファイルでは、ファイナル・イメージをダウンロードする前に、クライアン
トで実行するアクションを指定します。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルは、通常、新規クライアン
ト・ワークステーションに対して FDISK を実行する場合に使用します。プリロード・イメージ・バッチ・フ
ァイルは、インストール先で独自に作成する必要があります。単一のプリロード・イメージ・バッチ・ファイ
ルを、複数のクライアントおよび複数のソフトウェア・プロファイルで使用することができます。

– プリロードを実行する

このボックスにチェック・マークを付けると、指定されたプリロード・イメージ・バッチ・ファイルがクライ
アントにダウンロードできます。指定されたプリロード・イメージ・バッチ・ファイルのダウンロードを使用
不可にする場合は、このボックスのチェック・マークを解除します。

� ファイナル・イメージ

ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルのパスおよび名前を入力するか、参照 ボタンを使用してファイルを見
付けます。ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルのファイル拡張子は .LCI です。ファイナル・イメージ・バ
ッチ・ファイルは、インストール先で独自に作成する必要があります。そうすれば、単一のファイナル・イメー
ジ・バッチ・ファイルを複数のクライアントで使用することができます。
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ハイブリッド NT リモート・ブートの詳細: ハイブリッド NT リモート・ブート・プロセスを使用するの
は、Windows NT Server からの Windows NT Workstation の無人インストールを実行する場合だけです。

このノートブックの「詳細」ページで「ハイブリッド-NT」ボタンを選択した場合は、以下の指定を行うことができま
す。

� プリロードイメージ

プリロード・イメージ・バッチ・ファイルの名前およびロケーションを入力するか、参照 ボタンを使用してファ
イルを見付けます。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルでは、ファイナル・イメージをダウンロードする前
に、クライアントで実行するアクションを指定します。ハイブリッド NT リモート・ブート操作の場合は、
Windows NT Workstation ファイルのダウンロードおよびインストールの前に、クライアント・ワークステーシ
ョンのハード・ディスクが自動的にフォーマットされます。したがって、プリロード・イメージ・バッチ・ファイ
ルを使用するのは、ドライブ C の自動フォーマットの前に、クライアント・ワークステーションのハード・ディ
スクのパーティション構成を変更したい場合 (たとえば、ハード・ディスクを 2 つの別々のパーティションに分割
したい場合) だけです。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルは、インストール先で特定の要件に見合うよう
に、独自に作成する必要があります。単一のプリロード・イメージ・バッチ・ファイルを、複数のソフトウェア・
プロファイルで使用することができます。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルのファイル拡張子は .LCPで
す。追加情報については、160ページの『プリロード・イメージ・バッチ・ファイル』 を参照してください。

� アンサーファイル

応答ファイルでは、デスクトップ上のウィンドウから直接無人インストールができるようにするために、Windows
NT Workstation のインストール・プロセスに渡される、一組の応答を作成することができます。サンプルの応答
ファイル (UNATTEND.TXT) がLANClient Control Managerと一緒に出荷されます。

� カスタムバッチファイル

カスタムバッチファイルは、インストール先で作成する必要があります。このファイルでは、プログラム
DEDITD.EXE (LANClient Control Manager と一緒に提供される) を実行します。DEDITD.EXE は、「ソフト
ウェア・プロファイル詳細」ノートブックの「パラメータ」ページ、および「各クライアントの詳細」ノートブッ
クの「パラメータ」ページの値で、応答ファイル内のパラメータを置き換えるテキスト置換ユーティリティです。

� 配布用ディレクトリ
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配布用ディレクトリは、I386ディレクトリおよびその内容を Windows NT Workstationインストール CD から
コピーした、サーバ上のディレクトリです。この共有ポイントを探す場合は、参照 ボタンを使用します。

重要 :

� 配布用ディレクトリの指定には、必ず次の全 UNC パスを使用する必要があります。

¥¥servername¥LANC$$¥sharepoint

ただし、LANC$$ は、¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE を指すように、LANClient Control Managerによって自
動的にマップされています。Sharepointディレクトリは、必ず CLNTFILE ディレクトリの下にある必要があり
ます。

� LANClient Control Manager をリモート・ワークステーションから実行する予定の場合、(66 ページの図で示され
る応答ファイルおよびカスタマイズ・バッチ・ファイルのパスで示されるように) 他のすべてのファイルおよびデ
ィレクトリを指定するために、全 UNC パスも使用する必要があります。
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スタンダード・リモート・ブート詳細: 「詳細」ページで「スタンダード」ボタンを選択した場合は、DOS
イメージ・ファイル名 (スタンダード・リモート・ブート・イメージ・ファイル名) を指定することができます。

スタンダード・リモート・ブート・イメージ・ファイルの名前を入力します。スタンダード・リモート・ブート・イメ
ージの作成について詳しくは、82ページの『スタンダード・リモート・ブート・イメージの作成』 を参照してくださ
い。
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ソフトウェア・プロファイル詳細 - 「パラメータ」ページ

このページでは、ハイブリッド・リモート・ブート・バッチ・ファイルに渡される、名前付きパラメータのグループを
指定します。このページで指定されるパラメータ値は、このプロファイルを使用する各クライアントごとに、それぞれ
共通 です。

注: 個々のクライアントごとに固有であることが必要なパラメータを使用する場合は、このノートブックの「クライ
アント・パラメータ」ページに入力する必要があります。詳しくは、70ページの『ソフトウェア・プロファイル
詳細 - 「クライアント・パラメータ」ページ』 を参照してください。

このページで使用できるフィールドには、以下に挙げるものがあります。

� パラメータ名

パラメータ名としては、最大 16文字を指定することができます。名前のフィールドは、ファイナル・イメージ・
バッチ・ファイル (.LCI ファイル) で使用されるパラメータ名に対応します。これらのバッチ・ファイルでは、パ
ラメータ名には接頭部および接尾部として、必ずパーセント (%) 符号が付きます。たとえば、下に図示した例の
場合は、最初のパラメータ名 COMPANY は、イメージ・バッチ・ファイル内には、%COMPANY%と書き込ま
れます。

� 値

パラメータ値としては、最大 24文字 (ただし、スペースの使用は許可されません) を指定することができます。対
応する名前のフィールドに指定されたパラメータ名に対応して、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルに渡さ
れる値です。上に図示した例では、%COMPANY%パラメータが指定されたファイナル・イメージ・バッチ・フ
ァイルに、"XYZ_International" が値として戻されます。

� 説明

「説明」ボタンを押すと、テキスト編集ボックスが現れるので、そこにパラメータ記述を入力することができま
す。この記述には、最大 127文字の長さを使用することができます。

上記のパラメータを使用するバッチ・ファイルの例については、157ページの第6章、『ファイル例』 を参照してくだ
さい。
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ソフトウェア・プロファイル詳細 - 「クライアント・パラメータ」ページ

このページでは、ハイブリッド・リモート・ブートファイナル・イメージ・バッチ・ファイルに渡される、名前付きパ
ラメータのグループを指定します。このページで指定されるパラメータは、このプロファイルを使用する各クライアン
トにそれぞれ 固有 です。

このページで使用できるフィールドには、以下に挙げるものがあります。

� パラメータ名

パラメータ名としては、最大 16文字を指定することができます。名前のフィールドは、ファイナル・イメージ・
バッチ・ファイル (.LCI ファイル) で使用されるパラメータ名に対応します。これらのバッチ・ファイルでは、パ
ラメータ名には接頭部および接尾部として、必ずパーセント (%) 符号が付きます。たとえば、下に図示した例の
場合は、最初のパラメータ名 (COMPNAME)は、イメージ・バッチ・ファイル内には、%COMPNAME%と書
き込まれます。このページで指定された名前は、「各クライアントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページ
に渡され、そこでは各個別クライアントごとに、固有の値を指定することができます。

� デフォルト値

ほとんどの場合は、デフォルトの値はブランクのままにしておいて構いません。「各クライアントの詳細」ノート
ブックの「パラメータ」ページで固有の値が定義されるからです。ただし、デフォルトのパラメータ値として、最
大 24 文字 (ただし、スペースの使用は許可されません) を指定することができます。デフォルトの値は「各クライ
アントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページに渡されます (そこでは、必要なら、その上書きが行われる
可能性があります)。クライアント・パラメータを要求するリモート・ブート・イメージ・バッチ・ファイルで
は、「各クライアントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページからの値を使用します。

上に図示した例の場合は、%NAME は予約値で、特殊な特性を備えています。%NAME は、「各クライアントの
詳細」ノートブックの「パラメータ」ページに渡されるという点では、このページで指定される他の値のいずれと
も同じですが、(「各クライアントの詳細」ノートブックの「詳細」ページの名前のフィールドから) クライアント
の固有名を自動的にピックアップし、パラメータ名 %COMPNAME%が入っている、どのバッチ・ファイルにも
それを渡すという点で、他の値とは異なっています。詳しくは、46ページの『各クライアントの詳細 -「詳細」ペ
ージ』 および 88ページの『パラメータ例外』 を参照してください。
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� 説明

「説明」ボタンを押すと、テキスト編集ボックスが現れるので、そこにパラメータ記述を入力することができま
す。この記述には、最大 127文字の長さを使用することができます。

追加ヘルプ

LANClient Control Manager の稼働中は、次のいずれか一方を行えば、画面上にヘルプを表示させることができま
す。

� F1 を押す。

� 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーで、ヘルプ を選択する。
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クライアントの追加

この節では、クライアント・ワークステーションが LANClient Control Managerで使用できるようにセットアップす
る方法について説明します。新規クライアント・ワークステーションを LANClient Control Managerのデータベース
に追加する方法についても説明します。

新規クライアント・ワークステーションのインストール

目的 : LANClient Control Managerで使用できる新規クライアント・ワークステーションをインストールします。

以下では、LANClient Control Managerで使用するための新規クライアント・ワークステーションをインストールする
ための手順の一般的なステップについて説明します。各ワークステーションに固有の説明については、ワークステーシ
ョンにそれぞれ付属している資料を参照する必要がある場合もあります。

新規クライアント・ワークステーションのインストールは、以下のようにして行います。

1. 各ワークステーションに、以下のいずれか 1 つが搭載されているかどうか検証します。

� 内蔵イーサネット・サブシステムまたはトークンリング・サブシステム
� リモートブート機能を内蔵したイーサネット・アダプタまたはトークンリング・アダプタ
� オプションのリモートブート ROM チップ (モジュール) 付きのイーサネット・アダプタまたはトークンリン
グ・アダプタ

注: ネットワーク・サブシステム (アダプタまたは内蔵制御機構) は、RPL環境と DHCP環境のいずれでも、リ
モート・ブート機能をサポートする必要があります。購入したネットワーク・アダプタがリモート・ブート
機能をサポートしない場合は、そのアダプタ用として、追加のリモートブート読み取り専用メモリ (ROM)
チップまたは電気的消去可能読み取り専用メモリ (EEPROM)チップを購入する必要があります。詳しく
は、アダプタのメーカに照会してください。

LCCM 2.0 では、DHCP 環境はイーサネットのみサポートします。

2. メーカの説明書に従って、ワークステーションをセットアップします。

3. ワークステーションおよびネットワーク・コンセントにネットワーク・ケーブルを接続します。

4. 各ネットワークごとに、それぞれをオンにし、装置構成ユーティリティ・プログラムに入ります。多くの IBM ワ
ークステーションでは、装置構成ユーティリティ・プログラムにアクセスするには、ワークステーションの始動中
に F1 キーを押す必要があります。

5. 装置構成ユーティリティ・プログラム内の関連設定値を、RPLまたは DHCPで使用可能にする必要があります。

a. Network Boot (または同等) オプションがある場合は、この設定値として RPL または DHCP (使用する環境
に応じて) を選択します。

注: イーサネット・サブシステムを内蔵している IBM ワークステーションによっては、装置構成ユーティリ
ティ・プログラムの中に イーサネットの設定 カテゴリがある場合があります。このカテゴリは、通常、
メインメニューにリストされている デバイスと I/O ポート カテゴリの下に入っています。イーサネッ
トの設定 カテゴリ内に、イーサネットの使用 オプションがあります。このオプションでは、必ず RPL
または DHCPを選択します。詳細については、IBM ワークステーションに付属している資料を参照し
てください。

オプションのネットワーク・アダプタを使用している場合は、アダプタの EEPROMを再フラッシュす
るか、RPLまたは DHCPで使用可能にするためのユーティリティ・プログラムを実行する必要がある
こともあります。詳細については、ネットワーク・アダプタに付属している資料を参照してください。

b. 次のいずれか一方を行います。
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� 「始動順序」メニューで、ネットワーク を最初の始動装置、ハードディスク 0 を 2 番目の始動装置とし
て選択する。

� ディスケットからコンピュータを開始できるようにしたい場合は、「始動順序」メニューで、ディスケッ
ト・ドライブ を最初の始動装置、ネットワーク を 2 番目の始動装置、ハードディスク 0 を 3 番目の始
動装置として選択する。

注: IBM ワークステーションによっては、ネットワークからの始動がすでにできるようになっている場合も
あります。詳細については、ワークステーションに付属している資料を参照してください。

また、IBM ワークステーションによっては、二重始動シーケンスを備えている場合もあります。最初の
シーケンスは、ワークステーションの 1 次始動シーケンスで、クライアント・ワークステーションが、
その電源スイッチから手作業で開始された場合に、始動装置を探す順序は、これによって決まります。2
番目のシーケンスは、自動電源オン始動シーケンスで、クライアント・ワークステーションが、Wake
on LAN 機能の使用によって、ネットワークを通して開始された場合に、始動装置を探す順序は、これ
によって決まります。自動電源オン始動シーケンスでは、ネットワーク が最初の始動装置としてリスト
され、ハードディスク 0 が 2 番目の始動装置としてリストされる必要があります。2 番目のシーケンス
の使用について詳しくは、105ページの『二重始動シーケンスの使用』 を参照してください。始動シー
ケンスの設定に関する詳細については、IBM ワークステーションに付属している資料を参照してくださ
い。

c. Wake on LAN 機能をサポートする各ワークステーションごとに、Wake on LAN を使用可能に設定します。

6. 加えた変更があればすべて保管して、装置構成ユーティリティ・プログラムを終了します。

7. 各クライアント・ワークステーションをそれぞれ再始動します。

8. 次のいずれか 1 つを行います。

� 走査操作用のウェイクアップ・データベースを作成する計画の場合は、ネットワーク・アドレスを記録して、
ネットワーク管理者に示す。ウェイクアップ・データベースの作成に関する追加情報については、78ページの
『ウェイクアップ・データベースの作成』 を参照してください。

� 新規クライアントを自動的に走査して、LANClient Control Managerのデータベースに入れる計画の場合
は、該当する値を「デフォルト設定」ノートブックで設定する。詳しくは、『走査に先立って行う特定のデフ
ォルトの設定』 を参照してください。「デフォルト設定」ノートブックで値がすでに設定してある場合は、
79ページの『走査機能の使用』 を参照してください。

� 「各クライアントの詳細」ノートブックを手作業で作成して、新規クライアントを LANClient Control
Managerのデータベースに追加する計画の場合は、81ページの『手作業による新規クライアントの追加』 を
参照してください。

走査に先立って行う特定のデフォルトの設定

目的 : LANClient Control Managerの特定のデフォルトを設定して、新しく走査されたクライアント・ワークステー
ションがそれぞれ該当する値に割り当てられるようにします。

この項では、LANClient Control Managerの走査機能に直接関係する事項について説明します。LANClient Control
Managerのデータベースにクライアントを手作業で追加する計画の場合は、この項には該当しません。「デフォルト設
定」ノートブック内のすべてのフィールドに関する詳細については、38ページの『「デフォルト設定」ノートブック』
を参照してください。

走査処理に特有のデフォルトの設定は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーの オプション を選択します。

2. LANClient Control Manager Defaults を選択します。

76 LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

3. 以下のフィールドに該当する情報を入力します。

� 「全般」ページ - BIOS管理パスワード
� 「全般」ページ - 共通接頭名
� 「走査」ページ - 全ての項目

BIOS管理者パスワードを変更する場合は、以下の各項を規則として念頭に置いてください。

� デフォルトの BIOS管理者パスワードが新規クライアント・ワークステーションに割り当てられるのは、走査処理
中だけです。クライアントの走査後に、デフォルトの BIOS管理者パスワードが設定または変更されても、パスワ
ードはそのクライアントには適用されません。

� デフォルトの BIOS管理者パスワードを変更しても、LANClient Control Managerのデータベースにすでに追加
されていたクライアントのパスワードが影響を受けることはありません。「各クライアントの詳細」ノートブック
では、すでに作成されていたクライアントに関して、BIOS管理者パスワードを変更することができます。詳しく
は、54ページの『各クライアントの詳細 - 「メインテナンス」ページ』 を参照してください。

� BIOS管理者パスワードのコードの基準は、キーの位置であって、入力された文字ではありません。したがって、
クライアントのいずれかが使用しているキーボードの言語またはレイアウトが、LANClient Control Managerと
の対話に使用しているキーボードのものと異なっている場合は、BIOS管理者パスワードは、クライアントのキー
ボードで入力された場合は、認識されない可能性があります。そこで、使用されているキーボードのすべてで同じ
位置にある文字だけを使用するように、必ず心掛けてください。フィールドがブランクのままになっている場合
は、パスワードは使用不可になります。

後は次のようにします。

� デフォルトの設定値を設定し終えたら、『データベースへのクライアント・ワークステーションの追加』 に進み
ます。

データベースへのクライアント・ワークステーションの追加

目的 : 以下の方式のいずれか 1 つを使用して、新規クライアント・ワークステーションを LANClient Control
Managerのデータベースに追加します。

� リモートでクライアント・ワークステーションをウェイクアップし、走査 機能を使用する、自動方式。詳細につ
いては、78ページの『ウェイクアップ・データベースの作成』 を参照してください。

� クライアントを手作業でオンにし、走査 機能を使用する、自動方式。詳細については、79ページの『走査機能の
使用』 を参照してください。

� 「各クライアントの詳細」ノートブックへの入力による、手動方式。詳細については、81ページの『手作業による
新規クライアントの追加』 を参照してください。
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ウェイクアップ・データベースの作成: 起動クライアント機能によって、新規クライアントを LCCM に入
れることができます。起動クライアント機能を使用すると、電源スイッチを操作せずに、電源コネクタと LAN コネク
タだけを使って、クライアント・ワークステーションをリモートでオンにすることができます。この機能によってクラ
イアントが開始されると、通常の LANClient Control Manager処理が行われ、クライアントに対してどんな種類のダ
ウンロード、診断、または保守機能でも実行することができます。

「クライアント・アドレス」を使用するのは、走査機能を使用しないで、MAC アドレスを LANClient Control
Managerプログラムに入力する場合です。「起動クライアント」画面からクライアントを開始することができます。有
効な MAC アドレスは、12文字の 16進数ストリングで、大文字小文字の区別がなく、スペース文字、コンマ、一重
引用符、二重引用符、スラッシュ、または逆スラッシュで区切られているものです。区切り文字は一致している必要は
ありません。

クライアント・アドレス: ソースを選択すると、検出されたクライアントがすべて「起動するクライアント」ボック
スに表示されます。以下にリストするソースのいずれかを選択します。

� キーボード。「キーボード」オプションを選択すると、テキスト・フィールドが使用可能になります。これは、こ
のダイアログに入ったときのデフォルトです。ストリングを入力し、その後 Enterキーを押すと、MAC アドレス
があるかどうかストリングが構文解析されます。ストリングには、モデル・タイプやシリアル番号など他の情報が
含まれていることがあり、その情報は無視されます。有効な MAC アドレスが検出されると、ウェイクアップする
クライアントのリストに追加されます。有効な MAC アドレスが検出されなかった場合に、エラーは発生しませ
ん。このため、キーボードをシミュレートするアプリケーションは、入力を停止せずにストリングの入力を継続で
きます。またテキスト・フィールドでは、他のほとんどのソースからの入力ができる標準の '貼り付け' 操作が可能
です。

� テキスト・ファイル。「テキスト・ファイル」が選択されると、「参照」ボタンが使用可能になります。ユーザ
は、ファイルのパス名を入力して Enterキーを押すか、「参照」を使用してファイルを選択できます。ファイルの
読み取りおよび構文解析が行われ、有効な MAC アドレスがあれば、「起動するクライアント」のリストに追加さ
れます。ファイルが選択され、その時点までに検出されたアドレスの数によって連続して更新されると、
「Addresses found」テキスト・フィールドはゼロにリセットされます。ファイルの読み取り中にエラーが発生し
た場合、または MAC アドレスが検出されなかった場合は、ユーザの確認を求める警告が出されます。複数のファ
イルを連続して選択することができ、MAC アドレスはリストに累積されます。

� 選択されているクライアント。「選択されているクライアント」を選択すると、「割当て済みクライアント」、
「未割当てクライアント」、および「クライアントデータベース検索」の各フィールドで現在選択されているクラ
イアントの MAC アドレスが、ウェイクアップするクライアントのリストに追加されます。後でクライアント (別
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の) をさらに選択し、「起動」ダイアログにフォーカスが戻ると、新しく選択したクライアントがリストに追加さ
れます。

� DDEリンクアプリケーション。「DDE リンクアプリケーション」が選択された場合は、「DDE リンクアプリケ
ーション」サブパネルが使用可能になり、フィールドには最後に使用された値が初期表示されています。インスト
ール時には、フィールドはブランクです。「OK」ボタンを押すと、「名前」、「トピック」、および「リンク項
目」の各フィールドの内容によって指定されたリンクがオープンされ、リンクされたデータが「リンクデータ」フ
ィールドに表示されます。リンクの指定が無効の場合、システム・エラー・メッセージがポップアップ表示されま
す。「DDE」 ラジオ・ボタンを選択解除するか、DDE リンクの指定を変更して再度「OK 」ボタンを押すまでは
リンクは継続し、リンクされたデータは有効な MAC アドレスがあるかどうか構文解析されます。

起動するクライアント: ウェイクアップされるアドレスのリストが、スクロール・リストとして表示されます。リス
トは継続的に更新され、アドレスが認識されるとリストの末尾に追加 (大文字で) されます。「クライアント数」フィ
ールドでは、現在リストに入っているクライアントの数を追跡します。「起動するクライアント」セクションには、そ
の他に以下のボタンがあります。

� 起動開始 / 起動中止。「起動開始」ボタンが押されると、ボタンは「起動中止」に変わります。 リストにあるク
ライアントには、5 秒ごとにマジック・パケットが出されます。この処理は、上記のいずれかの処理によるアドレ
スの追加、および走査処理と並行して実行できます。ボタンをもう一度押すと、ウェイクアップ処理は停止しま
す。

� 削除。リストから 1 つまたは複数のアドレスを選択して、「削除」ボタンを押せば、アドレスを削除できます。こ
れについては、ファイルまたは外部アプリケーションからのアドレスの読み取りと並行して行うこともできます。

DDE リンクアプリケーション: このセクションでは、データベース・プログラムを LCCM にリンクし、そのプログ
ラムの機能を使用して、クライアントを LCCM に読み込むことができます。「DDE リンクアプリケーション」セク
ションには、以下のフィールドがあります。

� 名前。リンクするアプリケーションの .EXEファイルの名前を入力します。たとえば、通常は表計算アプリケーシ
ョンとリンクするので、123W.EXEと入力します。リンクするアプリケーションは、Windowsの DDE 機能をサ
ポートしている必要があります。

� トピック。LANClient Control Managerの場合は、DDE トピックは表計算ファイル名 (例: LCCM.WRK) になり
ます。

� リンク項目。リンクする行と列の番号 (例: a1..c20)を入力します。OK をクリックして、アプリケーションをリ
ンクします。

� リンクデータ。「OK」をクリックすると、リンクされたデータがこのエリアに表示されます。

走査機能の使用: 開始前に以下のことを行っておきます。

� 追加したいクライアント・ワークステーションが正しくインストールされているかどうか確認します。詳細につい
ては、75ページの『新規クライアント・ワークステーションのインストール』 を参照してください。

重要 : 走査の対象となる新規クライアント・ワークステーションは、走査処理の前または最中にオンにする必要が
あります。クライアント・ワークステーションは、手作業でオンにしてもよいし、ウェイクアップ・データベース
を作成し、リモートでオンにすることもできます。新規クライアント・ワークステーションがオフになっている
と、走査機能でウェイクアップすることはできません。リモートでのクライアントのウェイクアップの詳細につい
ては、78ページの『ウェイクアップ・データベースの作成』 を参照してください。

� 希望する値が「デフォルト設定」ノートブックに設定されているかどうか確認します。詳細については、76ペー
ジの『走査に先立って行う特定のデフォルトの設定』 を参照してください。

� 新規クライアント・ワークステーションの走査時にユーザ・データを収集するようにデフォルトを (「デフォルト
設定」ノートブックの「走査」ページで) 設定した場合は、各クライアント・ワークステーションで質問に応答す
る人物を確保しておきます。
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走査処理の開始は、以下のようにして行います。

1. 管理者コンソールで、LANClient Control Managerを開始してから、「設定/メインテナンス」ウィンドウで 開始
ボタンをクリックして、走査処理を開始します。

以下のアクションが生じます。

a. ボタン上のテキストが 中止 に変わり、走査アイコンが動画になり走査が進行中であることを示します。

b. 前回の走査操作以降にネットワークに追加され、LANClient Control Managerのクライアント・データベー
スに詳細がまったく記録されていない、新規クライアントに関する詳細が、走査機能によって収集されます。
走査によって収集されるデータとしては、次のようなものがあります。

� ネットワーク・アドレス
� マシンタイプ
� シリアル番号
� インストールされているランダム・アクセス・メモリ (RAM) の量
� ハード・ディスク容量
� ビデオ・アダプタまたはビデオ・チップ・セット

c. 「デフォルト設定」ノートブックでクライアント・ワークステーションに関する質問を設定した場合は、クラ
イアント・ワークステーションの画面にプロンプトが表示されるので、エンド・ユーザによる応答が必要で
す。タイムアウト期間が設定されている場合は、割り振られた時間内にプロンプトに応答する必要があり、応
答がなされなかった場合は、エンド・ユーザによる入力を収集しないで、処理が続行されます。

d. 「デフォルト設定」ノートブックの「全般」ページにデフォルトの BIOS管理者パスワードが指定された場合
は、走査操作中に検出された新規クライアントのそれぞれに、そのパスワードが割り当てられます。

e. 新規クライアント・ワークステーションはそれぞれ、「設定/メインテナンス」ウィンドウの「未割当てクライ
アント」リストに入れられます。

注: 走査処理によってクライアントを見付けることができない場合は、107ページの『ネットワーク・アダプ
タのデバイス・ドライバのインストール』 を参照して、正しいデバイス・ドライバがインストールさ
れ、NETWORK.LSTが正しく構成されているかどうか確認します。

2. 走査処理を停止するには、中止 ボタンをクリックします。インストールが適正に行われていたクライアント・ワ
ークステーションはすべて、これで LANClient Control Managerのデータベースに追加されました。

注: オプションの走査方式として、走査処理を開始し、クライアント・ワークステーションまで出かけ、インストー
ルしてから、それぞれのワークステーションをオンにする方法があります。この場合は、エンド・ユーザの応答
を要求するために設定されたプロンプトに対しては、インストール担当者の立場にある本人が個人的に応答して
構いません。

エンド・ユーザ・プロンプトを使用する場合は、このオプションの方式が望ましいのは、クライアントのインス
トールを終了すると、ただちにプロンプトに応答することができ、現場への出張も一度で済むからです。プロン
プトを使用しない場合は、クライアントの電源プラグを差し込み、電源をオンにし、プログラムの管理者コンソ
ールに着手するだけです。手作業でクライアントの電源をオンにする代わりに、ウェイクアップ・データベース
を使用して、クライアントをリモートでウェイクアップすることもできます。詳しくは、78ページの『ウェイク
アップ・データベースの作成』 を参照してください。

「実行」ボタンは、走査処理が停止されるまでは、使用不可になっています。

後は次のようにします。

� ソフトウェア・プロファイルがすでに作成してある場合は、各クライアントごとにその 1 つを選択して割り当てま
す。詳しくは、96ページの『ソフトウェア・プロファイル へのクライアントの割り当て』 を参照してください。
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� 適切なソフトウェア・プロファイルが存在しない場合は、作成します。詳しくは、94ページの『ソフトウェア・プ
ロファイルの作成』 を参照してください。

手作業による新規クライアントの追加: 走査処理を使用して、ネットワーク全体を走査する代わりに、新規
クライアントの詳細を「各クライアントの詳細」ノートブックに直接入力することもできます。

開始に先立って、新規クライアント・ワークステーションのそれぞれについて次の情報を収集しておきます。

� ネットワーク・アドレス (詳細については、47ページの『クライアントのアドレス』 を参照)

� シリアル番号 (詳細については、クライアント・ワークステーションに付属の資料を参照)

新規クライアントの手作業による追加は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーの クライアント を選択します。

2. 新規作成 を選択します。

3. 「各クライアントの詳細」ノートブックがオープンしたら、関係のあるフィールドに情報を入力します。新規クラ
イアントを作成する場合は、最低限、次のクライアント情報を「詳細」ページに記録する必要があります。

� 固有のクライアント名
� 固有のネットワーク・アドレス

4. 該当する情報を入力し終えたら、OK を選択します。

5. 「設定/メインテナンス」ウィンドウの 実行 ボタンを選択します。

新規クライアントを作成する代替方式として、既存のクライアントをコピーし、新規クライアントに該当する固有の情
報を入力する方法があります。

既存のクライアントのコピーから新規クライアントを作成する場合は、以下のようにします。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで既存のクライアントをクリックします。

2. メニュー・バーの クライアント を選択します。

3. コピー を選択します。

4. 「各クライアントの詳細」ノートブックが表示されると、「詳細」ページのフィールドを除いて、すべてのフィー
ルドがコピーされています。「詳細」ページに新規クライアントに関する情報を入力し、その他に関係する情報が
あればいずれも変更します。クライアント名およびネットワーク・アドレスは、必ず入力する必要があり、作成対
象の新規クライアントに固有であることが必要です。

5. 該当する情報を入力し終えたら、OK を選択します。

6. 「設定/メインテナンス」ウィンドウの 実行 ボタンを選択します。

後は次のようにします。

� ソフトウェア・プロファイルがすでに作成してある場合は、各クライアントごとに該当するソフトウェア・プロフ
ァイルに割り当てます。詳しくは、96ページの『ソフトウェア・プロファイル へのクライアントの割り当て』 を
参照してください。

� 適切なソフトウェア・プロファイルが存在しない場合は、作成します。詳しくは、94ページの『ソフトウェア・プ
ロファイルの作成』 を参照してください。
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イメージの処理

この節には、LANClient Control Managerで使用するイメージおよびバッチ・ファイルの作成に関する説明が記載し
てあります。

スタンダード・リモート・ブート・イメージの作成

目的 : LANClient Control Managerで使用するためのスタンダード・リモート・ブート・イメージを作成します。

LANClient Control Manager では、ワークステーションのローカル・ハード・ディスクを使用しないでクライアン
ト・ワークステーションを始動する場合に、スタンダード・リモート・ブート・イメージを使用します。イメージにつ
いて詳しくは、13ページの『イメージ』 を参照してください。

スタンダード・リモート・ブート・イメージの作成には、Microsoft Windows NTリモート・ブート・マネジャー・プ
ログラムを使用します。そのためには、Windows NTのリモート・ブート管理ツールを使用する必要があります。こ
れは、LANClient Control Managerにはこのような機能が備えられていないためです。スタンダード RPLクライアン
トの作成に関する詳細については、Windows NTの資料を参照する必要があります。

イメージの作成は、以下のようにして行います。

1. スタンダード Windows NTリモート・ブート・クライアントを作成します。追加情報については、Microsoft
Corporationの Windows NT Server Installation Guide、または Microsoft Pressの Windows NT Workstation
Resource Kitを参照してください。

2. このプロファイルを使用する各クライアントごとに、以下の手順を実行します。

a. 走査機能を使用して、必要な新規クライアントを探す。走査機能を使用してクライアントを見付けることがで
きない場合は、107ページの『ネットワーク・アダプタのデバイス・ドライバのインストール』 を参照してく
ださい。

b. 該当の新規クライアント・ワークステーションについて、リモート・ブートに備えて正しくセットアップされ
ているかどうか確認する。(詳しくは、75ページの『新規クライアント・ワークステーションのインストー
ル』 を参照。)

c. 稼働中であれば、走査を停止する。

d. クライアント・ワークステーションを再始動する。

ソフトウェア・プロファイルの作成は、以下のようにして行います。

1. LANClient Control Manager インターフェースに戻ります。

2. プロファイル を選択します。

3. 新規作成 を選択します。ブランクの「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックが表示されます。

4. 「詳細」ページで、以下の手順を実行します。

a. 新規プロファイルの名前を入力する。

b. 「スタンダード」ラジオ・ボタンをクリックする。

5. 「ソフトウェア」ページで、「DOSイメージファイル」フィールドにイメージ・ファイル名を入力します。これ
は、リモート・ブート・マネジャー内で作成したプロファイル名と同じものです。
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6. ノートブックのすべてのページに、その他の必要な情報をすべて入力します。追加情報については、62ページの
『「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブック』 および 87ページの『イメージ・バッチ・ファイルへのパ
ラメータの引き渡し』 を参照してください。

7. 情報の入力が終了したら、OK を選択して、情報を保管し、ノートブックを終了します。

プロファイルへのクライアントの割り当ておよび変更の処理は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで、新しいソフトウェア・プロファイルにクライアントを割り当てます。追加
情報については、96ページの『ソフトウェア・プロファイル へのクライアントの割り当て』 を参照してくださ
い。

2. 実行 ボタンをクリックして、LANClient Control Managerのデータベースに変更を保管し、処理を開始します。

ハイブリッド・リモート・ブート・イメージの作成

目的 : ハイブリッド・リモート・ブート・イメージ、およびイメージの移送および使用のための準備に使用する関連バ
ッチ・ファイルを作成します。

イメージの一般的な説明については、13ページの『イメージ』 を参照してください。

以下の手順には、ハイブリッド・リモート・ブート・イメージの作成に関する一般的な説明が含まれています。詳細に
ついては、119ページの第5章、『ハイブリッド・リモート・ブートの研修用演習』 を参照してください。

ハイブリッド・リモート・ブート・イメージの作成は、以下のようにして行います。

1. ドナー・ワークステーション上でイメージ (オペレーティング・システム、アプリケーションなど) を作成し、徹
底的にテストします。

2. イメージを準備し、サーバに移送するためのバックアップ・バッチ・ファイルを作成します。

XCOPYを使用してディレクトリをコピーするにあたっては、パス名が 56文字という制限を超えないようにしま
す。ファイル構造が特に深い (ルート・ディレクトリの下に多数のサブディレクトリがある) 場合は、拡張された
ディレクトリ構造が長くなり過ぎると、問題が生じる場合があります。この場合は、ディレクトリ、サブディレク
トリ、およびファイルの名前をすべて保管するだけのスペースが足りなくなるため、XCOPYが正常に行われない
可能性があります。

この問題が生じた場合は、以下の処置のいずれかを実行します。

� 関与するディレクトリ構造の長さを縮小する。たとえば、ドナー・ワークステーションからサーバに新しいフ
ァイナル・イメージをコピーする場合は、サーバの最上位ディレクトリ (LANClient Control Managerのディ
レクトリの下のディレクトリではなく) にファイルをコピーします。この最上位ディレクトリについては、必
ず短い名前にします (たとえば、DW59HYB1)。

� 別のプログラムを使用して、サーバとクライアントの間でのファイルのコピーを行う (たとえば、PKWARE
Incorporatedの PKZIP)。詳しくは、85ページの『代替方式の使用によるイメージの移送』 を参照してくだ
さい。

さらに、XCOPYの使用にあたっては、その前に、長いファイル名に変更を加え、隠しファイル属性およびシステ
ム・ファイル属性を変更する必要もあります。詳しくは、165ページの『LCATTRIB.EXE』 および 165ページの
『DOSLFNBK.EXE』 を参照してください。

3. イメージをサーバに移送します。ドナー・ワークステーションからサーバへのファイルのコピーについて詳しく
は、84ページの『ドナー・ワークステーション始動イメージの使用』 を参照してください。

4. 該当するファイル名拡張子を付けたバッチ・ファイルを作成します。

  第4章 手順 83



  
 

a. 自らの選択で、ファイル名拡張子 .LCPを付けたプリロード・イメージ・バッチ・ファイルを作成することが
できます。

このバッチ・ファイルを使用するのは、ファイナル・イメージのダウンロードが行われる前に、クライアント
上のハード・ディスクにパーティションを設ける場合です。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルでは、
FDISK などのプログラムが実行されます。

FDISK コマンドを使用するときは、応答ファイルを作成してもよいし、プリロード・イメージ・バッチ・フ
ァイル内でコマンド行引き数を使用することもできます。応答ファイルの使用を選択した場合は、応答ファイ
ルには ENTERおよび ESC制御文字を入れる必要があるため、印刷不能文字の入力ができるエディタを使用
する必要があります。詳細については、166ページの『FDISK.COM』 を参照してください。

b. ファイル名拡張子 .LCI を付けたファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを作成します。

このバッチ・ファイルでは、クライアントに対して COPYまたは XCOPYなどのプログラムを実行して、サ
ーバ上のディレクトリからクライアントのハード・ディスクに、必要なソフトウェアをすべて移送します。シ
ステム・ファイルおよび隠しファイルの属性の復元、長いファイル名の復元、およびイメージの個別設定を行
うために、特定のコマンドを必要とする場合があります。

5. バッチ・ファイルをサーバにコピーします。

後は次のようにします。

� ソフトウェア・プロファイルを作成する。ソフトウェア・プロファイルの作成について詳しくは、94ページの『ソ
フトウェア・プロファイルの作成』 を参照してください。

� ハイブリッド・リモート・ブート・イメージの作成例を見たい場合は、119ページの第5章、『ハイブリッド・リモ
ート・ブートの研修用演習』 を参照する。

ドナー・ワークステーション始動イメージの使用: ドナー・ワークステーション始動イメージの作成およ
び割り当てを行う場合は、以下の手順を使用します。以下の手順によって、ドナー・ワークステーションと LCCM サ
ーバの間に LAN 接続が確立されます。この接続が確立されると、サーバに対する読み取り/書き込みアクセスが得ら
れ、ドナー・ワークステーションからイメージを移送することができます。

ドナー・ワークステーション始動イメージおよびプロファイルの作成が終われば、それを繰り返し使用して、どのドナ
ー・ワークステーションからでもイメージを移送することができます。

ドナー・ワークステーション始動イメージおよびプロファイルの作成は、以下のようにして行います。

1. 次のように入力し、テキスト・エディタを使用して、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイル (.LCI) を作成し
ます。

pause

pause

2. ファイルに任意の名前を付けて保管しますが、この名前には必ず .LCI というファイル拡張子を付けます。以下の
説明では、ファイルの名前を DONORBT.LCIとします。

3. DONORBT.LCIファイルを下記のディレクトリに保管します。

¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE

4. DONORBT.LCIの「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックを作成します。

a. 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内で、プロファイル を選択してから、新規作成 を選択する。

b. 「詳細」ページで、以下の手順を実行する。

1) 「プロファイル名」フィールドに ドナーブート と入力する。
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2) 「ハイブリッド」ラジオ・ボタンをクリックする。

c. 「最小ハードウェア」ページで、以下の手順を実行する。

1) 「ネットワークアダプタ」フィールドのドロップダウン・メニューで、ドナー・ワークステーションで使
用しているネットワークカードを選択する。

2) 「ビデオチップセット」フィールドのドロップダウン・メニューで、すべてのビデオ を選択する。

3) メモリサイズ フィールドに 0 と入力する。

4) 「ハードディスクサイズ」フィールドに 0 と入力する。

d. 「ソフトウェア」ページの 「ファイナル・イメージ」で、「参照」ボタンを使用して、DONORBT.LCIファ
イルを見付け、それを選択する。このページのその他のフィールドはブランクのままにします。

e. OK を選択して、ノートブックを保管して終了する。

ドナー・ワークステーションへのイメージの割り当ては、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内で、ドナー・ワークステーションをドナー・ブート・イメージ・プロファイ
ルに割り当て、実行 ボタンをクリックします。

2. ドナー・ワークステーションを再始動します。ドナー・ワークステーションに対してハイブリッド・リモート・ブ
ートが行われ、LAN 接続が確立されます。

3. ドナー・ワークステーションのキーボードで、Ctrl + C を押して、ハイブリッド・リモート・ブートから抜けま
す。LAN 接続はアクティブのままで、コマンド・プロンプトが表示されます。

4. net logoff と入力して、Enter を押します。

5. net logon と入力して、Enter を押します。

6. プロンプトによる指示が表示されたら、ユーザ ID とパスワードを入力します。ネットワーク管理者としてログオ
ンする必要があります。これで、該当するサーバのドライブに対する読み取り/書き込みアクセスが得られました。
ドナー・ワークステーション上の現在のオペレーティング・システム環境を理解することが非常に大切です。ドナ
ー・ワークステーションは、ここではドライブ D です。バックアップ・バッチ・ファイル内のステートメントで
ドナー・ワークステーションに言及する場合は、ドライブ名 D を使用する必要があります。ドナー・ワークステ
ーションでの現在の環境が、バックアップ・バッチ・ファイルで使用されている他のドライブ名およびパスに影響
を及ぼす場合があります。詳細については、157ページの第6章、『ファイル例』 を参照してください。

ドナー・ブート・イメージ・プロファイルの作成が終われば、それを繰り返し使用して、どのドナー・ワークステーシ
ョンからでもイメージを移送することができます。

代替方式の使用によるイメージの移送: 本書で扱う例および研修用演習のほとんどでは、ドナー・ワークス
テーションからサーバに、あるいはサーバからクライアント・ワークステーションにイメージを移送する方式として、
XCOPYを使用しています。XCOPYを使用する具体的な例については、119ページの第5章、『ハイブリッド・リモ
ート・ブートの研修用演習』 に示してあります。その手順を概観すると、XCOPYでは、長いファイル名、ファイル
属性、およびパスで使用できる文字数に制約があることが分かります。さらに、XCOPYによるファイルの移送はフル
サイズ (圧縮なし) で行われ、そのために、LAN に余分なトラフィックが追加されます。このような制約の中には、バ
ックアップおよび復元プログラム、または PKZIPなどのプログラムを使用することによって回避できるものもありま
す。

以下の例には、DOSバージョンの PKZIPプログラムを使用して、イメージをドナー・ワークステーションからサー
バに移送する方式、およびサーバからクライアント・ワークステーションに移送する方式を、2 つの方式として示して
あります。他のアーカイブおよびバックアップ/復元プログラムにも類似の機能があり、それを使用しても同じ結果が得
られる可能性があります。
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例 1: PKZIP をサーバへの移送メカニズムとして使用する場合 :

1. PKZIPおよび PKUNZIPのライセンス・コピーを ¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリまたはそのサブ
ディレクトリの 1 つにインストールします。

2. ドナー・ワークステーション上でイメージを作成し、徹底的にテストします。

3. バックアップ・バッチ・ファイル内で次のような PKZIPコマンドを使用して、イメージを圧縮 (ZIP) し、サーバ
に常駐する単一の .ZIPファイルにします。

C:¥path_1¥PKZIP C:¥path_2¥W95EXMP1.ZIP -r -P D:¥\.\

ただし、以下のとおりです。

� C: はサーバのドライブ
� path_1は、サーバ上で PKZIPが入るディレクトリへのパス
� W95EXMP1.ZIPは、作成される ZIP ファイルの名前
� path_2は、イメージ用として作成したディレクトリへのパス
� D: は、ドナー・ワークステーションのアクティブ・パーティション

バックアップ・バッチ・ファイルはハイブリッド・リモート・ブート・プロセス外で実行されるため、ドライブ変
数 %TARGET% および %LCCMPATH% を使用することはできません。したがって、ドナー・ブート・プロセ
ス中にドライブがどのようにマップされるかを認識し、正しいパスを使用する必要があります。ドナー・ブート・
プロセス中は、C:¥LCCMがサーバの LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリにマップされ、ドナー・ワー
クステーションのハード・ディスクの基本パーティションが D: として割り当てられます。

注: PKZIP属性では、大文字小文字の区別があります。圧縮のパラメータについては、この方式によって LAN
に加えられるロードに応じて、異なるパラメータを使用することができます。イメージが非常に大きい場合
は、リスト・ファイルの使用によって、イメージの小部分を対象に PKZIPを実行する必要があります。
PKZIP属性およびリスト・ファイルの使用に関する説明については、PKZIPの資料を参照してください。

バックアップ・バッチ・ファイルをドナー・ワークステーションから実行すると、サーバ上に単一の .ZIPファイ
ルが作成されます。

例 2: PKUNZIP をクライアントへの移送メカニズムとして使用する場合 :

ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルで、XCOPYステートメントに代えて、次の行を組み込みます。

%LCCMPATH%¥path_1¥PKUNZIP -d %LCCMPATH%¥path_2¥W95EXMP1.ZIP %TARGET%

ただし、以下のとおりです。

� %LCCMPATH%は、サーバの LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリへのパス
� path_1は、サーバ上で PKZIPが入るディレクトリへのパス
� W95EXMP1.ZIPは ZIP ファイルの名前
� path_2は、サーバ上の W95EXMP1.ZIP用のディレクトリへのパス
� %TARGET%は、クライアント・ワークステーションのハード・ディスクのアクティブ・パーティション

ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルが実行されると、サーバ上の単一圧縮ファイルが、クライアントのハード・
ディスク上に UNZIP (圧縮解除) されます。完全な例については、162ページの『ファイナル・イメージ・バッチ・フ
ァイル - Windows 95イメージ』 を参照してください。
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イメージ・バッチ・ファイルへのパラメータの引き渡し: LANClient Control Managerを使用して、イ
メージ・バッチ・ファイル内、および Windows NT Workstationの応答ファイル (UNATTEND.TXT) 内で、パラメ
ータを自動的に置き換えることができます。これが行われるのは、イメージのダウンロード・プロセス中です。こうす
ることによって、各ソフトウェア・プロファイルごとに、汎用イメージを 1 つずつ作成するだけで済みます。パラメー
タを置き換えるには、LANClient Control Managerのユーティリティ・プログラム DEDITD.EXEが使用されます。

日本語のパラメータを含む場合には、DEDITDJP.EXEを使用します。Windows NTの手順に関する追加情報につい
ては、146ページの『Windows NT Workstation応答ファイルの編集』 を参照してください。

1. イメージ・バッチ・ファイルの作成

処理するイメージ・バッチ・ファイルをまだ作成していない場合は、ここで作成します。LANClient Control
Managerで使用するタイプのバッチ・ファイルであれば、たとえば、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイル
(.LCI)、または保守ファイル (.MNS)など、タイプは何でも構いません。イメージ・バッチ・ファイル内の、パラ
メータ値を必要とする箇所に、環境変数 (パーセント符号で囲んだ "ダミー" 項目) を作成します。たとえば、
%USERNAME%。

2. ソフトウェア・プロファイルの作成

新規イメージの場合は、新しいソフトウェア・プロファイルを作成します。追加情報については、62ページの
『「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブック』 を参照してください。

3. すべてのクライアントに共通のパラメータのセットアップ(以下のようにして行う)

a. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで、処理するプロファイルを選択する。

b. プロファイル/構成 を選択するか、選択したプロファイルをダブルクリックする。

c. パラメータ タブをクリックする。

d. このソフトウェア・プロファイルを使用するクライアントすべてに共通するパラメータを入力します。パラメ
ータ名フィールドは、バッチ・ファイルで使用されるパラメータに与えた名前に対応する必要があります。バ
ッチ・ファイル内では、パラメータ名はパーセント (%) 符号で囲まれている必要があります。

4. 各クライアントごとにそれぞれ固有のパラメータのセットアップ(以下のようにして行う)

a. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで、処理するプロファイルを選択する。

b. プロファイル/構成 を選択するか、選択したプロファイルをダブルクリックする。

クライアントパラメータ タブをクリックする。

c. 各パラメータの名前を入力する。これらのパラメータ名は、このソフトウェア・プロファイルに割り当てられ
たすべてのクライアントのそれぞれに関する「各クライアントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページ
に自動的にコピーされます。この段階で入力できる値は 3 つしかありません。追加情報については、88ペー
ジの『パラメータ例外』 および 70ページの『ソフトウェア・プロファイル詳細 - 「クライアント・パラメー
タ」ページ』 を参照してください。

d. OK ボタンをクリックして、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックに変更を保管します。

e. このプロファイルにまだクライアントを割り当てていなかった場合は、ここで行う必要があります。追加情報
については、96ページの『ソフトウェア・プロファイル へのクライアントの割り当て』 を参照してくださ
い。

f. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで、このソフトウェア・プロファイルを使用する最初のクライアントを選
択する。「各クライアントの詳細」ノートブックが表示されます。追加情報については、35ページの『クライ
アントの選択』 を参照してください。
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g. 「各クライアントの詳細」ノートブックから「パラメータ」ページを選択する。使用可能なパラメータ (「ソ
フトウェア・プロファイル詳細」ノートブックの「クライアント・パラメータ」ページからコピーされた) が
表示されます。

h. 使用可能なパラメータの値を入力する。このページで値として指定できるパラメータ例外も 3 つあります。詳
細については、『パラメータ例外』 および 56ページの『各クライアントの詳細 - 「パラメータ」ページ』
を参照してください。

i. ステップ 4f (87ページ) に戻って、次のクライアントを選択する。クライアントすべてについてパラメータ
が割り当てられるまで続けます。

5. ロード (または再ロード) 対象イメージの選択

次に、クライアントにロードするイメージを選択する必要があります。このための方法は、処理するイメージのタ
イプに応じて幾つかあります。イメージは、このソフトウェア・プロファイルを使用する単一のクライアント、ク
ライアントのグループ、またはすべてのクライアントに読み込むことができます。追加情報については、35ペー
ジの『クライアントの選択』 を参照してください。

� これが新しいファイナル・イメージであり、しかも上記のステップをすべて実行した場合は、実行 ボタンを
クリックするだけで、イメージのダウンロードを開始するか、ダウンロードが行われる予定の曜日および時刻
を指定 (これは、「各クライアントの詳細」ノートブックまたは「デフォルト設定」ノートブックのスケジュ
ーラで行うことができる) してから、実行 ボタンをクリックします。

� クライアントにすでに割り当てられているファイナル・イメージに対するアップデートである場合は、「各ク
ライアントの詳細」ノートブックの「ソフトウェア」ページの「イメージを再読み込みするクライアント」チ
ェックボックスをチェックします。

� これが保守イメージである場合は、「各クライアントの詳細」ノートブックの「メインテナンス」ページの
「メインテナンスファイルを実行する」チェックボックスをチェックします。

パラメータ例外: パラメータ値として使用される場合は、特定の目的用として予約される文字ストリングが 3 つ
あります。予約文字ストリングのいずれかが、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックの「クライアント・
パラメータ」ページと「各クライアントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページのいずれかで値として使用され
た場合は、この文字ストリングによって、「各クライアントの詳細」ノートブックの「詳細」ページに事前に存在して
いた値がピックアップされます。

以下に挙げる文字ストリングはそれぞれ、「各クライアントの詳細」ノートブックの「詳細」ページの対応するフィー
ルドに指定されている値をピックアップします。

 � %CNAME%

この文字ストリングでは、クライアントの名前が設定されます。

 � %CADDRESS%

この文字列では、ネットワーク・アダプタまたはネットワーク・サブシステムのアドレスが設定されます。

 � %CSERIAL%

この文字ストリングでは、クライアントのシリアル番号が設定されます。
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ハイブリッド NT リモート・ブート・イメージの作成

目的 : Windows NT Workstationイメージ、およびイメージを無人インストールに備えて準備する場合に使用する関
連ファイルを作成します。

LANClient Control Manager は、Windows NT Server に組み込まれている配布機能と共に使用され、個々のクライア
ントのそれぞれについて Windows .UDFファイルを使用しないで、個々のクライアント・パラメータ値を共通の NT
応答ファイルに渡すことができる機能を用意しています。

以下の手順では、無人インストールに必要なイメージおよび関連ファイルを作成する場合に必要なステップを、高い水
準で概説しています。この手順を実行するためには、Windows NT Serverおよび Windows NT Workstationの応答
ファイル (UNATTEND.TXT) の編集に関して、実用的な知識が必要です。追加情報については、146ページの
『Windows NT Workstation 応答ファイルの編集』 および後続の研修用演習を参照してください。

� 134ページの『アプリケーションを追加しない Windows NT Workstationのインストール』
� 141ページの『アプリケーションを追加する Windows NT Workstationのインストール』

注: Windows NT Workstationの 100%無人インストールが実行できるためには、クライアント・ワークステーショ
ンにインストールまたは接続されているアダプタおよび装置のすべてで、無人インストールがサポートされてい
る必要があります。無人インストールをサポートしないアダプタおよび装置によっては、Windows NT
Workstationのインストール・プロセス中に、クライアント・ワークステーションでユーザに対してプロンプト
を出して、追加の情報またはファイルを要求するものもあります。100%無人インストールを実行することがで
きない場合は、ヒントや修正が得られるかどうか、アダプタまたは装置のメーカに連絡するか、またはワール
ド・ワイド・ウェブ (WWW) で Microsoft Knowledge Baseに照会してください。

ハイブリッド NT リモート・ブート・イメージの作成は、以下のようにして行います。

1. 配布用ディレクトリ として使用するディレクトリを、下に示すようにセットアップします。

C:¥LCCM_inst_dir¥CLNTFILE¥Dist_Sharepoint

ただし、C:¥LCCM_inst_dir¥ は、LANClient Control Managerがインストールされているドライブおよびディレ
クトリであり、¥Dist_Sharepoint は、特定の共有ポイントのディレクトリです。

配布用ディレクトリには、どんな名前を付けても構いません。

2. 配布用ディレクトリの下にサブディレクトリを作成して、I386 という名前を付けます。

3. Windows NT Workstation CD から、I386 ディレクトリおよびそのサブディレクトリのすべてに入っている内容
を、Distribution Sharepoint の I386 ディレクトリにコピーします。下に例を挙げます。

XCOPY D:¥I386¥\.\ C:¥LCCM_inst_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386 /S /E /V

4. 次のような 2 つのディレクトリを作成して、ネットワーク・デバイス・ドライバのディレクトリ構造をセットアッ
プします。

 � C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥Dist_Sharepoint¥I386¥$OEM$
 � C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥Dist_Sharepoint¥I386¥$OEM$¥NET

5. $OEM$¥NET ディレクトリの下に、クライアントで使用するネットワーク・アダプタの各タイプごとに、1 つずつデ
ィレクトリを作成します。次に、それぞれのネットワーク・アダプタのデバイス・ドライバ・ディスケットから該
当するネットワーク・ディレクトリ内へ、Windows NTデバイス・ドライバおよび OEMSETUP.INFファイルを
コピーします。

6. Windows NT 応答ファイル UNATTEND.TXT を編集して、"ダミー" パラメータ名を割り当て、無人インストー
ル・オプションを設定し、ネットワーク・アダプタ情報をセットアップします。(詳細については、146ページの
『Windows NT Workstation 応答ファイルの編集』 を参照してください。)
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7. クライアントのハード・ディスクを複数のパーティションに分割する必要がある場合は、プリロード・イメージ・
バッチ・ファイルを作成します。クライアントのハード・ディスクを単一パーティションとして使用する場合は、
プリロード・イメージ・バッチ・ファイルの必要はありません。デフォルトでは、Windows NTは、クライアン
トのハード・ディスク全体を単一パーティションとしてフォーマットします。

8. 応答ファイルで使用したダミー名に変数を割り当てる場合は、DEDITD コマンドを使用して、カスタマイズ・バ
ッチ・ファイルを作成します。(詳細については、146ページの『Windows NT Workstation応答ファイルの編
集』 を参照してください。)

後は次のようにします。

Windows NT Workstation イメージに関するハイブリッド NT ソフトウェア・プロファイルを作成します。94ペー
ジの『ソフトウェア・プロファイルの作成』 を参照してください。

「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブック内で、以下の手順を実行します。

� カスタマイズ・バッチ・ファイルで使用したパラメータ名、およびこのプロファイルを使用するすべてのクライア
ントに共通の関連する値 (たとえば、組織名) を、「パラメータ」ページに記入する。

� カスタマイズ・バッチ・ファイルで使用した、個々のクライアントのそれぞれに固有の値 (たとえば、Certificate
of Authenticity からの Windows NT 製品識別番号) をもつパラメータ名を、「クライアント・パラメータ」ペー
ジに記入する。

BIOS アップデート・イメージの作成

目的 : LAN 上の特定のクライアント・ワークステーションの BIOSレベルをアップデートするため、BIOSフラッシ
ュ・イメージを作成します。

クライアントの BIOSレベルは、走査処理中に収集される情報の一部をなすものです。(走査中に収集される情報の詳
細については、79ページの『走査機能の使用』 を参照してください。) BIOSレベルのアップグレードが必要になる場
合があるのは、以下のような理由のためです。

� BIOS機能の改良
� クライアント・ワークステーションの BIOS言語を変更する必要
� BIOSのアップデート

アップデートが必要になった場合は、IBM では、電子掲示板、公にアクセスできるサーバ、ワールド・ワイド・ウェ
ブ (WWW) または類似の手段によって、新しいファイルが使用できるようにします。BIOS アップデートは、自己解
凍形式ファイル (.EXE)ファイルとして配布されます。したがって、これをハード・ディスクにダウンロード
し、.EXEファイルを実行します。 .EXEファイルでは、アップデート・ディスケットを作成するための命令でプロン
プト指示します。以下の手順の説明では、このディスケットを BIOSフラッシュ・ディスケットと呼ぶことにします。

LANClient Control Manager では、クライアントの BIOS レベルのアップデートは、2 つのステップからなるプロセ
スです。まず最初に、BIOSフラッシュ・ディスケットからイメージを作成する必要があります。これには、
LANClient Control Manager の「設定/メインテナンス」ウィンドウを使用します。こうしてイメージが作成されれ
ば、2 番目のステップを実行することができます。このステップでは、「各クライアントの詳細」ノートブックを使用
して、特定のクライアントの BIOSレベルをアップデートします。この 2 番目のステップについて詳しくは、100ペー
ジの『BIOS レベルのアップデート』 を参照してください。

重要 : この手順を実行する前は、BIOSフラッシュ・ディスケットは書き込み禁止にしておきます。

BIOSフラッシュ・ディスケットによるイメージの作成は、以下のようにして行います。
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1. BIOSフラッシュ・ディスケットをディスケット・ドライブに挿入します。

2. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーから ツール を選択します。

3. BIOS ファイルのインポート → BIOS ディスケットの読み込み を選択します。

4. 「BIOSフラッシュセットアップ」ウィンドウで、ディスケット・ドライブ名を選択します。

ディスケットが読み取られ、フラッシュ・レベルが表示されます。(フラッシュ・レベル名は、ディスケットのボ
リューム・ラベルです。この名前の先頭の 2 文字はシステムに固有です。3 番目と 4 番目の文字で BIOSフラッ
シュ・ルーチンを識別します。5 番目と 6 番目の文字 (7 番目の文字が追加される場合もある) で改訂レベルを識
別します。)

5. 与えられたフラッシュ・レベル名を受け入れて、新しい名前を入力します。(ほとんどの場合、デフォルトの名前
を受け入れる必要があります。)この名前は、LANClient Control Managerが BIOSレベルを識別する場合に使用
します。

注: BIOSフラッシュ・ディスケットによって生成されるレベル名を変更し、これをクライアントにダウンロー
ドする場合、クライアント・ワークステーションの BIOSセットアップ画面で示されるクライアント BIOS
レベルは、「各クライアントの詳細」ノートブックの「メインテナンス」ページからの現行 BIOSレベル・
フィールドに一致しません。これは、BIOSプログラムのプログラム・コードにはオリジナルのレベル名が
組み込まれているためです。

6. セットアップ を選択します。

7. フラッシュ・レベルに基づいて命名された新規ディレクトリが、LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥BIOSディレク
トリの下に作成され、ディスケットの内容がコピーされます。

8. 既存のディレクトリを上書きしている場合は、このことが警告され、キャンセル または 上書き のオプションが与
えられます。

この BIOSアップデート・イメージを別のクライアント・ワークステーションに割り当てる場合は、100ページの
『BIOS レベルのアップデート』 を参照してください。
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UNPACK.EXE の使用: LCCM を使用してクライアントの「電源オンパスワード」または「BIOS管理者パス
ワード」を変更しようとする場合は、このオプションを使用して BIOS Flash Disketteを検索し、この目的のために
(選択された IBM システムでのみ) 提供されるパックされたファイルのグループを見つけます。

UNPACK.EXEオプションを利用する、現在サポートされているシステムは、次のとおりです。

� Z PRO IntelliStation (タイプ: 68889、モデル: 12Z)

� PC 300 PL (タイプ: 6862、モデル: 10Z)

UNPACK.EXEメニュー項目はファイル・ブラウザーをオープンし、たとえば次のようなファイルを検索します。

xxj5nnx.exe

ここで、xx は 2 文字のシステム識別コードで、nnxは BIOSレベルを表します。

ファイルが選択されると、アンパックされ、サーバー上の正しい Flash BIOSディレクトリーに入ります。
UNPACK.EXEファイル・オプションを使用するシステム上で、LCCM を使用してクライアント・パスワードを変更
しようとすると、以下のエラーが戻される場合があります。

ð completed successfully

2ð EEPROM not accessible

21 Function not supported

24 Config data file not found

23 Definition file for system not available

32 SRCMOS.exe not found

このファイルが BIOS Flashディスケットとともに納入されていない場合でも、LCCM を使用して、クライアントの
電源オンパスワードまたは BIOS管理者パスワードを通常の方法で変更することができます。サポートされているシス
テムの更新されたリストについては、LCCM Webページをチェックしてください。

CMOS 設定値イメージの作成
目的 : LAN 上の異なるクライアント・ワークステーションで使用するための CMOS設定値イメージを作成します。

CMOSとは、クライアント・ワークステーションの BIOS構成設定値が入る小さいデータ・ブロックのことです。エ
ンド・ユーザの要件またはインストールされたハードウェアのバリエーションに応じて、異なる CMOSイメージを作
成することができます。たとえば、一部のクライアントにはディスケット・ドライブにアクセスできるようにし、他の
クライアントに対してはディスケット・ドライブへのアクセスを制限することができます。

開始前に以下のことを行っておく必要があります。
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使用している BIOSレベルに一致する BIOSアップデート・ディスケットをダウンロードします。IBM では、電子
掲示板 (BBS)またはワールド・ワイド・ウェブ (WWW) からダウンロードすることができるアップデートを用意して
いる場合があります。

新規の BIOS更新ディスケットから、CMOSUTIL.EXEまたは SRCMOSxx.EXE (ここで、"xx" はシステム・ボード
のタイプを識別する 2 つの文字です) を使用する必要があります。CMOSUTIL または SRCMOSxxプログラムは、
この BIOSレベルを入手した Flash BIOSディスケット上で、
LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥BIOS¥BIOS_Flash_Nameディレクトリーに、または元のインターネット・ダウンロ
ード・ファイルにあります。

CMOS設定値イメージの作成は、以下のようにして行います。

1. ドナー・ワークステーションで、以下の手順を実行します。

a. ワークステーションを始動し、装置構成ユーティリティ・プログラムにアクセスする。多くの IBM ワークス
テーションでは、電源入力自己診断 (POST)時に、F1キーを押せば、このプログラムにアクセスすることが
できます。

b. 必要に応じて、設定値を変更して保管する。

c. 装置構成ユーティリティ・プログラムを終了して、ワークステーションを再始動する。ワークステーションが
適正に始動および機能するかどうか確認します。

2. CMOSUTIL.EXEプログラムを使用して、ドナー・ワークステーションの現行設定値をファイル (.CMS拡張子を
付けて命名する) に保管します。

a. CMOSUTILプログラムを実行して、設定値をファイルに保管するために、次のように入力する。

CMOSUTIL ¥path¥file_name.CMS /create
or,

SRCMOSxx ¥path¥file_name.COM ¥create

ここで、xx はシステム・ボードのタイプを識別する 2 つの文字です。

後で識別できる固有の名前をファイルに付けます。たとえば、クライアント・ワークステーションによるディ
スケット・ドライブへのアクセスを制限する設定値をもつファイルであれば、NO35DISK.CMSという名前を
付けることができます。

b. サーバ上にあって次のように命名される、対応する BIOSディレクトリにこのファイルをコピーします。

C:¥LCCM_install_dir¥BIOS¥Flash_BIOS_Name

ここで、Flash_BIOS_Nameディレクトリは、ドナー・ワークステーション上の BIOSレベルの名前です (こ
れが、「BIOSフラッシュ・ディスケット読み込み」プロセス中にシステム管理担当者によって変更されてい
ない場合)。

3. 異なる設定値を使用する別の CMOSイメージを作成したい場合は、ステップ 1 に戻り、手順を繰り返して、結果
を別のファイル名で保管します。

注: クライアントへの BIOSのロードが失敗した場合は、エラー・コードが「進行およびエラー」ウィンドウに
戻されます。

この CMOSイメージをクライアント・ワークステーションに割り当てる場合は、101ページの『CMOS 設定値イメー
ジへのクライアントの割り当て』 を参照してください。
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ソフトウェア・プロファイルの管理

目的 : ソフトウェア・プロファイルの作成、表示、編集、または削除を行います。

ソフトウェア・プロファイルを管理する場合は、特定のソフトウェア・プロファイルに関する「ソフトウェア・プロフ
ァイル詳細」ノートブックを使用します。

「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックの構成要素に関する具体的な説明については、62ページの『「ソフ
トウェア・プロファイル詳細」ノートブック』 を参照してください。

ソフトウェア・プロファイルの作成

新しい情報を入力してプロファイルを作成することもできれば、類似する既存のプロファイルからコピーを作成するこ
ともできます。後の方式の方が、重複情報を再入しなくても済むため、時間が節約できます。

新規ソフトウェア・プロファイルを作成する場合は、以下のようにします。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーの プロファイル を選択します。

2. 新規作成 を選択します。新しい「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックが表示されます。

3. さまざまなページのブランクのフィールドに、新規ソフトウェア・プロファイルに関する情報を入力します。「詳
細」ページにプロファイル名を必ず入力し、正しいタイプのリモート・ブート・プロファイル (スタンダード、ハ
イブリッド、またはハイブリッド NT) を必ず選択します。詳しくは、62ページの『「ソフトウェア・プロファイ
ル詳細」ノートブック』 を参照してください。

4. OK をクリックして、新規プロファイルを保管し、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

既存のプロファイルのコピーからソフトウェア・プロファイルを作成する場合は、以下のようにします。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内でコピーしたいソフトウェア・プロファイルを選択します。

2. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーの プロファイル を選択します。

3. コピー を選択します。コピーが作成されると、プロファイル名を除いて、すべてのフィールドが転送されます。

4. 「詳細」ページに固有のプロファイル名を入力します。

その他にコピー元のソフトウェア・プロファイルとは異なるフィールドがあれば、必要に応じて編集します。

5. OK をクリックして、新規プロファイルを保管し、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

既存のソフトウェア・プロファイルの表示または編集

既存のソフトウェア・プロファイルの表示または編集は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内でソフトウェア・プロファイルをダブルクリックするか、またはソフトウェ
ア・プロファイルを強調表示し、メニュー・バーの プロファイル を選択してから、構成 を選択します。「ソフト
ウェア・プロファイル詳細」ノートブックが表示されます。

2. 次のいずれか一方を行います。

� ソフトウェア・プロファイルの記述を表示する場合は、「詳細」ページを選択する。その他のページをクリッ
クすると、さまざまなフィールドが表示されます。

� ソフトウェア・プロファイルを編集する場合は、ノートブックのさまざまなページの該当するフィールドを変
更する。詳しくは、62ページの『「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブック』 を参照してくださ
い。
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3. OK ボタンをクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

注: 既存のプロファイルに変更を加えても、このプロファイルにすでに割り当てられているクライアントに影響が生
じるのは、「各クライアントの詳細」ノートブックの「ソフトウェア」ページで、「イメージを再読み込みする
クライアント」チェックボックスに印を付けた場合だけです。このチェックボックスに印を付けた場合は、選択
したクライアントにイメージ全体が再インストールされることを忘れないようにしてください。

ソフトウェア・プロファイルの削除
既存のソフトウェア・プロファイルの削除は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内でソフトウェア・プロファイルを選択します。

2. メニュー・バーの プロファイル を選択します。

3. 削除 を選択します。

4. 表示されるメッセージ・ボックスの はい を選択します。

削除の対象となったソフトウェア・プロファイルに割り当てられていたクライアントは、すべて「設定/メインテナ
ンス」ウィンドウの「未割当てクライアント」リストに入れられます。

5. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。
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クライアントの管理

目的 : LANClient Control Managerのインターフェースを通してクライアントの設定値を管理します。

この節に記載されている手順は、LANClient Control Managerのインターフェース (画面) に固有の手順です。手順の
ほとんどで、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスする必要があります。「各クライアントの詳細」ノー
トブックの構成要素に関する具体的な説明については、45ページの『「各クライアントの詳細」ノートブック』 を参
照してください。

この節に記載されている手順のほとんどで、「設定/メインテナンス」ウィンドウ内のリストからクライアントを選択す
る (クリックする) 必要があります。単一のクライアントを選択すると、変更を加えることができるのはそのクライア
ントだけになります。複数のクライアントを選択すれば、選択したクライアントのすべてに変更を加えることができま
す。複数のクライアントを対象として変更を加える場合は、すべてのフィールドが編集で使用できるとは限りません。
編集で使用できないフィールドは、グレー化によって消されています。「設定/メインテナンス」ウィンドウ内で複数の
クライアントを選択する場合については、35ページの『クライアントの選択』 を参照してください。

ソフトウェア・プロファイル へのクライアントの割り当て

重要 : 変更が行われるためには、ソフトウェア・プロファイルをクライアントに割り当てた後で、必ず「実行」ボタン
をクリックする必要があります。

ソフトウェア・プロファイルへのクライアントの割り当ては、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内でソフトウェア・プロファイルを選択します。

2. 割り当てたいクライアントを「未割当てクライアント」ボックスから選択します。

3. 割当て ボタンをクリックします。選択したソフトウェア・プロファイルの下に、クライアントがリストされて表
示されます。

注: クライアントが個々のクライアント・レベルで追加の個別設定 (たとえば、ユーザ ID、パスワード、または
IP アドレス) を必要とする場合は、新たに割り当てられたクライアントのそれぞれに関する「各クライアン
トの詳細」ノートブックをオープンし、「パラメータ」ページにリストされているそれぞれの名前ごとに値
を記入します。詳細については、56ページの『各クライアントの詳細 - 「パラメータ」ページ』 を参照し
てください。

4. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

ドラッグ・アンド・ドロップ方式を使用すれば、実行 ボタンを使用しなくても済みます。この場合は、割り当てたい
クライアントを選択したら、希望するソフトウェア・プロファイルの上にドラッグ・アンド・ドロップします。次に、
実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

また、「プロファイルと割当て済みクライアント」ボックス内で、クライアントを新しいソフトウェア・プロファイル
に再割り当てすることもできます。この場合は、「プロファイルと割当て済みクライアント」ボックス内でクライアン
トを選択します。次に、新しいソフトウェア・プロファイルを選択してから、プロファイルと割当て済みクライアント
ボタンをクリックします。(また、新しいソフトウェア・プロファイル上にクライアントをドラッグ・アンド・ドロッ
プすることもできます。)なお、どんな場合でも、変更が有効になるためには、必ず 実行 ボタンをクリックする必要が
あります。

変更が処理された後は、クライアント・ワークステーションが次回再始動すると (または、クライアントがすでに始動
待ちの場合は、変更が適用されるとただちに)、新しいソフトウェア・プロファイルが有効になります。ソフトウェ
ア・プロファイルがハイブリッド・リモート・ブート・プロファイルである場合は、ソフトウェアがハード・ディスク
にダウンロードされてから、クライアントが再始動します。以後の再始動については、クライアントが新しいプロファ
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イルに割り当てられるか、またはソフトウェア・プロファイルが変更されるまでは、いずれもハード・ディスクから行
われます。

ソフトウェア・プロファイルからのクライアントの割り当て解除

クライアントをソフトウェア・プロファイルから割り当て解除すると、割り当て済みクライアントは未割り当てクライ
アントに変更されます。クライアントを割り当て解除すると、クライアントは「未割当てクライアント」ボックスに表
示されます。

注: 変更が処理された (「実行」ボタンをクリックした) 後も、クライアントが「未割当てクライアント」ボックスに
残っている場合は、そのクライアント・ワークステーションは正常に始動することができません。クライアン
ト・ワークステーションは、RPLまたは DHCPの画面で停止します。クライアントに RPLまたは DHCPのバ
イパス・メカニズム (一部の IBM パーソナル・コンピュータでは Homeキーが使用されている) がある場合
は、エンド・ユーザは RPLまたは DHCPの画面をバイパスし、クライアント・ワークステーションをそれ自体
のハード・ディスクから始動させることができます。RPLまたは DHCPのバイパス・メカニズムがないモデル
では、未割り当てクライアント・ワークステーションをそれ自体のハード・ディスクから始動させる唯一の方式
としては、始動シーケンスを変更し、始動装置としてのネットワークを除去する方法があるだけです。

1 つまたは複数のクライアントをソフトウェア・プロファイルから割り当て解除する場合は、以下のようにします。

1. 「プロファイルと割当て済みクライアント」ボックス内の 1 つまたは複数のクライアントを選択します。

2. 解除 ボタンをクリックします。

3. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

クライアントの一時的使用不可

注: 使用不可のクライアントは、「設定/メインテナンス」ウィンドウのリストでぼかし表示されています。

クライアントを一時的に使用不可にして始動できなくする場合は、以下のようにします。

1. 「プロファイルと割当て済みクライアント」ボックス内の 1 つまたは複数のクライアントを選択します。

2. 次のいずれか一方を行って、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスします。

� 選択したクライアントの 1 つをダブルクリックする。

� メニュー・バーの クライアント を選択してから、構成 を選択する。

3. 「詳細」ページを選択します。

4. クライアントディセーブル チェックボックスをクリックします。

5. OK  をクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

6. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

クライアントの削除

1 つまたは複数のクライアントの削除は、以下のようにして行います。

1. 「プロファイルと割当て済みクライアント」ボックス内の 1 つまたは複数のクライアントを選択します。

2. メニュー・バーの クライアント を選択します。

3. 削除 を選択します。

4. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。
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クライアントのミスマッチ項目の表示
ミスマッチ項目を表示する 機能が使用可能なのは、クライアントがソフトウェア・プロファイルに割り当てられてい
る場合だけです。クライアントに構成の問題 (ミスマッチ項目) がある場合は、「設定/メインテナンス」ウィンドウ内
での表示が赤になります。ミスマッチの問題がある場合は、クライアントは正しく機能することができません。

構成のミスマッチ項目を表示するには、以下のようにします。

1. 「プロファイルと割当て済クライアント」ボックス内の赤で表示されたクライアントを選択します。

2. クライアント を選択します。

3. ミスマッチ項目 を選択します。

選択したクライアントの下に、ミスマッチ項目の詳細がツリーの一部として表示されます。この機能が働くのは、個々
のクライアントを対象とする場合だけです。クライアントのグループについてミスマッチ項目を表示させることはでき
ません。

クライアントの表示方法の選択

「設定/メインテナンス」ウィンドウのボックス内でのクライアントの表示方法は、カスタマイズすることができます。
クライアントは、次のどの値別でもリストすることができます。

� クライアント名
� ネットワーク・アドレス
� シリアル No.
� 連絡先
� ロケーション
� コメント

クライアントの表示方法の選択は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーの オプション を選択します。

2. クライアントの表示方法 を選択します。

3. 表示されるリストから値を選択します。

注: クライアントの表示に関するデフォルトの属性は「クライアント名」です。LANClient Control Managerによっ
て提供されるオプションのうち、クライアント名とネットワーク・アドレスのみが固有であることが保証されて
います。組織によっては、「ロケーション」および「連絡先」の方が有用な場合もあります。

特定のクライアントの検索

データベース検索を実行して、LANClient Control Managerに保管され、個々のクライアントまたはクライアントの
グループの識別に役立つ英数字値 (テキストおよび番号) があるかどうか調べることができます。たとえば、特定の
BIOSレベルまたはビデオ・チップ・セットを備えたクライアントを探すことができます。「各クライアントの詳細」
ノートブックのページのどれかに保管されているフィールド値 (またはそれらの値の組み合わせ) を検索することがで
きます。(それらのフィールドについて詳しくは、45ページの『「各クライアントの詳細」ノートブック』 を参照して
ください。)

既存のクライアントを対象とする検索は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウのメニュー・バーの ツール を選択します。

2. クライアントの検索 を選択します。次のような画面が表示されます。
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3. 検索したいキーワードを入力します。部分ワードを入力することもできます。各ワード間にはスペースを入れま
す。

4. 次の検索タイプのいずれか 1 つを選択します。

� AND - 入力されたキーワードのすべてに一致するオカレンスを検出します。
� OR - 入力されたキーワードのいずれかに一致するオカレンスを検出します。

5. OK を選択します。検索結果は、「設定/メインテナンス」ウィンドウの「クライアントのデータベース検索」ボ
ックスに表示されます。そこで、このウィンドウで個々のクライアントまたはクライアントのグループを対象に選
択、編集、コピー、または削除を行うことができます。

既存のクライアントの変更

既存のクライアントの変更は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウでクライアントを選択します。

2. 次のいずれか一方を行って、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスします。

� 選択したクライアントをダブルクリックする。

� クライアント を選択した上で、構成 を選択する。

3. さまざまなページで、編集したいフィールドの編集を行います。詳細については、45ページの『「各クライアント
の詳細」ノートブック』 を参照してください。

4. OK  をクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

5. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

次回始動時のイメージの強制再ロード

この手順では、選択したクライアントに対して、その次回始動時にイメージを強制的に再ロードします。クライアント
上のソフトウェアが損傷してしまったような場合は、この手順が使用できます。問題を診断し、損傷したファイルを個
別に置き換えるよりも、ソフトウェア・プロファイル全体を再ロードした方が時間を節約できます。

次回始動時のイメージの強制再ロードの設定は、以下のようにして行います。

  第4章 手順 99



  
 

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウ内でクライアントまたはクライアントのグループを選択します。

2. 次のいずれか一方を行って、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスします。

� 選択したクライアントをダブルクリックする。

� メニュー・バーの クライアント を選択した上で、構成 を選択する。

3. 「各クライアントの詳細」ノートブックが表示されたら、「ソフトウェア」ページを選択します。

4. イメージを再読み込みするクライアント のチェックボックスをクリックします。

5. OK  をクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

6. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

BIOS 管理パスワードの変更または削除

1 つまたは複数のクライアント・ワークステーションにすでに割り当てられている BIOS管理パスワードを変更または
削除することができます。

BIOS管理パスワードの変更または削除は、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで更新したいクライアントを選択します。

2. 次のいずれか一方を行って、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスします。

� 選択したクライアントをダブルクリックする。

� メニュー・バーの クライアント を選択した上で、構成 を選択する。

3. 「メインテナンス」ページを選択します。

4. BIOS 管理パスワード チェックボックスをクリックします。

5. BIOS 管理パスワード チェックボックスの右側のフィールドで、次のいずれか一方を行います。

� 既存の BIOS管理パスワードを削除する場合は、現行パスワードを消去し、フィールドはブランクのままにし
ておく。

� 既存の BIOS管理パスワードを変更する場合は、現行パスワードを消去し、新規パスワードを入力する。

6. OK ボタンをクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

7. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

BIOS レベルのアップデート

BIOSレベルをアップデートする前に、イメージを作成する必要がある場合は、90ページの『BIOS アップデート・イ
メージの作成』 を参照してください。

クライアントへの BIOSレベルの割り当ては、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで更新したいクライアントを選択します。

2. 次のいずれか一方を行って、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスします。

� 選択したクライアントの 1 つをダブルクリックする。

� メニュー・バーの クライアント を選択した上で、構成 を選択する。

3. 「保守」ページを選択します。
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4. レベル ボックスで、BIOSアップグレードのレベルを選択します。

5. 言語 ボックスで、BIOSアップグレードの言語を選択します。

6. BIOS アップデート チェックボックスをクリックします。

7. 「各クライアントの詳細」ノートブックの「スケジューラ」ページを選択し、スケジューラ情報を検証します。詳
細については、58ページの『各クライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ』 を参照してください。

8. OK  をクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

9. 実行 ボタンをクリックして、変更を保管して処理します。

10. 「進行状況とエラー」ウィンドウが表示されます。BIOSアップデートが行われるのは、クライアント・ワークス
テーションの電源をオフにし、再始動した後か、またはクライアントのスケジュールによる予定のアップグレード
時刻になった後です。

注: BIOSアップデートが正常に行われなかった場合は、「進行状況とエラー」ウィンドウにエラー・コードが
表示されます。エラー・コードの意味は、BIOSレベルに応じて異なります。エラー・コードの暗号解読
は、以下のようにして行います。

a. 該当する BIOSフラッシュ・ディスケットをディスケット・ドライブに挿入する。

b. コマンド・プロンプトで、次のように入力する。

A:¥CMOSUTIL /?

エラー・コードおよびその意味を収めたリストが表示されます。

CMOS 設定値イメージへのクライアントの割り当て
注: クライアントの CMOSデータを変更する場合は、クライアントの BIOSレベルと互換性のある CMOSレベル

を使用する必要があります。

LANClient Control Manager を用いて CMOS 設定値レベルを割り当てる前に、イメージを作成して、サーバ上に置
いておく必要があります。詳細については、92ページの『CMOS 設定値イメージの作成』 を参照してください。

CMOS設定値イメージへのクライアントの割り当ては、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで更新したいクライアントを選択します。

2. 次のいずれか一方を行って、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスします。

� 選択したクライアントの 1 つをダブルクリックする。

� メニュー・バーの クライアント を選択した上で、構成 を選択する。

3. 「メインテナンス」ページを選択します。

4. 参照 ボタンを使用して、クライアント用の正しい CMOS (.CMS)ファイルを選択するか、提供されるフィールド
にフルパスおよびファイル名を直接入力します。

5. ファイルで CMOS をアップデート チェックボックスに印を付けます。

6. 「各クライアントの詳細」ノートブックの「スケジューラ」ページを選択し、スケジューラ情報を検証します。詳
細については、58ページの『各クライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ』 を参照してください。

7. OK  をクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

8. 実行 ボタンをクリックして、変更を処理します。
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「進行状況とエラー」ウィンドウが表示されます。CMOSアップデートが行われるのは、クライアント・ワーク
ステーションの電源をオフにし、再始動した後か、またはクライアントのスケジュールによる予定のアップグレー
ド時刻になった後です。

注: CMOS設定値アップデートが正常に行われなかった場合は、「進行状況とエラー」ウィンドウにエラー・コ
ードが表示されます。エラー・コードの意味は、BIOSレベルに応じて異なります。エラー・コードの暗号
解読は、以下のようにして行います。

a. 該当する BIOSフラッシュ・ディスケットをディスケット・ドライブに挿入する。

b. コマンド・プロンプトで、次のように入力する。

A:¥CMOSUTIL /?

エラー・コードおよびその意味を収めたリストが表示されます。

メインテナンス ファイルへのクライアントの割り当て

保守イメージへのクライアントの割り当ては、以下のようにして行います。

1. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで更新したいクライアントを選択します。

2. 次のいずれか一方を行って、「各クライアントの詳細」ノートブックにアクセスします。

� 選択したクライアントの 1 つをダブルクリックする。

� メニュー・バーの クライアント を選択した上で、構成 を選択する。

3. 「メインテナンス」ページを選択します。

4. 参照 ボタンを使用して正しい保守ファイルを選択するか、提供されるフィールドに直接、フルパスおよびファイ
ル名を入力します (メインテナンスファイルを実行する チェック・ボックスの横に)。

5. メインテナンスファイルを実行する チェックボックスをチェックします。

6. 「各クライアントの詳細」ノートブックの「スケジューラ」ページを選択し、スケジューラ情報を検証します。詳
細については、58ページの『各クライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ』 を参照してください。

7. OK  をクリックして、「設定/メインテナンス」ウィンドウに戻ります。

8. 実行 ボタンをクリックして、変更を処理します。

反復事象のスケジュール

LANClient Control Manager を使用して、ウィルス走査やデータのバックアップなど、スケジュールによる予定の反
復事象を、毎日または毎週を基準として実行することができます。

反復事象 (イメージの再インストール以外) のスケジュールは、以下のようにして行います。

1. 事象の実行に必要なコマンドが入る保守イメージ・ファイル (.MNS)を作成します。

2. 反復事象を実行したいクライアントまたはクライアントのグループに関する、「各クライアントの詳細」ノートブ
ックをオープンします。

3. 「メインテナンス」ページで以下の手順を実行します。

a. 「メインテナンスファイルを実行する」チェックボックスに印を付ける。

b. 「メインテナンス」パネルの 参照 ボタンを使用して、ステップ 1 で作成した保守イメージ・ファイルを選択
する。
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4. 「スケジューラ」ページで、以下の手順を実行します。

a. クライアントスケジューラ (常時) ラジオ・ボタンをクリックする。

b. 毎日/毎週の繰返し処理 ラジオ・ボタンをクリックする。

c. 毎日繰返し または 毎週繰返し ラジオ・ボタンをクリックする。

「毎週繰返し」を選択した場合は、「スケジュールの曜日」セクション内で上下の矢印をクリックして、希望
の曜日を選択します。

5. OK をクリックします。

6. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで 実行 ボタンをクリックします。

保守ファイルは、選択された曜日に実行され、選択に応じて、毎日と毎週のいずれかを基準にして繰り返されます。

保守ファイルの実行を停止する場合は、以下のようにします。

1. クライアントまたはクライアントのグループの「各クライアントの詳細」ノートブックをオープンします。

2. 「メインテナンス」ページの「メインテナンスファイルを実行する」チェックボックスのマークを解除します。

3. 「OK」をクリックします。

4. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで 実行 ボタンをクリックします。

状況によっては、たとえば、教室などでは、授業の終了時にイメージ全体 (オペレーティング・システムおよびアプリ
ケーション) を再インストールして、次の学生グループによる使用に備える必要がある場合があります。

反復スケジューラを使用して、イメージ全体を再インストールする場合は、以下のようにします。

1. イメージを再インストールしたい対象のクライアントまたはクライアントのグループに関する、「各クライアント
の詳細」ノートブックをオープンします。

2. 「ソフトウェア」ページで、「イメージを再読み込みするクライアント」チェックボックスに印を付けます。

3. 「スケジューラ」ページで、以下の手順を実行します。

a. クライアントスケジューラ (常時) ラジオ・ボタンをクリックする。

b. 毎日/毎週の繰返し処理 ラジオ・ボタンをクリックする。

c. 毎日繰返し または 毎週繰返し ラジオ・ボタンをクリックする。

「毎週繰返し」を選択した場合は、「スケジュールの曜日」セクション内で上下の矢印をクリックして、希望
の曜日を選択します。

4. OK をクリックします。

5. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで 実行 ボタンをクリックします。
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クライアント・ワークステーションの設定値の管理

目的: 各クライアント・ワークステーションの装置構成ユーティリティ・プログラム内の情報を変更して、ワークステ
ーションの設定値を管理します。

この節に記載されている手順を実行する場合は、クライアント・ワークステーションの装置構成ユーティリティ・プロ
グラムにアクセスする必要があります。これらの手順で選択する値は、LANClient Control Managerの実行方法に直
接影響します。

ローカル・ハード・ディスク始動を可能にする

組織内にクライアントの構成および保守を集中的に行うエリアがあり、そこから組織内のさまざまなエリアに事前構成
ワークステーションを送る場合は、単一のサーバから LANClient Control Managerを実行して、クライアントの構
成、ハード・ディスクからのクライアントの始動、および LAN からのクライアントの切り離しを行うことができま
す。LANClient Control Manager にはクライアント構成の詳細が保管されているので、保守または再構成のためにク
ライアント・ワークステーションが戻った場合は、その詳細がいつでも使用可能です。

クライアントのローカル・ハード・ディスク始動ができるようにするには、以下のようにします。

1. 新規クライアント・ワークステーションをインストールします。詳しくは、75ページの『新規クライアント・ワー
クステーションのインストール』 を参照してください。

2. 新規クライアント・ワークステーションを走査して、LANClient Control Managerのデータベースに入れます。
詳しくは、79ページの『走査機能の使用』 を参照してください。

3. クライアントをハイブリッド RPLプロファイルおよびプロセスに割り当てます。詳しくは、96ページの『ソフト
ウェア・プロファイル へのクライアントの割り当て』 を参照してください。

4. クライアント・ワークステーションまで出かけて、シャットダウンします。

5. 始動シーケンスを再構成します。

a. ネットワーク・ケーブルをクライアント・ワークステーションから切り離す。

b. クライアント・ワークステーションを再始動し、装置構成ユーティリティ・プログラムに入る。(多くの IBM
ワークステーションでは、このプログラムに入る場合は、F1キーを押す必要があります。管理者パスワード
が設定されている場合は、それを入力します。) 装置構成ユーティリティ・プログラム内で、次のいずれか一
方の方法で、始動シーケンスを変更します。

� ハード・ディスクを最初の始動装置として選択する。

� ディスケットからワークステーションを始動することができるようにしておきたい場合は、ディスケッ
ト・ドライブを最初の始動装置として選択し、ハード・ディスクを 2 番目の始動装置として選択する。

c. 設定値を保管して、プログラムを終了する。

再ロード、または LANClient Control Managerからの保守アクションの実行が必要な場合は、ネットワークが最初の
始動装置で、ハード・ディスクが 2 番目の始動装置となるように、始動シーケンスを設定します。また、ディスケット
からローカルで始動することができるようにもしたい場合は、ディスケット・ドライブが最初の始動装置で、ネットワ
ークが 2 番目の始動装置で、ハード・ディスクが 3 番目の始動装置になるように、始動順序を設定します。こうすれ
ば、クライアントは次回始動時にリモート・ブートを実行することができます。

104 LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

二重始動シーケンスの使用

IBM ワークステーションによっては、装置構成ユーティリティ・プログラム内で、クライアント・ワークステーショ
ンに対して 2 つの始動シーケンスを指定できる場合があります。(具体的な詳細については、使用している IBM ワー
クステーションのユーザ用資料を参照してください。)

LANClient Control Manager を使用する場合は、第 1 の始動シーケンスの最初の始動装置はネットワーク で、ハー
ド・ディスク が 2 番目の始動装置である (または、ディスケット・ドライブ が最初の始動装置で、ネットワーク が 2
番目の始動装置で、ハード・ディスク が 3 番目の始動装置である) 必要があります。ユーザが クライアント・ワーク
ステーションの電源をオンにすると、クライアントがそのハード・ディスクからの始動を続けることができるようにな
る前に、ハイブリッド・リモート・ブート・プロセスがクライアントに接続し、クライアントと "握手" します。これ
は、非常に短いプロセスですが、これによって、システム管理者はクライアント・ワークステーションの制御を常時維
持することができます。イメージのダウンロードまたは保守手順が「すぐに実行する」に実行されるスケジュールであ
る場合は、クライアントはこの時点で処理されます (「デフォルト設定」ノートブックと「各クライアントの詳細」ノ
ートブックのどちらかの「スケジューラ」ページを参照してください)。

第 2 の始動シーケンスが使用されるのは、LANClient Control Managerが LAN を通して ウェイクアップ・パケット
を発行するときの、ワークステーションの始動方法を指定する場合です。IBM ワークステーションによっては、これ
は自動電源オン始動シーケンスと呼ばれる場合もあります。クライアント・ワークステーションの BIOS設定値内で
も、LANClient Control Manager インターフェース内でも、Wake on LAN を使用可能にしておかないと、第 2 の始
動シーケンスが機能することはありません。また、BIOS設定値内で自動電源オン始動シーケンスを使用可能にし、そ
の正しい設定を確保しておくことも必要です。LANClient Control Manager内で Wake on LANを使用可能にする方
法の詳細については、40ページの『「デフォルト設定」ノートブック - 「処理」ページ』 を参照してください。

各始動シーケンスごとに、それぞれ 4 つの始動装置が使用できます。最初の始動装置が失敗した場合は、ワークステー
ションは自動的に、2 番目、3 番目、次いで 4 番目の始動装置による始動を試みます。始動装置としては、次のものが
あります。

� ディスケット・ドライブ
� ネットワーク
� ハード・ディスク
� CD ドライブ

注: 最初の始動装置はネットワークに設定しても、2 番目、3 番目、4 番目の始動装置を設定しなかった場合は、クラ
イアントは、LAN から切り離されると、機能しなくなります。クライアント・ワークステーションをリモートで
始動するためのコマンドは、「各クライアントの詳細」ノートブック の「スケジューラ」ページで指定します。
7 日期間中のいつでもクライアントの電源が自動的にオンになり、クライアントの処理が行われるようにスケジ
ュールしたり、反復事象が毎日または毎週の行われるようにスケジュールする場合は、この機能を使用します。
詳しくは、58ページの『各クライアントの詳細 - 「スケジューラ」ページ』 を参照してください。

サービス用 BIOS 管理パスワードの変更

クライアント・ワークステーションの BIOS設定値にはパスワード保護が施されているので、これが無許可ユーザによ
る始動シーケンスなど、設定値の変更の防止に役立ちます。ほとんどの IBM ワークステーションでは、ワークステー
ションの始動中に F1キーを押せば、通常は BIOS設定値にアクセスすることができます。

BIOS管理パスワードは、「各クライアントの詳細」ノートブックの「メインテナンス」ページで、「BIOS管理パス
ワード」チェックボックスに印を付け、BIOS パスワード フィールドに対して値の追加または除去を行って、設定し
たり使用不可にしたりすることができます。このフィールドがブランクのままになっている場合は、パスワードは使用
不可です。なお、パスワードを変更したり使用不可にした後は、「設定/メインテナンス」ウィンドウの 実行 ボタンを
クリックしないと、加えた変更は有効になりません。
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ほとんどの環境で、クライアント上の BIOSプログラムにアクセスできるのは、許可ユーザのみに限られます。以下の
ステップどおりに実行した場合は、だれか他の人にパスワードを知らせたり、クライアント・ワークステーションに在
席する管理者にパスワードを入力させたり使用不可にさせたりする必要はありません。

1. 研修を積んだユーザまたは許可ユーザをクライアント・ワークステーションに配して、変更を行う態勢を整えさせ
ておきます。

2. サーバで、クライアントの BIOSパスワードを使用不可にします。

3. クライアントで、ワークステーションを再始動して、変更が有効になるようにします。

4. サーバで、BIOSパスワードを使用可能にします。

5. クライアントで、以下の手順を実行します。

a. 再度ワークステーションを再始動し、F1 キーを押して、BIOS設定値にアクセスする。必要な BIOSの変更
を加えます。

b. BIOS設定ユーティリティを終了する。クライアントが再始動し、BIOSパスワードが使用可能になります。

注: 許可ユーザ以外は BIOS設定値にアクセスできないようにします。クライアントの始動シーケンスが BIOS設定
値で変更されて、ネットワーク が最初の始動装置 (または、ディスケット・ドライブの後の最初の始動装置) でな
くなった場合は、LANClient Control Managerからのクライアントの制御はすべて失われます。BIOSパスワー
ドがクライアントで、LANClient Control Manager内で定義されているものとは異なるパスワードに変更された
場合は、ハイブリッド・リモート・ブート制御を再確立することはできません。

BIOS管理パスワードの コード の基準は、キーの位置であって、入力された文字ではありません。したがって、
クライアントのいずれかが使用しているキーボードの言語またはレイアウトが、LANClient Control Managerと
の対話に使用しているキーボードのものと異なっている場合は、BIOS管理パスワードは、クライアントのキー
ボードから入力された場合は、認識されない可能性があります。そこで、使用されているキーボードのすべてで
同じ位置にある文字だけを使用するように、必ず心掛けてください。フィールドがブランクのままになっている
場合は、パスワードは使用不可になります。
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ネットワーク・アダプタのデバイス・ドライバのインストール

目的 : LANClient Control Managerの管理対象となるクライアント・ワークステーションに、新しいネットワーク・
アダプタ用のデバイス・ドライバをインストールします。

この手順を最後までやり遂げるためには、LANClient Control Managerによって用意されている NETWORK.LSTフ
ァイルにアクセスする必要があります。このファイルは、下記のディレクトリに入っています。

LCCM_install_dir¥NETWORK.LST

注: リモート・ブートがさまざまなデバイス・ドライバで機能できるようにする詳細な手順については、下記にアク
セスしてワールド・ワイド・ウェブ (WWW) に照会してください。

http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html

ワールド・ワイド・ウェブ (WWW) で入手できる情報は、サポートされるネットワーク・アダプタのすべてに関
して更新されます。

重要 :ステップ 8 および 9 (108ページ) (NETWORK.LSTファイルの編集) を実行して、たとえ Windows NT
Serverの中のデバイス・ドライバ・サポートが組み込まれているネットワーク・アダプタをインストールする場合で
も、ネットワーク上で使用するすべてのアダプタに関する正しい行記入項目が、NETWORK.LSTに必ず入るようにす
る必要があります。これに該当しない例外には、以下に挙げるものがあるだけです。

� IBM Etherjet ISA 10BASE-T Wake on LAN Adapter
� Integrated Crystal 10BASE-T controller
� Intel EtherExpress PRO/100 Adapter with Wake on LAN
� Integrated Intel 84557-based 10/100 PCI Ethernet
� IBM 100/10 EtherJet PCI Adapter with Wake on LAN
� IBM Auto Wake ISA Token-Ring Adapter
� IBM PCI Wake on LAN Token Ring Adapter

注: 上記のネットワーク・アダプタを使用する場合でも、アダプタの製造が、この NETWORK.LSTの作成日より新
しいものである時には、そのアダプタに新しい MAC アドレスが割当てられている場合があります。この場合に
は、NETWORK.LSTの修正が必要になります。

Windows NT Server の中のデバイス・ドライバ・サポートが組み込まれていないアダプタを使用する場合は、以下の
ステップをすべて実行する必要があります。サポートされるデバイス・ドライバのリストについては、Windows NT
Serverの資料を参照してください。

ネットワーク・アダプタ用のデバイス・ドライバのインストールは、以下のようにして行います。

1. ワークステーションにネットワーク・アダプタをインストールします。アダプタのインストールに関する説明につ
いては、ワークステーションの資料を参照してください。

2. ネットワーク・アダプタ・デバイス・ドライバ・ディスケットをサーバのディスケット・ドライブに挿入します。

3. 使用する正しい DOS NDISデバイス・ドライバを探します。

注: アダプタのメーカはデバイス・ドライバをディスケットに保管するのに異なる方式を使用しているので、
IBM は、該当するデバイス・ドライバを見付けるための特定の情報を提供することはできません。デバイ
ス・ドライバ名は、ディスケットに入っている PROTOCOL.INI、PROTOCOL.SMPまたは *.SMPファイ
ルの中で、パラメータとして提供されている場合があります。デバイス・ドライバは、通常、DOSサブディ
レクトリに保管されています。正しいファイルを探す場合に役立つ情報については、ディスケットの
README または SETUPテキスト・ファイル (提供されている場合) を参照してください。
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4. デバイス・ドライバをディスケットから下記のディレクトリにコピーします。

remote_boot_services_directory¥BBLOCK¥NDIS

5. 次の名前の新しいディレクトリを作成します。

remote_boot_services_directory¥BBLOCK¥NETBEUI¥new_adapter_name

6. ファイル DOSBB.CNFと PROTOCOL.INIを、

remote_boot_services_directory¥BBLOCK¥NETBEUI¥IBMTOK

から、次のディレクトリにコピーします。

remote_boot_services_directory¥BBLOCK¥NETBEUI¥new_adapter_name

注: これらのファイルは、新しいアダプタのテンプレートとして使用されます。

7. new_adapter_nameディレクトリに入っている DOSBB.CNFおよび PROTOCOL.INIを編集します。
DOSBB.CNFファイル内で正しいデバイス・ドライバ名に置き換え、PROTOCOL.INIファイル内に正しいドラ
イブ情報を指定します。PROTOCOL.INI内で使用される設定値について詳しくは、アダプタ・ドライバと共に提
供されている README ファイル、および Windows NTの資料を参照してください。

8. ファイル NETWORK.LSTをエディタにロードします。このファイルは、下記のディレクトリに入っています。

LCCM_install_dir¥NETWORK.LST

9. 次のいずれか一方を行って、NETWORK.LSTファイルを編集します。

� 新しいアダプタを使用する場合は、それぞれのアダプタごとに 1 行ずつ追加する。
� 既存のアダプタを更新する場合は、項目が正しいかどうかチェックする。

重要 : NETWORK.LSTファイルの編集は、入念に行います。ファイルが有効であるかどうかは、各行内のスペー
スおよびセミコロンの位置によって決まります。無効の行はすべて無視されます。セミコロンで始まっている行
は、いずれも注釈行です。注釈行以外の行には、特定のタイプのネットワーク・アダプタに固有の情報が入りま
す。注釈行以外の行内のフィールドは、セミコロンで区切られます。フィールド 8 には、複数の項目を入れること
ができます。複数の項目は相互間をコンマで区切ります。注釈行以外の各行の行末には、セミコロンを付ける必要
があります。

行の形式は、以下のとおりです。

DESCRIPTION;X;Y;BOOT_BLOCK;OS2_BOOT_REC;DEVICE_DRIVER;PNP_PCI_ID;SCAN_ON_OFF;CONFIG_MEM;

where:

DESCRIPTION This is the description of the network adapter that

(field 1) appears in the Network Adapter field on the

Hardware page of the Individual Client Details notebook.

All characters from the start of the line until the

semicolon (;) are used as the description.

X (field 2) This is a unique and sequential number within

in the NETWORK.LST file. Each non-comment line

must have a unique number. Zero is not a valid number.

Y (field 3) This field is reserved by the program. You MUST set

this field to the same value as field 2.

BOOT_BLOCK This field contains the directory name that contains

(field 4) the information used to build the DOS boot record for
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the adapter. Assuming LCCM is installed on the C drive,

the directory named here is located under the

 C:¥WINNT¥RPL¥BBLOCK¥NETBEUI directory. The directory

named in this field contains the DOSBB.CNF and

PROTOCOL.INI files. If you added new adapter device

drivers, you created this directory in step 5 (1ð8ページ) 

of this procedure.

 OS2_BOOT_REC Although you are working with Windows NT, this field

(field 5) must contain the value OS2.

DEVICE_DRIVER This field points to the location of the NDIS DOS

(field 6) device driver for the network adapter. The path

specified here is relative to the Windows NT

remoteboot directory (¥WINNT¥RPL¥). Therefore,

if the entry in this field is BBLOCK¥NDIS¥IBMTOK.DOS

the full path would be

 C:¥WINNT¥RPL¥BBLOCK¥NDIS¥IBMTOK.DOS

PNP_PCI_ID This field contains the PNP (Plug'n'Play) or PCI

(field 7) ID for the network adapter.

- PNP ID = First 7 digits of the PNP number

- PCI ID = First 8 digits of the PCI number

This field can contain a single hexidecimal number.

See 176ページの『IDVIEW.EXE』 for

information about viewing these ID numbers.

SCAN_ON_OFF This field contains the first six digits of the

(field 8) MAC address followed by either =1 or =ð.

This field is used during the scan process to

identify the network adapter type and load the

correct device drivers. Multiple entries are

permitted in this field.

IMPORTANT: The =1 and =ð are used to enable or

disable certain adapter types in the case of a

conflict during a scan operation. See the

following note for more details.

CONFIG_MEM are the settings used to call emm386.exe. This field

(field 9) contains four flags.

- Flag 1 can be X or N.

- Flag 2 can be X or N.

- Flag 3 can be 2 or 4.

- Flag 4 can be X, N, or S.

X indicates to use the CONFIGx.sys file in

the BINFILES¥IBMDOS7 directory. This

file uses EMM386.EXE.

N indicates to use the CONFIGn.sys file in

the BINFILES¥IBMDOS7 directory. This

file does not use EMM386.EXE.

S indicates to use the CONFIGs.SYS file in

the BINFILES¥IBMDOS7 directory. This
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file uses EMM386.EXE.

Flag 1 is used by the normal download process.

Flag 2 is used during the FLASH process.

Flag 3 sets the type of flash process to use.

2 indicates reboot after flash (2 stage)

4 indicates no reboot after flash.

Under most conditions, set this flag to 4.

Flag 4 is used during the Scan process. This

is an optional flag.

注: 2 つ以上のアダプタの MAC アドレスの最初の 6 桁が同じである場合は、リモート・ブートを試みているア
ダプタのタイプを Windows NTが検出するのは不可能である可能性があります。新規クライアントの走査時
に、ネットワーク・ソフトウェアで使用できる唯一のアダプタ情報は、12桁の MAC アドレスだけであり、
この MAC アドレスの最初の 6 桁でアダプタ・タイプが識別されます。現在では、同じ 6 桁の MAC アド
レス・タイプが異なるアダプタに割り当てられている場合があります。

LAN 上で使用しているアダプタ・タイプの数が限られている場合は、問題が生じる可能性はないでしょう
が、識別情報の競合が生じた場合は、走査処理中に競合するアダプタ・タイプの電源をオフにし、各走査ご
とに、(競合) タイプは 1 つに限る必要があります。この制限によって影響が生じるのは、走査処理だけで
す。1 つの =0 (オフ) または =1 (オン) で指定できるのは、最大 5 つのアドレスです。

下に挙げるのは、NETWORK.LSTファイル内にリストされている行の例です。ただし、NETWORK.LSTファ
イル全体を示すものではありません。

IBM Token Ring 16/4;2;2;LCIBMTOK;OS2;BBLOCK¥NDIS¥IBMTOK.DOS;244dððð;ð8ðð5A=1,ððð4ac=1;XN4;

IBM EtherJet ISA;3;3;LCCRYST;OS2;BBLOCK¥NDIS¥ENDS2ISA.DOS;244d1ð1;ðð2ð35=ð;XN2;

IBM Token Ring WOL16/4;5;5;LCIBMWOL;OS2;BBLOCK¥NDIS¥IBMTOKW.DOS;244d1ð7;ððð4acf4=1;XN4;

IBM Token Ring 16/4 PCI;6;6;LCIBMTRP;OS2;BBLOCK¥NDIS¥IBMTRP.DOS;1ð14ðð3e;ððð4ac=ð,ððð629=1;NN4;

Intel 1ð/1ðð PCI Ethernet;7;7;LCINTEL;OS2;BBLOCK¥NDIS¥E1ððB.DOS;8ð861229;ððaaðð=1,ððaðc9=1;NN4;

NETWORK.LST ファイルについて

NETWORK.LSTファイルは、LANClient Control Managerに含まれている最も重要なファイルの 1 つです。また、
新しいタイプのネットワーク・アダプタを使用する場合はもとより、既存のタイプのネットワーク・アダプタを新たに
一括して取得する場合にも、変更が加えられる可能性が最も高いファイルでもあります。ネットワーク管理者の立場に
ある以上、問題が生じた場合の障害追及、および必要な変更を行うためには、NETWORK.LSTファイルに関する理解
がぜひとも必要です。

注: NETWORK.LSTファイルに変更を加えて、新しいタイプのアダプタを追加できるからといって、すべてのネッ
トワーク・アダプタが LANClient Control Managerで機能するという保証にはなりません。

LANClient Control Manager がリモート・ブート用として適正に構成されているクライアント・ワークステーション
を認識しなかったり、不適正な応答を行った場合に、最も障害が生じやすいのが NETWORK.LSTファイルです。

適正に構成された RPLクライアントがオンになると、2 秒ごとに LAN を通して FIND フレームを同報通信します。
各 FIND フレームには、12 文字からなるネットワーク・アダプタの 16 進 MAC アドレスが含まれています。MAC 
アドレスは、一般的には、特定のタイプのネットワーク・アダプタにブロックで割り当てられます。したがって、
MAC アドレスからネットワーク・アダプタのタイプの識別が可能です。

LANClient Control Manager が走査操作を実行するときは、FIND フレームに入っている MAC アドレスを使用し、
これを NETWORK.LSTファイルのフィールド 8 (SCAN_ON_OFF)の情報と比較します。MAC アドレスの最初の
6 桁がフィールド 8 の情報に一致し、フィールド 8 の 2 番目の部分が "1" (ネットワーク・アダプタ使用可能) である
場合は、LANClient Control Managerはフィールド 4 (BOOT_BLOCK)およびフィールド 6 (DEVICE_DRIVER)
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の情報を使用して、クライアントに送信するためのリモート・ブート・イメージを構築します。MAC アドレスの最初
の 6 文字がフィールド 8 の情報に一致しない場合は、LANClient Control Manager は何も行わず、クライアント・ワ
ークステーションは FIND フレームの同報通信を続けます。

リモート・ブート・イメージがクライアント・ワークステーションに送信されても、走査またはリモート・ブート操作
が正常に行われる保証にはなりません。走査処理中にクライアントがハングした場合は、LANClient Control Manager
がネットワーク・カードを誤って識別し、間違ったデバイス・ドライバをクライアントに送信したことが原因と考えら
れます。以下のようにして、NETWORK.LSTファイルの正常確認検査を行います。

1. クライアント MAC アドレスの最初の 6 文字 (フィールド 8 に入っている) が含まれている行を探します。

2. その行のフィールド 1 がネットワーク・アダプタを正しく識別しているかどうか確認します。記述が正しくない場
合は、フィールド 8 に入っているアドレスが間違って入力されている可能性があります。アドレスが別の行に重複
していないかどうか確認チェックします。別の行に重複している場合は、下記が該当します。

� それらの行の 1 つで、MAC アドレスが間違っている可能性がある。

� MAC アドレスの最初の 6 文字が同じアダプタ・タイプが複数使用されている可能性がある。この場合は、競
合が生じるため、フィールド 8 で "=1" を "=0" に代えて、走査操作中、競合アダプタ・タイプを一時的に使
用不可にする必要があります。

3. フィールド 4 にリストされているディレクトリ名が、実際に C:¥WINNT¥RPL¥BBLOCK¥NETBEUI ディレクトリの下
にあり、DOSBB.CNFおよび PROTOCOL.INIファイルがそこに入っているかどうか確認します。

4. DOSBB.CNFファイルをオープンし、正しいデバイス・ドライバ名が入っているかどうか確認します。

5. PROTOCOL.INIファイルをオープンし、正しいデバイス・ドライバ情報が入っているかどうか確認します。
PROTOCOL.INIファイルで使用されている設定値の詳細については、ネットワーク・アダプタ・デバイス・ドラ
イバ・ディスケットに収めて提供されている README ファイル、および Windows NTの資料を参照する必要が
ある場合があります。

正しいデバイス・ドライバがクライアント・ワークステーションに正常にロードされ終わったら、クライアントは
LCCM サーバにログインします。次に、クライアント・ワークステーションに対して走査プロセスが開始されます。
走査プロセスでは、クライアント・ワークステーションに関する情報を収集し、その情報をサーバに戻します。

走査プロセスで収集される項目の 1 つに、ネットワーク・アダプタの PnP ID/PCI識別番号があります。MAC アドレ
スの最上位部分だけでは不十分で、ネットワーク・アダプタを完全に識別することができなかった場合は、
NETWORK.LSTファイルのフィールド 7 (PNP_PCI_ID)を使用して、最終比較が行われます。一致が見付からなか
った場合は、「各クライアントの詳細」ノートブックの「ハードウェア」ページの「ネットワーク・アダプタ」フィー
ルドに、アダプタ・タイプが「未設定」であることが示されます。アダプタ・タイプが「未設定」である場合は、クラ
イアントをプロファイルに割り当てることができない可能性があります。

PnP ID または PCI 識別番号のチェックには、LANClient Control Manager と一緒に提供されている IDVIEW.EXE 
ユーティリティ・プログラムを使用することができます。詳細については、176ページの『IDVIEW.EXE』 を参照し
てください。

データベースのインポート

LANClient Control Manager では、データ・フィールドの全部ではないが、一部をクライアント・データベースにイ
ンポートするすることができます。クライアント・データベースをインポートすることによって、走査機能を使用しな
くても、個々のクライアント・ワークステーションまたはクライアント・ワークステーションのグループをウェイクア
ップする (Wake-on-LANの使用による) 手段として、このデータベースを使用することができます。さらに、このイ
ンポート機能の使用によって、製造梱包リストなどのデータを他のツールで LCCM に提供することもできます。
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データベース・インポート・ファイルの作成には、以下のような規則が幾つか適用される必要があります。

� ファイルには単一のヘッダが含まれる必要があります。

� ヘッダの後には必ずクライアントの詳細が続く必要があります。

� 各クライアント・レコードの終わりを示す最後のフィールドを除いて、各フィールドはそれぞれコンマで終わる必
要があります。

� フィールド値にコンマが組み込まれている場合は、フィールド値を二重引用符で囲む必要があります。

� ファイルはコンマ区切りファイル (.TXT) として保管します。

LCCM へのデータベースのインポートは、以下のようにして行います。

1. メニュー・バーで、ファイル -> インポート -> クライアントデータベースに追加 を選択します。「参照」ボック
スが表示されます。

2. インポートしたい .TXT ファイルを選択します。

注: インポートしたい .TXT ファイルを選択すると、元の lcclient.dbsファイルは自動的に lcclient.bakに 名前
の変更が されます。間違いを犯したり、何らかの理由でデータベースが壊れたりした場合は、lcclient.bak
ファイルの名前を lcclient.dbsに変更すれば、元のデータベースを回復することができます。

LCCM にインポートすることができる有効なヘッダ・フィールドを以下にリストしてあります。これらのフィー
ルドは、大文字小文字を区別しません が、表示されるとおりにラベルを付ける必要があります。

MODEL クライアント・ワークステーションの型式番号。英数字 15文字を限度とする。

NCARD ネットワーク・カードのタイプ。16進 8 文字を限度とする。NETWORK.LSTファイルにもリスト
される必要がある。

VCARD ビデオ・カードのタイプ。16進 8 文字を限度とする。VIDEO.LSTファイルにもリストされる必要
がある。

CONTACT
連絡先情報フィールド。フィールドは、通常、新規クライアントの走査プロセス中に識別される。
ASCII 文字 255文字を限度とする。

LOCATION
ロケーション情報フィールド。フィールドは、通常、新規クライアントの走査プロセス中に識別され
る。ASCII 文字 255文字を限度とする。

COMMENTS
コメント情報フィールド。フィールドは、通常、新規クライアントの走査プロセス中に識別される。
ASCII 文字 255文字を限度とする。

RAMSIZE クライアント・ワークステーションの RAM の量。値は 32767メガバイトを最大限とし、1 メガバ
イト単位の増分でリストされる。このフィールドにはコンマを組み込んではならない。

DISKSIZE クライアント・ワークステーションの 1 次ハード・ディスクのサイズ。値は 2147483647メガバイ
トを最大限とし、1 メガバイト単位の増分でリストされる。このフィールドにはコンマを組み込んで
はならない。

LANGUAGE
BIOS言語に等価の数値。言語定義キーについては、114ページの『クライアント・データベース・
レポートのフィールド』の"LANGUAGE" を参照。
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BIOSLEVEL
クライアント・ワークステーション上に存在している BIOSのレベル。英数字 8 文字を限度とす
る。

CLIENT_TYPE
クライアント・ワークステーションで使用されるネットワーク・カード・プロトコル。1 文字のみ
(0=RPL、1=DHCP)。

NETWORKNAME
8文字。たとえば、CLNT_09。英数字のみ

SERIALNUMBER
ワークステーションのシリアル番号。15文字。英数字。

PROFILE_NAME
このクライアントに割り当てたいプロファイルの名前。ASCII 文字 64文字を限度とする。このフィ
ールドをブランクにしておくと、クライアントは強制的に"未割り当て" クライアントの欄に入れられ
る。

NETWORKADDRESS
12文字 (厳密に)。

CLIENT_PARAM_VALUE1 ～ CLIENT_PARAM_VALUE8
クライアント・パラメータ値。ASCII 文字 24文字を限度とする。

LCCM_CONTROLLED_STATUS
LCCM がこのクライアントを制御するか ? 1文字のみ (0=LCCMによるクライアントの制御、1=
このプログラムによらない)。
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データベースのエクスポート

データベース・エクスポート機能を使用すると、クライアントまたはプロファイルに関して詳細なレポートをコンパイ
ルすることができます。データベース・エクスポート機能は、.TXT コンマ区切りファイル形式を読み取ることができ
るアプリケーションに、クライアント・データベースまたはプロファイル・データベースをエクスポートする場合に使
用することができます。このファイル形式は、ほとんどの表計算プログラム、データベース・アプリケーション、また
はワード・プロセッサーに簡単にインポートすることができます。インポートされたファイルは、参照目的や情報源と
して使用することができます。

注: エクスポートされたクライアント・データベース・レポート は、LANClient Control Managerのクライアント・
データベース・インポート・ファイルとして使用することはできません。一部のフィールドだけが LCCMのクラ
イアント・データベースにインポートされる場合があります。詳しくは、111ページの『データベースのインポー
ト』 を参照してください。

以下の 2 つのデータベース・エクスポート・オプションが使用できます。

1. クライアント・データベース・レポート

2. プロファイル・データベース・レポート

LANClient データベース・レポートのエクスポートは、以下のようにして行います。

1. ファイル -> エクスポート を選択します。クライアント・データベース・レポートまたはプロファイル・データベ
ース・レポートをエクスポートするためのオプションが示されます。

2. 「クライアントデータデース」と「プロファイルデータベース」のどちらかを選択します。

3. エクスポート・ファイルを保管します。デフォルトのファイル名は、クライアント・データベース・レポートの場
合が LCCLIENT.TXT で、プロファイル・データベース・レポートの場合が LCPROFIL.TXTです。

こうして保管されたファイルは、コンマ区切り (.TXT) ファイルの読み取りができる表計算アプリケーション、デ
ータベース・アプリケーション、またはワード・プロセッサー・アプリケーションであれば、どれにでもインポー
トすることができます。

データベース・レポートの読み取り

この例では、クライアント・データベース・レポートが Lotus 1-2-3にインポートされる場合を示します。レポートの
読み取りは、以下のようにして行います。

1. Lotus 1-2-3 で、ファイル -> 開く を選択します。

2. Text, (.TXT)として 「Lotus 1-2-3 File Open Type」を選択します。

3. 「Text File Options」ボックスが表示されます。"Start new column at each" にチェック・マークを付け、comma
を選択します。

現行ワークブックにファイルを直接インポートする場合は、「Combine with current workbook」チェックボック
スに印を付け、「Combine」ボタンを押して、ファイルをインポートします。

クライアント・データベース・レポートのフィールド

以下には、LANClient Control Managerのクライアント・データベースの内容の明細を表示してあります。すべての
クライアントですべてのフィールドにデータが入っているとは限りません。

valid 1=有効なレコード、2=削除済み、3=変更済み、4=新規レコード
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lastupdated 0=更新されたことはない、1=更新されたことがある

networkaddress MAC アドレス

networkname LCCM のクライアント名 (例 : CLNT01)

bootstatus 0=クライアントは使用不可になっていない、1=「クライアント・ディセーブル」ボックスに印
が付けられている、クライアントは使用不可になっている

biospassword クライアントの BIOSパスワード

serialnumber ネットワーク・カードのシリアル番号

model コンピュータのタイプ、型式番号

location ロケーション、クライアント変数参照

contact 連絡先、クライアント変数参照

comments コメント、クライアント変数参照

ncard ネットワーク・カードのタイプ

vcard ビデオ・カードのタイプ

ramsize クライアントの RAM の量

disksize クライアントのハード・ディスクのサイズ

profile_name クライアントに割り当てられたプロファイル、ソフトウェア参照

personalization 0=個別設定なし、1=特別の個別設定を使用、「個別処理」チェックボックスの状況

date_time.tm_hour クライアントの最終更新 (時)

date_time.tm_sec クライアントの最終更新 (秒)

date_time.tm_mdayクライアントの最終更新 (日)

date_time.tm_mon クライアントの最終更新 (月)

date_time.tm_year クライアントの最終更新 (年)

date_time.tm_wday クライアントの最終更新 (曜日)、0=日曜日、6=土曜日

date_time.tm_yday クライアントの最終更新 (年内通算日)、0 ～ 365

date_time.tm_idst クライアントの最終更新 (夏時間使用)、0=夏時間なし、1=夏時間

biosimage クライアントの BIOSのパスおよびファイル名

bioslevel クライアントの BIOSレベル

language BIOS言語の数値識別キー : 0=BE、1=BR、2=CE、3=CF、4=DK、5=FR、6=GR、7=IT、
8=JP、9=LA、10=NL、11=NO、12=PO、13=SF、14=SG、15=SP、16=SU、17=SV、
18=UK、19=US

cmosupdatefile クライアントの CMOSアップデートのパスおよびファイル名

errorcode クライアントの処理からの最終エラー・コード、0=エラーなし

maintainfile クライアントの保守ファイルのパスおよびファイル名

restart スケジュールによる予定の処理のためのクライアントのシャットダウン、0=強制シャットダウン
を行わない、1=オペレーティング・システムの再始動、2=電源オフ/再始動
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client_scheduled クライアント処理スケジュール、0=すぐに実行する、1=スケジュールによる予定の日付/時
刻、2=繰り返し

schedule クライアント・スケジューラ定義、0=デフォルトのスケジュール、1=クライアント・スケジュ
ーラを 1 回使用する、2=クライアント・スケジューラを常時使用する

scheddayoption 0= 24 時間以内、1= 指定された曜日、client_scheduled=1 の場合は、0= 毎日繰り返す、1= 毎
週繰り返す

schedtimeoption スケジューラ・クロックのタイプ、0= 12時間制、1= 24時間制

schedule_days 事象スケジューラによって選択された曜日、0=日曜日 ～6=土曜日

schedule_hours 事象スケジューラによって選択された時刻の「時」

schedule_minutes 事象スケジューラによって選択された時刻の「分」

client_param_value1～client_param_value8
クライアント・パラメータ

lccm_controlled_status
LCCM によるクライアントの制御、0=はい、1=いいえ

client_type クライアント・プロトコル、0=RPL、1=DHCP

以下には、LANClient Control Managerのプロファイル・データベースの内容の明細を表示してあります。すべての
クライアントですべてのフィールドにデータが入っているとは限りません。

valid プロファイルデータベースの有効性、1=有効なレコード、2=削除済み、3=変更済み、4=新規
レコード

type プロファイル・タイプ、0=スタンダード・リモート・ブート、1=ハイブリッド、2=ハイブリ
ッド NT、3=プロファイルなし

name プロファイル名

ncard 特定のネットワーク・カードのタイプ

vcard 特定のビデオ・カードのタイプ

ramsize クライアントのメモリーサイズ

disksize クライアントのハード・ディスクのサイズ

userpreload 「プリロードを実行する」チェックボックスの状況、0=プリロードを使用しない、1=プリロー
ドを使用する

personalization 「個別処理」チェックボックスの状況、0=個別設定ファイルを使用しない、1=個別設定ファイ
ルを使用する

dos_fileload スタンダード・リモート・ブート・イメージのファイル名

preload_image プリロード・イメージのファイル名

answerfile ハイブリッド NT 応答ファイルのファイル名

final_image ファイナル・イメージのファイル名

nt_source ハイブリッド NT 配布用ディレクトリ

client_clone スタンダード・リモート・ブート名

description プロファイル記述、タブ付きセクション参照

116 LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

prof_param_name_1～prof_param_name_8
プロファイル・パラメータ名

prof_param_value_1～prof_param_value_8
プロファイル・パラメータ値

prof_param_describe_1～prof_param_describe_8
プロファイル・パラメータ記述

client_param_name_1～client_param_name_8
クライアント・パラメータ値

client_param_values_1～client_param_values_8
クライアント・パラメータ値

client_param_describe_1～client_param_describe_8
クライアント・パラメータ記述
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概要

ハイブリッド・リモート・ブート・プロセスに一層習熟していただけるように、研修用演習を用意しました。それぞれ
の演習には、イメージ・バッチ・ファイルの作成方法、および LANClient Control Managerによるその使用法を示す
特定の例が挙げてあります。

重要 : LANClient Control Managerに関する IBM 国際プログラム・ライセンス契約の条項および条件では、本書で
言及されているアプリケーション・ソフトウェアまたはオペレーティング・システム・ソフトウェアであっても、
LANClient Control Manager の一部として出荷されていないものについては、インストール、コピー、または使用す
るライセンスを付与するものではありません。したがって、LANClient Control Managerで使用するつもりがあるソ
フトウェアについては、そのいずれに関しても適切なライセンスをあらかじめ必ず取得しておいていただきます。この
章の演習を使用するにあたっては、以下の情報を常時念頭に置いていただきます。

� ハイブリッド・リモート・ブート操作用として自動的に作成される環境は、ダウンロード・プロセス中にクライア
ント・ワークステーション上に作成されます。詳しくは、12ページの『ハイブリッド・リモート・ブートの環境』
を参照してください。

� XCOPYの考慮事項

LANClient Control Manager によるソフトウェア・プロファイルの使用法は、非常に柔軟性に富んでいます。し
たがって、インストール先で独自の方式を用いてプログラムおよびデータをクライアントにコピーしたいと考えて
いる場合は、その方式を LANClient Control Managerに適応させることができると思われます。たとえば、この
節に挙げてある演習では、XCOPYを使用してファイルをコピーします (ただし、Windows 95の演習だけは例外
で、PKZIPを使用しますが、その理由は、ディレクトリ構造の深さが XCOPYの制限を超えるからです)。また、
PKZIPなど、別のアーカイブ・プログラムを使用して、ファイルを移送することもできます。詳しくは、85ペー
ジの『代替方式の使用によるイメージの移送』 を参照してください。

� ファイルの例

すべての演習で使用するファイルの例は、157ページの第6章、『ファイル例』 に示してあります。

� ユーティリティ・プログラム

この章の演習を実行する場合に使用する必要があるユーティリティ・プログラムは、LANClient Control Manager
で用意されています。ユーティリティによっては、実行しようとしているタスクでは必要がなかったり、演習で使
用する方法とは別の方法での使用を選択できる場合もあります。ユーティリティ・プログラムについて詳しくは、
163ページの第7章、『LANClient Control Managerと共に提供されるユーティリティ』 を参照してください。
これらのユーティリティは LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリに入っています。
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DOS/Windows イメージ

この演習では、クライアント・ワークステーションに DOS/Windowsイメージをリモート・インストールします。イ
メージにはその他のアプリケーションを含めることもできますが、この演習の目的上、具体的に言及されるソフトウェ
アは、DOSと Windowsのみに限られます。

注: この演習の一環として、MOCKINI.TXT と呼ばれるテキスト・ファイルを作成します。このファイルは、
LANClient Control Manager で用意されているパラメータ引き渡し機能を使用して、ハイブリッド RPL ダウン
ロード・プロセス中に変更されます。このテキスト・ファイルの目的は、パラメータ引き渡し技法を使用する手
近な演習を提供することだけにあります。実際の作業状況では、この同じパラメータ引き渡し技法を使用し
て、.INI ファイル、またはクライアント固有の情報 (ドメイン名、ゲートウェイ・アドレス、ユーザ ID、IP アド
レスなど) を必要とするテキスト・ベースのファイルを変更することができます。

目的 : この演習では、以下のことを行います。

� クライアント・ワークステーションをセットアップする。
� クライアント・ワークステーションを LANClient Control Managerのデータベースに追加する。
� DOS/Windowsイメージを作成する。
� DOS/Windowsイメージをサーバに移送する。
� クライアント・ワークステーションをソフトウェア・プロファイルに割り当てる。
� DOS/Windowsイメージをクライアント・ワークステーションにダウンロードする。

演習に着手する前に、下記のものを用意しておく必要があります。

� LAN に接続されたサーバ。このサーバは機能している必要があり、LANClient Control Managerがすでにインス
トールされている必要があります。

� LANClient Control Manager の「デフォルト設定」ノートブック。適正なデフォルトの情報を用いてセットアッ
プされている必要があります。詳細については、76ページの『走査に先立って行う特定のデフォルトの設定』 を
参照してください。

� 管理の対象となる新規クライアント・ワークステーションと互換性のあるドナー・ワークステーション。
� 84ページの『ドナー・ワークステーション始動イメージの使用』 で説明されているような、ドナー・ブート始動
イメージ。このイメージは、ステップ 8 (123ページ) でドナー・ワークステーションに割り当てます。

� DOSおよび Windowsに関する 3 つのライセンス。
� クライアント・ワークステーション。このワークステーションは、ネットワーク・アダプタを搭載し、DOSおよ
び Windows が稼働するために必要なハードウェア要件に適合する必要があります。

以下のようにして、DOS/Windowsイメージをインストールします。

1. 2台の クライアント・ワークステーションをインストールし、それを LAN に接続します。(詳細については、75
ページの『新規クライアント・ワークステーションのインストール』 を参照してください。)クライアント・ワー
クステーション の 1 台がドナー・ワークステーションになります。もう 1 台はイメージを受信することになり、
この演習では、以後クライアント・ワークステーションと呼ぶことにします。

2. LANClient Control Manager を開始し、新しいドナー・ワークステーションおよびクライアント・ワークステー
ションの走査を行います。(詳細については、79ページの『走査機能の使用』 を参照してください。)

3. ドナー・ワークステーションに DOSおよび Windowsをインストールします。さらに、この時点で、追加のアプ
リケーションをインストールすることもできます。

4. ドナー・ワークステーションにディレクトリ C:¥LANCLI を作成します。
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5. 次のユーティリティ・プログラムを C:¥LANCLI ディレクトリにコピーします。

 � DISKDOS.EXE
 � LCATTRIB.EXE
 � DEDITD.EXE

上記のユーティリティ・プログラムは、LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリに入っているはずです。

6. 変更用のテキスト・ファイルを作成します。これは、パラメータ引き渡し技法の使用による変更の対象となるファ
イルです。

a. 内容を以下に限って、テキスト・ファイルを作成する。

REM Sample File for LCCM Exercise

[Common data]

OrgName = dummy_Org

[Individual data]

FullName = dummy_Username

JoinDomain = dummy_Domain

NetworkAddress = dummy_Caddress

注: このファイルの形式には、.INI ファイルをシミュレートします。通常は、既存の .INI ファイル (または
その他のテキスト・ベースのファイル) を編集して、既存の値を "ダミー" 名に置き換えます。"ダミー"
名は、この演習において後で作成するファイナル・イメージ・バッチ・ファイルで参照されます。イメ
ージがダウンロードされると、カスタマイズ・バッチ・ファイルでは、組織に共通の値、および個々の
クライアントに固有の値でダミー名を置き換えます。

b. ファイルを次のようにドナー・ワークステーションに保管する。

C:¥LANCLI¥MOCKINI.TXT

7. ドナー・ワークステーションで、バックアップ・バッチ・ファイルを作成して保管します。

a. テキスト・エディタを使用して、下記を内容とするバックアップ・バッチ・ファイルを作成する。

D:

CD ¥

¥LANCLI¥DISKDOS /F=D:¥LANCLI¥DOS7.BB /D=D /R=R

¥LANCLI¥LCATTRIB D:¥ /A /S

C:

MD ¥LCCM¥DOS7ð

CD ¥LCCM¥DOS7ð

XCOPY D:¥\.\ C:\.\ /S /E

D:

CD ¥

¥LANCLI¥LCATTRIB D:¥ /R /S

バックアップ・バッチ・ファイルは、イメージを作成し、それをサーバに移送し、その上で、ドナー・ワーク
ステーション上のイメージを元の状態 (バッチ・ファイルを実行する前の状態) に復元する場合に使用しま
す。バックアップ・バッチ・ファイル内で使用されるコマンドの説明については、158ページの『バックアッ
プ・バッチ・ファイル - DOS/Windowsイメージ』 を参照してください。

b. バックアップ・バッチ・ファイルを次のようにドナー・ワークステーションに保管する。

D:¥LANCLI¥BACKUP.BAT
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8. ドナー・ワークステーションをドナー・ブート始動イメージに割り当てます。次に、ドナー・ワークステーション
をネットワークに接続し、84ページの『ドナー・ワークステーション始動イメージの使用』 の手順で説明されて
いるようにして、LCCM サーバへの接続を確立します。

9. ドナー・ワークステーション上で、ディレクトリをローカル・ディスク・ルート・ディレクトリ (ドライブ D) に
変更します。

10. LANCLI ディレクトリに変更し、BACKUP.BAT と入力して、バックアップ・バッチ・ファイルを実行します。こ
のコマンドによって、イメージがドナー・ワークステーションからサーバに移送されます。

11. イメージがサーバに移送されたら、管理者コンソールにおいて、「進行状況とエラー」ウィンドウ内で、クライア
ントを選択した上で、終了 (選択) ボタンをクリックして、ドナー・ブート・プロセスを停止します。

12. プリロード・バッチ・ファイルを作成します。

注: プリロード・イメージ・バッチ・ファイルの作成は、LANClient Control Managerでは任意選択ステップで
す。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルが必要なのは、イメージをインストールする前に、クライア
ント・ワークステーションのハード・ディスクをパーティションに分割しておきたい場合だけです。

a. テキスト・エディタを使用して、下記を内容とするプリロード・イメージ・バッチ・ファイルを作成する。

@echo off

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

IF "%CDWNTYPE%"=="ð" GOTO RPL

%LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

GOTO NEXT

:RPL

%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

:NEXT

プリロード・イメージ・バッチ・ファイル内で使用されるコマンドの説明については、160ページの『プリロ
ード・イメージ・バッチ・ファイル』 および 166ページの『FDISK.COM』 を参照してください。

重要 : 基本パーティションのサイズが 2048 MB (2 GB)を超えることはできません。FDISK コマンド行引き
数、最大パーティション・サイズ、および最大論理ドライブ・サイズに関する追加情報については、166ペー
ジの『FDISK.COM』 を参照してください。

b. プリロード・イメージ・バッチ・ファイルを次のようにLCCM サーバ上に保管する。

¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥FAT_PR.LCP

注: このファイルにはどんな名前を付けても構いませんが、拡張子は .LCPとする必要があります。この演
習では、以後 FAT_PR.LCPという名前を使用することにします。

13. 管理者コンソールで、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを作成します。

注: ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルは、ハイブリッド・リモート・ブート・ダウンロードの処理時
に、DOSネットワーク始動によって、クライアント上で実行されます。

a. テキスト・エディタを使用して、下記を内容とするファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを作成する。
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%LCCMPATH%¥FORMAT %TARGET% < %LCCMPATH%¥FORMAT.DAT

XCOPY %LCCMPATH%¥DOS7ð¥IBMBIO.COM %TARGET%¥

XCOPY %LCCMPATH%¥DOS7ð¥IBMDOS.COM %TARGET%¥

XCOPY C:¥LCCM¥DOS7ð¥\.\ D:¥ /S /E /V

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥DISKDOS /F=%TARGET%¥LANCLI¥DOS7.BB /R=W /D=%TARGET%

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /R /S

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð %TARGET%¥LANCLI¥MOCKINI.TXT dummy_Org %ORGNAME%

¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð %TARGET%¥LANCLI¥MOCKINI.TXT dummy_Username %USERNAME%

¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð %TARGET%¥LANCLI¥MOCKINI.TXT dummy_Domain %DOMAIN%

¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð %TARGET%¥LANCLI¥MOCKINI.TXT dummy_Caddress %CADDRESS%

ファイナル・イメージ・バッチ・ファイル内で使用されるコマンドの説明については、161ページの『ファイ
ナル・イメージ・バッチ・ファイル - DOS/Windowsイメージ』 を参照してください。

b. ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを次のようにサーバ上に保管する。

¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥DOS7ð.LCI

注: このファイルにはどんな名前を付けても構いませんが、拡張子は .LCI とする必要があります。この演習
では、以後 DOS70.LCIという名前を使用することにします。

14. DOS/Windowsイメージに関する「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックを作成します。

a. LANClient Control Manager の「設定/メインテナンス」ウィンドウで、メニュー・バーの プロファイル を
選択した上で、新規作成 を選択する。これで「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックがオープン
します。

b. 「詳細」ページで以下の手順を行う。

� 「プロファイル名」フィールドに DOS_WIN_Test と入力する。

注: このプロファイルにはどんな名前を付けても構いません。この演習では、以後 DOS_WIN_Testと
いうプロファイル名を使用することにします。

� 「ハイブリッド」ラジオ・ボタンをクリックする。

� 「説明」フィールドに、次のような記述を入力する。

 Exercise profile

DOS 7.ð with Windows 3.X

c. 「最小ハードウェア」ページで以下の手順を行う。

� 「ネットワークアダプタ」フィールドのドロップダウン・メニューから、クライアント・ワークステーシ
ョン用として該当するアダプタを選択する。

� 「ビデオチップセット」フィールドのドロップダウン・メニューから、すべてのアダプタ を選択する。

� メモリサイズ フィールドに 0 と入力する。

� 「ハードディスクサイズ」フィールドに 0 と入力する。

d. 「ソフトウェア」ページで、「参照」ボタンを使用して、下記の検出を行う。

� 「プリロードイメージ」フィールドの

FAT_PR.LCP
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� 「ファイナル・イメージ」フィールドの

DOS7ð.LCI

さらに、「プリロードを実行する」ボックスに必ず印を付けます。

e. 「パラメータ」ページで、次のパラメータ名をセットアップする。

 名前 値
 ===== ======

 ORGNAME 自社の社名を入力する

注: このページの値は、このプロファイルを使用するクライアントのすべてに共通です。

f. 「クライアント・パラメータ」ページで、次のパラメータ名をセットアップする。

 名前 値
 ===== ======

USERNAME - ブランクのままにする -

DOMAIN - ブランクのままにする -

注: このページで使用されている値は、このプロファイルに割り当てられているクライアントのそれぞれに
関する「各クライアントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページに渡されます。ファイナル・イ
メージ・バッチ・ファイルでは %CADDRESS%を使用しますが、このページでそれを指定する必要は
ありません。%CADDRESS%は、「各クライアントの詳細」ノートブックの「詳細」ページから「ア
ドレス」フィールドの内容をピックアップする特殊値です。その他の特殊パラメータに関する追加情報
については、88ページの『パラメータ例外』 を参照してください。

g. OK を選択して、ノートブックを保管して終了する。

15. クライアントを新しいソフトウェア・プロファイル (DOS_WIN_Test)に割り当てますが、「変更の処理は、この
演習の後段のステップでその旨の指示がなされるまでは行いません。」(クライアントの割り当てに関する説明に
ついては、96ページの『ソフトウェア・プロファイル へのクライアントの割り当て』 を参照してください。)

16. このプロファイルに割り当てられた新規クライアントに関する「各クライアントの詳細」ノートブックをオープン
します。(詳細については、99ページの『既存のクライアントの変更』 を参照してください。)

a. 「パラメータ」ページで、次の名前の値をセットアップする。

 名前 値
 ===== ======

 USERNAME エンド・ユーザの名前を入力する
DOMAIN ドメイン名 (または、ドメイン名を表すテキスト) を

 入力する

b. OK を選択して、ノートブックを保管して終了する。

17. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで「実行」ボタンをクリックして、処理を開始します。

18. クライアント・ワークステーションをオンにします。

プリロード・イメージ・バッチ・ファイルを使用した場合は、クライアントのハード・ディスクがまずパーティシ
ョンに分割されます。次に、ハード・ディスクのフォーマットが行われ、イメージがクライアントのハード・ディ
スクにダウンロードされ、その特定のクライアントに見合うようにカスタマイズされます。クライアントは次回始
動時には、それ自体のハード・ディスクから DOS/Windowsの始動を行います。

クライアント・ワークステーションで MOCKINI.TXT ファイルをオープンすると、ダミー・パラメータが
LANClient Control Manager のノートブックに定義されているパラメータで置き換えられていることが分かりま
す。
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同じプロファイルに追加のクライアントを割り当てることができます。ただし、追加の割り当てを処理するにあた
っては、その前に、新規クライアントのそれぞれに関する「各クライアントの詳細」ノートブックを編集し、この
演習で説明されているように、「パラメータ」ページを変更します。
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Windows 95 イメージ

この演習では、クライアント・ワークステーションに Windows 95イメージをリモート・インストールします。

目的 : この演習では、以下のことを行います。

� クライアント・ワークステーションおよびドナー・ワークステーションをセットアップする。
� クライアント・ワークステーションを LANClient Control Managerのデータベースに追加する。
� ドナー・ワークステーション上に Windows 95ドナー・イメージを作成する。
� Windows 95 レジストリを変更して、個別設定値を受け入れる。
� Windows 95 イメージのソフトウェア・プロファイルを作成する。
� Windows 95 イメージをサーバに移送する。
� クライアント・ワークステーションをソフトウェア・プロファイルに割り当てる。
� 個別設定されたパラメータ値に関して「各クライアントの詳細」ノートブックを変更する。
� Windows 95 イメージをクライアント・ワークステーションにダウンロードする。
� Windows 95 レジストリを変更して、「各クライアントの詳細」ノートブックで割り当てられたパラメータに一致
させる。

� クライアント・ワークステーションを再始動して、Windows 95をクライアントのハード・ディスクから始動す
る。

演習に着手する前に、下記のものを用意しておく必要があります。

� LAN に接続されたサーバ。このサーバは正しいサーバ・ソフトウェアで構成される必要があり、サーバおよび別
のクライアント・ワークステーションには LANClient Control Managerがすでにインストールされている必要が
あります。

� LANClient Control Manager の「デフォルト設定」ノートブック。適正なデフォルトの情報を用いてセットアッ
プされている必要があります。詳細については、76ページの『走査に先立って行う特定のデフォルトの設定』 を
参照してください。

� Windows 95 インストール CD。
� Windows 95 の資料、特にレジストリに関する情報へのアクセス。
� クライアント・ワークステーション。このワークステーションは、ネットワーク・アダプタを搭載し、Windows

95が稼働するために必要なハードウェア要件に適合する必要があります。
� 管理の対象となる新規クライアント・ワークステーションと互換性のあるドナー・ワークステーション。
� 84ページの『ドナー・ワークステーション始動イメージの使用』 で説明されているような、ドナー・ブート始動
イメージ。このイメージは、ステップ 8 (129ページ) でドナー・ワークステーションに割り当てます。

� Windows 95 に関して該当する数のライセンス。
� LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリにインストールされた PKZIPおよび PKUNZIPのライセンス・コ
ピー。

以下のようにして、Windows 95イメージをインストールします。

1. 2台のクライアント・ワークステーションをインストールし、それを LAN に接続します。(詳細については、75
ページの『新規クライアント・ワークステーションのインストール』 を参照してください。)

クライアント・ワークステーションの 1 台がドナー・ワークステーションになります。もう 1 台は Windows 95
イメージを受信することになり、この演習では、以後クライアント・ワークステーションと呼ぶことにします。

2. LANClient Control Manager を開始し、新規クライアント・ワークステーションの走査を行います。(79ページの
『走査機能の使用』 を参照してください。)

3. Windows 95 インストール CD を使用して、ドナー・ワークステーションに Windows 95 をインストールしま
す。
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インストール中にユーザ名、ワークグループ、製品 ID などについて行われる質問すべてを常時追跡します。これ
らの質問に関連した属性は、後でこの演習の中で、パラメータ引き渡し方式を使用して変更します。

4. ドナー・ワークステーションで、ドライブ C に LANCLI という名前のディレクトリを作成します。

5. 次のユーティリティ・プログラムを C:¥LANCLI ディレクトリにコピーします。

 � DISKDOS.EXE
 � LCATTRIB.EXE
 � DEDITD.EXE
 � DOSLFNBK.EXE

これらのプログラムはサーバの LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリに入っているはずです。

6. Windows 95 レジストリのバックアップを作成します。

注: このファイルは、後でこの演習の中で、ドナー・ワークステーションを作業用のクライアント・ワークステ
ーションに復元して戻す場合に使用します。

a. Windows 95 インターフェースで、スタート をクリックする。

b. ファイル名を指定して実行 を選択する。

c. 所定のフィールドに REGEDIT と入力し、OK を選択する。「レジストリ」メニューが表示されます。最上位
フォルダ (ウィンドウの左上にある) が「マイコンピュータ」フォルダであるかどうか確認します。

d. レジストリ を選択する。

e. レジストリファイルの書出し を選択する。

f. 「保存する場所」フィールドで、プルダウン・メニューから「ドライブ C」を選択し、ディレクトリ・メニュ
ーから「Windowsフォルダ」を選択する。

g. 「書き出し範囲」セクションの すべて ラジオ・ボタンを選択する。

h. 「ファイル名」フィールドに PRIMARY.REG と入力し、保存 を選択する。

7. ダミー値で Windows 95レジストリを変更します。

注: Windows 95レジストリに関する実用的な知識が必要です。レジストリにエラーがあると、ワークステーシ
ョンの適正な機能が妨げられる場合があります。レジストリの編集時に実行するステップをすべて記録しま
す。

a. 編集 を選択する。

b. 検索 を選択する。クライアント・ワークステーションに関する共通のパラメータと固有のパラメータのどち
らかを識別する「値」名を検索します。

共通のパラメータの「値」名の例 :

Workgroup このパラメータでは、クライアント・ワークステーションが接続されるワークグループを
識別します。

固有のクライアント・パラメータの「値」名の例 :

ProductId このパラメータでは、Windows 95ライセンス・プロダクト識別番号を識別します。各ク
ライアント・ワークステーションには、それぞれ独自の ProductIdが必要です。

注: 新規属性の検索は、常に、レジストリ・ファイルの最上部 (「マイコンピュータ」フォルダ) から開始し
ます。

c. 属性が検出されたら、右マウス・ボタンをクリックしてから、ポップアップ・メニューの 変更 を選択する。
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d. 「文字列の編集」ダイアログ・ボックスで、「値のデータ」ストリングが強調表示されるので、この値をダミ
ー値に変更して、OK を選択する。

ダミー値をレジストリに追加する場合は、次のリストを使用します。

 共通のパラメータ

 検索する 値のデータを置き
 値の名前 替えるダミー
 ============== ===============

 Domain dummy_DomName

 Workgroup dummy_Wkgrp

 NameServer dummy_NameServ

 IPMask dummy_IPMask

 DefaultGateway dummy_DefGate

 RegisteredOwner dummy_RegName

 固有のクライアント・パラメータ

 検索する 値のデータを置き
 値の名前 替えるダミー
 ============== ===============

 ComputerName dummy_CName

 IPAddress dummy_IPAddr

 HostName dummy_Hname

 ProductID dummy_IDNum

 username dummy_user

Windows 95 に他のアプリケーションが追加されると、レジストリが変更されます。この変更内容には、各ワ
ークステーションに対する共通および固有の属性があります。他のアプリケーションがドナー・イメージに組
み込まれている場合は、以下の点を考慮します。

� レジストリを検索して、アプリケーション・プログラム名、またはプログラム名の一部がないかどうか調
べる。

� プログラムによっては、.DLL または .EXE項目の名前の先頭に同じ開始文字を使用するものがあるの
で、そのような開始文字がないかどうか検索する。

e. ダミー・ステートメントでレジストリを変更したら、メニュー・バーの レジストリ を選択する。

f. レジストリファイルの書き出し を選択する。

g. 「保存する場所」フィールドで、プルダウン・メニューから「C」を選択し、ディレクトリ・メニューから
「Windowsフォルダ」を選択する。

h. 「書き出し範囲」セクションの すべて ラジオ・ボタンを選択する。

i. 「ファイル名」フィールドに CLONE.REG と入力し、保存 を選択する。

これで次の 2 つのレジストリ・ファイルができました。PRIMARY.REGには元の値が入り、CLONE.REGには
ダミー値が入っています。

8. クライアントをドナー・ブート・プロファイルに割り当て、84ページの『ドナー・ワークステーション始動イメー
ジの使用』 の手順で説明されているようにして、LCCM サーバへの接続を確立します。

9. ドナー・ワークステーションで、ディレクトリをローカル・ディスク・ルート・ディレクトリ (ドライブ D) に変
更します。
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10. Windows 95 イメージを作成してサーバに移送するための、Windows 95 バックアップ・イメージ・バッチ・ファ
イルを作成します。

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥DISKDOS /F=%TARGET%¥LANCLI¥W95BT /D=%TARGET% /R=R

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /A /S

¥LANCLI¥DOSLFNBK %TARGET%¥

%LCCMPATH%

MD WIN95

CD WIN95

%LCCMPATH%¥PKZIP %LCCMPATH%¥WIN95¥WIN95.ZIP -r -P %TARGET%¥\.\

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /R /S

11. バッチ・ファイルを BACKUP.BAT としてドナー・ワークステーションに保管します。

12. ファイル AUTOEXEC.BATを LANCLI ディレクトリにコピーします。

13. ルート・ディレクトリ内の AUTOEXEC.BATファイルの終わりに次の行を追加します。

%LCCMPATH%¥LANCLI¥REGISTRY.BAT

14. 以下の内容のファイル REGISTRY.BATを作成します。

C:

CD¥WINDOWS

REGEDIT /L:C:¥WINDOWS¥SYSTEM.DAT /R:C:¥WINDOWS¥USER.DAT /C CLONE.REG

CD¥

DEL AUTOEXEC.BAT

COPY C:¥LANCLI¥AUTOEXEC.BAT C:¥

15. BACKUP.BATファイルを実行します。ドナー・イメージが LCCM サーバに移送されます。これでドナー・ワー
クステーションについては終了しました。C:¥WINDOWSディレクトリの REGEDITを使用し、ファイル
PRIMARY.REGでドナー・レジストリを復元することができます。

16. 管理者コンソールに移って、プリロード・イメージ・バッチ・ファイルを作成します。

注: これは LANClient Control Managerでは任意選択ステップです。プリロード・イメージ・バッチ・ファイル
が必要なのは、イメージをインストールする前に、クライアントのハード・ディスクをパーティションに分
割しておきたい場合だけです。

テキスト・エディタを使用して、下記を内容とするプリロード・イメージ・バッチ・ファイルを作成します。

@echo off

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

IF "%CDWNTYPE%"=="ð" GOTO RPL

%LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

GOTO NEXT

:RPL

%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

:NEXT

プリロード・イメージ・バッチ・ファイル内で使用されるコマンドの説明については、160ページの『プリロー
ド・イメージ・バッチ・ファイル』 および 166ページの『FDISK.COM』 を参照してください。
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重要 : 基本パーティションのサイズが 2048 MB (2 GB)を超えることはできません。FDISK コマンド行引き数、
最大パーティション・サイズ、および最大論理ドライブ・サイズに関する追加情報については、166ページの
『FDISK.COM』 を参照してください。

17. プリロード・イメージ・バッチ・ファイルを次のように保管します。

¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥PRELOAD.LCP

18. テキスト・エディタを使用して、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを作成します。このバッチ・ファイル
によって、Windows 95イメージがクライアントにダウンロードされ、CLONE.REGファイル内のダミー値が
LANClient Control Manager の「クライアント詳細」ノートブック内で定義されたパラメータで置き換えられ、
CLONE.REGファイルが Windows 95のレジストリに元どおり組み合わされます。

%LCCMPATH%¥FORMAT %TARGET% < &LCCMPATH%¥FORMAT.DAT

%TARGET%

CD ¥

%LCCMPATH%¥PKUNZIP -d %LCCMPATH%¥WIN95¥WIN95.ZIP %TARGET%

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥DOSLFNBK %TARGET%¥ /R

¥LANCLI¥DISKDOS /F=%TARGET%¥LANCLI¥W95BT /R=W /D=%TARGET%

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /R /S

CD ¥WINDOWS

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_DomName %DOMAIN%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_Wkgrp %WORKGROUP%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_NameServ %NAMESERVER%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_IPMask %IPMASK%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_DefGate %GATEWAY%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_RegName %REGNAME%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_CName %COMPNAME%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_IPAddr %IPADDR%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_Hname %HOSTNAME%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_IDNum %PRODUCTID%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_user %USERNAME%

19. ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルを次のように保管します。

¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WIN95.LCI

20. LANClient Control Manager の「設定/メインテナンス」ウィンドウで、次のようにします。

a. メニュー・バーの プロファイル を選択する。
b. 新規作成 を選択する。これで「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックがオープンします。

21. 「詳細」ページで、次のようにします。

� 「プロファイル名」フィールドに WIN95_Test と入力する。

注: この演習では、以後このソフトウェア・プロファイルを WIN95_Testと呼ぶことにします。

� 「ハイブリッド」ラジオ・ボタンをクリックする。

� 「説明」フィールドに Windows 95 Operating System と入力する。

22. 「最小ハードウェア」ページで以下の手順を行います。

� 「ネットワークアダプタ」フィールドのドロップダウン・メニューから、すべてのアダプタ を選択する。

� 「ビデオチップセット」フィールドのドロップダウン・メニューから、すべてのビデオ を選択する。
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� メモリサイズ フィールドに 0 と入力する。

� 「ハードディスクサイズ」フィールドに 0 と入力する。

23. 「ソフトウェア」ページで、「参照」ボタンを使用して、下記の検出を行います。

� 「プリロードイメージ」フィールドの

PRELOAD.LCP

� 「ファイナル・イメージ」フィールドの

WIN95.LCI

さらに、「プリロードを実行する」ボックスに必ず印を付けます。

24. 「パラメータ」ページで、次のパラメータ名をセットアップします。

 名前 値
 ===== ======

 DOMAIN ドメイン名を入力する
 WORKGROUP ワークグループを入力する
 NAMESERVER マシンのネーム・サーバを入力する
 IPMASK IP マスクを入力する
 GATEWAY デフォルトのゲートウェイを入力する

REGNAME 登録済み所有者 (ネットワーク管理者) を入力する

注: このページの値は、このプロファイルを使用するクライアントのすべてに共通です。

25. 「クライアント・パラメータ」ページで、次のパラメータ名をセットアップします。

 名前 値
 ===== ======

COMPNAME - ブランクのままにする -

IPADDR - ブランクのままにする -

HOSTNAME - ブランクのままにする -

 PRODUCTID - ブランクのままにする -

USERNAME - ブランクのままにする -

注: このページで使用されている値は、このプロファイルに割り当てられているクライアントのそれぞれに関す
る「各クライアントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページに渡されます。その他の特殊パラメータ
に関する追加情報については、88ページの『パラメータ例外』 を参照してください。

26. OK を選択して、ノートブックを保管して終了します。

27. クライアントを新しいソフトウェア・プロファイルに割り当てますが、「変更の処理は、この演習の後段のステッ
プでその旨の指示がなされるまでは行いません。」(詳しくは、96ページの『ソフトウェア・プロファイル へのク
ライアントの割り当て』 を参照してください。)

28. このイメージに割り当てられた新規クライアントに関する「各クライアントの詳細」ノートブックをオープンしま
す (詳しくは、99ページの『既存のクライアントの変更』 を参照してください)。

a. 「パラメータ」ページで、次の名前の値をセットアップする。
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 名前 値
 ===== ======

 COMPNAME クライアントのコンピュータ名を入力する
IPPADDR クライアント・ワークステーションの IP アドレスを入力する

 HOSTNAME クライアント・ワークステーションのネットワーク名を入力する
 PRODUCTID Windows 95 プロダクト ID 番号を入力する
 USERNAME ユーザの名前を入力する

b. OK を選択して、ノートブックを保管して終了する。

29. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで 実行 ボタンをクリックして、処理を開始します。

30. クライアント・ワークステーションをオンにします。

プリロード・イメージ・バッチ・ファイルを使用した場合は、クライアントのハード・ディスクがパーティション
に分割されます。次に、ハード・ディスクのフォーマットが行われ、イメージがクライアントのハード・ディスク
にダウンロードされ、その特定のクライアントに見合うようにカスタマイズされます。クライアントは次回始動時
には、それ自体のハード・ディスクから Windows 95の始動を行います。

同じプロファイルに追加のクライアントを割り当てることができます。ただし、追加の割り当てを処理するにあた
っては、その前に、新規クライアントのそれぞれに関する「各クライアントの詳細」ノートブックを編集し、この
演習で説明されているように、「パラメータ」ページを変更します。
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Windows NT Workstation イメージ

この節には、演習が 2 つあります。

� 追加のアプリケーション・ソフトウェアを伴わない、Windows NT Workstationのインストールを実行する場合
は、『アプリケーションを追加しない Windows NT Workstationのインストール』 を参照してください。

� 追加のアプリケーション・ソフトウェアを伴う、Windows NT Workstationのインストールを実行する場合は、
141ページの『アプリケーションを追加する Windows NT Workstationのインストール』 を参照してくださ
い。

LANClient Control Manager によってダウンロードおよび配布のプロセスの制御を維持する利点は、個々のクライア
ントのそれぞれについて Windows NT .UDFファイルを使用するのではなく、個々のクライアントのパラメータ値を
Windows NT UNATTEND.TXT ファイルに割り当てることができる能力を備えることによって、柔軟性が得られる
点にあります。

アプリケーションを追加しない Windows NT Workstation のインストール

この演習では、Windows NT Serverソフトウェアおよび LANClient Control Managerが稼働するサーバを使用し
て、クライアント・ワークステーションへの Windows NT Workstationイメージのリモート・インストールを行いま
す。この演習をやり遂げるためには、Windows NT Serverの経験がある程度必要です。この演習に着手する前に、
146ページの『Windows NT Workstation応答ファイルの編集』 に記載の説明を検討してください。

目的 : この演習では、以下のことを行います。

� クライアント・ワークステーションをセットアップする。
� クライアント・ワークステーションを LANClient Control Managerのデータベースに追加する。
� Windows NT Workstation イメージをサーバにインストールし、配布用ディレクトリをセットアップする。
� Windows NT の無人インストール用応答ファイルを編集する。
� クライアントのハード・ディスクに複数のパーティションをセットアップするための、プリロード・イメージ・バ
ッチ・ファイルを作成する (任意選択)。

� 個別設定済みパラメータを応答ファイルに渡すための、カスタマイズ・バッチ・ファイルを作成する。
� Windows NT Workstation イメージ (個別設定済みパラメータ値を含む) に関するソフトウェア・プロファイルを
作成する。

� クライアント・ワークステーションをソフトウェア・プロファイルに割り当てる。
� 個別設定済みパラメータ値に関する「各クライアントの詳細」ノートブックを変更する。
� Windows NT Workstation イメージをクライアント・ワークステーションにダウンロードする。

演習に着手する前に、下記のものを用意しておく必要があります。

� LAN に接続されたサーバ。このサーバは Windows NT Serverソフトウェアで構成される必要があり、サーバに
も別のクライアント・ワークステーションにも LANClient Control Managerがすでにインストールされている必
要があります。

� LANClient Control Manager の「デフォルト設定」ノートブック。適正なデフォルトの情報を用いてセットアッ
プされている必要があります。(詳細については、76ページの『走査に先立って行う特定のデフォルトの設定』 を
参照してください。)

� Windows NT Workstation CD。
� Windows NT Workstation に関する 2 つのライセンス。
� クライアント・ワークステーション。このワークステーションは、ネットワーク・アダプタがインストールされ、

Windows NT Workstation が稼働するために必要な最小ハードウェア要件に適合する必要があります。
� Windows NT Workstation Resource Kitおよび資料へのアクセス。
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� クライアント・ワークステーションにインストールされたネットワーク・アダプタ用のデバイス・ドライバ・ディ
スケット。

以下のようにして、追加のアプリケーションを伴わない Windows NTのインストールを行います。

1. クライアント・ワークステーションをインストールし、LAN に接続します。(詳細については、75ページの『新規
クライアント・ワークステーションのインストール』 を参照してください。)

2. LANClient Control Manager を開始し、新しいクライアント・ワークステーションの走査を行います。(詳細につ
いては、79ページの『走査機能の使用』 を参照してください。)

3. 以下の手順を使用して、Windows NT Workstation CDからサーバ上の該当するディレクトリに、必要なファイル
およびディレクトリをコピーします。これが配布用ディレクトリになります。

a. コマンド・プロンプトで、次のように入力する。

CHDIR C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE

ただし、C:¥LCCM_install_dirは、LANClient Control Managerがインストールされるドライブおよびディ
レクトリです。

次に、「Enter」を押します。

b. 次のように入力する。

MKDIR ¥WINNT4ð

次に、「Enter」を押します。

c. 次のように入力する。

MKDIR ¥WINNT4ð¥I386

次に、「Enter」を押します。

d. Windows NT CD を CD-ROM ドライブに挿入する。

e. 次のように入力する。

XCOPY D:¥I386¥\.\ C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386 /S /E /V

ただし、D: は CD-ROMドライブを表すドライブ名です。

次に、「Enter」を押します。

注: CD からコピーする必要があるのは、¥I386以下のファイルおよびディレクトリだけです。

重要: これで、サーバ上の WINNT40 ディレクトリは、この演習で作成するソフトウェア・プロファイル用
の Windows NT 配布用ディレクトリになりました。その他にも LANClient Control Manager で使用するた
めに作成する Windows NT配布用ディレクトリがある場合は、いずれも下記のディレクトリの下に置かれる
必要があります。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥

4. 以下の手順を使用して、ネットワーク・アダプタのデバイス・ドライバ用として必要なディレクトリ構造を作成し
ます。

注: IBM PC 300 GLワークステーションにイーサネット (Crystal EtherStreamerサブシステム) が内蔵されて
いる場合は、ステップ 4 ～ 6 (136ページ) の代わりに、下記の LANClient Control Managerホーム・ペ
ージの手順を使用して、

http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html
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無人インストールに関する応答ファイルを更新します。応答ファイル UNATTEN1.TXT を作業元の基本フ
ァイルとして使用し、それを MYPROF.TXTとして¥ LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリに保管
します。ファイル UNATTEN1.TXT が LANClient Control Managerのコピーと一緒に提供されなかった場
合は、上記のアドレスにアクセスして、ワールド・ワイド・ウェブ (WWW) からダウンロードすることがで
きます。

a. 次のように入力する。

CHDIR C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386

次に、「Enter」を押します。

b. 次のように入力する。

MKDIR ¥$OEM$

次に、「Enter」を押します。

c. 次のように入力する。

MKDIR ¥$OEM$¥NET

次に、「Enter」を押します。

5. イメージを受信することになるクライアント・ワークステーションにインストールされた、それぞれのタイプのネ
ットワーク・アダプタごとに、¥$OEM$¥NET ディレクトリの下にサブディレクトリを作成します。これらのサブデ
ィレクトリにはどんな名前を付けても構いません。

新しいサブディレクトリのそれぞれに、ネットワーク・アダプタのデバイス・ドライバ・ディスケットから、.SYS
ファイルおよび Windows NT用の OEMSETUPファイルをコピーします。コピーするのは、必ず Windows NT
をサポートするファイルだけにします。たとえば、クライアントで IBM トークンリング 16/4自動 ISA ネットワ
ーク・アダプタを使用する場合は、$OEM$¥NETディレクトリの下にサブディレクトリを作成して、このアダプ
タ用のデバイス・ドライバを入れる必要があります。このディレクトリには、IBMTOK など、認識可能な名前を
付けます。$OEM$¥NET¥IBMTOKディレクトリには、アダプタと一緒に提供されているデバイス・ドライバ・
ディスケットの NT ディレクトリから、次のファイルをコピーします。

 � OEMSETUP.INF
 � IBMTOK4.SYS

注: IBM PCI トークンリングおよび Intel 10/100アダプタの場合は、サブディレクトリに以下のファイルを含め
ます。

� 全ての .HLPファイル

� 全ての .DLL ファイル

それぞれのネットワーク・アダプタ・タイプ、および各ネットワーク・アダプタごとに作成するディレクトリ名を
書き留めておきます。この情報は、この演習のステップ 6c (137ページ) で必要になります。

6. Windows NT 応答ファイル UNATTEND.TXT を編集します。

注: 以下のステップでは、Windows NT応答ファイルを変更して、ネットワーク環境で無人インストールが実行
できるようにします。また、応答ファイル内の一部のフィールドに特定の文字ストリングを割り当てて、イ
メージのダウンロード時に、LANClient Control Manager変数を使用して、イメージの個別設定ができるよ
うにします。以下のステップを実行するにあたっては、応答ファイルの編集に関して、基本的な実用知識を
多少なりとも身に付けておくことが大切です。詳細については、146ページの『Windows NT Workstation
応答ファイルの編集』 を参照してください。

この演習を単純化するために、LANClient Control Managerで下記のディレクトリに用意されている応答フ
ァイル例 (UNATTEND.TXT) を使用します。
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C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE

実際の作業状況では、Windows NTで用意されている応答ファイルの 1 つ (UNATTEND.TXT) を使用し、
必要に応じてそれを変更します。たとえば、下記のディレクトリに入っているものを使用します。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386

a. テキスト・エディタを使用して、サーバの下記のディレクトリにある UNATTEND.TXT ファイルをオープン
する。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE

b. 以下のフィールドを探す。

 [UserData]

OrgName = "dummy_Org"

Fullname = "dummy_Username"

ComputerName = dummy_Client

ProductId = dummy_Id

 [Network]

JoinDomain = dummy_Domain

 [IBMTOKParamSection]

NetworkAddress = dummy_Caddress

通常は、ファイルを編集し、これらのパラメータのデフォルトの名前を "ダミー" 名で置き換えます。
LANClient Control Manager で用意されているサンプル・ファイルには、すでにダミー名が入っています。
これらのダミー名は、後段のステップで作成するカスタマイズ・バッチ・ファイルの中で参照されます。イメ
ージがダウンロードされると、カスタマイズ・バッチ・ファイルでは、個々のクライアントにそれぞれ固有の
値でダミー名を置き換えます。

c. クライアントで使用するネットワーク・アダプタまたはサブシステムが、トークンリング 16/4自動 ISA ネッ
トワーク・アダプタまたは内蔵 Crystal Ether Streamerサブシステム以外の場合は、応答ファイルを編集し
て、該当する情報を追加します。

注: [SelectedAdaptersSection] セクションおよび [adapter_directoryParamSection] セクション
が、この演習の初期に Distribution Sharepointディレクトリ内にセットアップしたネットワーク・デバ
イス・ドライバ・ディレクトリに直接関係します。追加情報については、146ページの
『Windows NT Workstation 応答ファイルの編集』、および Windows NT Workstation Resource Kit
を参照してください。

d. ファイルに MYPROF.TXTと命名し、下記のディレクトリに保管する。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE

このファイルにはどんな名前を付けても構いませんが、拡張子は .TXT とする必要があります。この演習で
は、以後 MYPROF.TXTという名前を使用することにします。

7. プリロード・イメージ・バッチ・ファイルを作成します。

注: このステップが必要なのは、クライアントのハード・ディスクに複数のパーティションを設けたい場合だけ
です。プリロード・イメージ・バッチ・ファイルを使用しない場合は、Windows NTは、クライアントのハ
ード・ディスク全体を単一のパーティションとして使用します。

a. テキスト・エディタを使用して、下記のみを内容とするプリロード・イメージ・バッチ・ファイルを作成す
る。
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@echo off

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

IF "%CDWNTYPE%"=="ð" GOTO RPL

%LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

GOTO NEXT

:RPL

%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

:NEXT

プリロード・イメージ・バッチ・ファイル内で使用されるコマンドの説明については、160ページの『プリロ
ード・イメージ・バッチ・ファイル』 および 166ページの『FDISK.COM』 を参照してください。

重要 : 基本パーティションのサイズが 2048 MB (2 GB)を超えることはできません。FDISK コマンド行引き
数、最大パーティション・サイズ、および最大論理ドライブ・サイズに関する追加情報については、166ペー
ジの『FDISK.COM』 を参照してください。

b. ファイルに PRELOAD.LCPと命名し、下記のディレクトリに保管する。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE

注: このファイルにはどんな名前を付けても構いませんが、拡張子は .LCPとする必要があります。この演
習では、以後 PRELOAD.LCPという名前を使用することにします。

8. カスタマイズ・バッチ・ファイルを作成します。

注: 以下のステップでは、変数を使用して応答ファイル内のパラメータを置き換える、バッチ・ファイルの作成
方法について説明します。そうすることによって、複数のクライアントで同じ応答ファイルを使用し、しか
も個々のクライアントごとに応答ファイルをそれぞれカスタマイズすることができます。バッチ・ファイル
内で使用する変数 (%CNAME%、%USERNAME%、%PRODUCTID%、%DOMAIN%、および
%CADDRESS%)は、後段のステップで、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックの作成時、お
よび「各クライアントの詳細」ノートブックの編集時に使用する変数と相関関係にあります。詳細な説明に
ついては、146ページの『Windows NT Workstation応答ファイルの編集』 を参照してください。

a. テキスト・エディタを使用して、下記のみを内容とするカスタマイズ・バッチ・ファイルを作成する。

%TARGET%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Client %CNAME%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Username %USERNAME%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Id %PRODUCTID%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Domain %DOMAIN%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Caddress %CADDRESS%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Org %ORGNAME%

注: 応答ファイルがクライアントにダウンロードされると、実際に命名した名前には関係なく、自動的に
ANSW1.TXTと名前変更されます。したがって、カスタマイズ・バッチ・ファイル内では、応答ファイ
ルの有効な名前は ANSW1.TXTだけです。ダミー名および % 符号に囲まれたテキストでは、大文字小
文字を区別します。

b. ファイルに MYPROF.LCIと命名し、下記のディレクトリに保管する。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE

注: このファイルにはどんな名前を付けても構いませんが、拡張子は .LCI とする必要があります。この演習
では、以後 MYPROF.LCIという名前を使用することにします。

9. LANClient Control Manager の「設定/メインテナンス」ウィンドウで、次のようにします。

a. メニュー・バーの プロファイル を選択する。
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b. 新規作成 を選択する。これで、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックがオープンされます。

10. 「詳細」ページで、次のようにします。

� 「プロファイル名」フィールドに Windows_NT_WS_Test と入力する。この演習では、以後この名前を使用す
ることにします。

� 「ハイブリッド NT」ラジオ・ボタンをクリックする。

� 「説明」フィールドに、次のように記述を入力する。

Windows NT Workstation Version 4.ð

No applications

Includes customization

11. 「最小ハードウェア」ページで、以下の手順を実行します。

� 「ネットワークアダプタ」フィールドのドロップダウン・メニューから、すべてのアダプタ を選択する。

� 「ビデオチップセット」フィールドのドロップダウン・メニューから、すべてのビデオ を選択する。

� メモリサイズ フィールドに 16を入力する。

� 「ハードディスクサイズ」フィールドに 300を入力する。

12. 「ソフトウェア」ページで、各フィールドごとに「参照」ボタンを使用して、以下のファイルを検出します。

注: この演習の初期段階でプリロード・イメージ・バッチ・ファイルを実際に作成した場合以外は、プリロー
ド・イメージ・ファイルの名前は指定しません。

� プリロード・イメージ・ファイル名 :

¥¥servername¥LANC$$¥PRELOAD.LCP

� 応答ファイル :

¥¥servername¥LANC$$¥MYPROF.TXT

� カスタマイズ・バッチ・ファイル :

¥¥servername¥LANC$$¥MYROF.LCI

� 配布用ディレクトリ :

¥¥servername¥LANC$$¥WINNT4ð

13. 「パラメータ」ページで、次のパラメータ名をセットアップします。

 名前 値
 ===== ======

 ORGNAME 所属する会社または組織の
 名前を入力する

注: 「パラメータ」ページの値は、このプロファイルに割り当てられたクライアントのすべてで同じ定数です。

14. 「クライアント・パラメータ」ページで、次のパラメータ名および値をセットアップします。

 名前 値
 ===== ======

 USERNAME - ブランクのままにする -

PRODUCTID - ブランクのままにする -

DOMAIN - ブランクのままにする -
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注: このページで割り当てられている値は、このプロファイルに割り当てられているクライアントのそれぞれに
関する「各クライアントの詳細」ノートブックの「パラメータ」ページに渡されます。カスタマイズ・バッ
チ・ファイルで値 %CNAME%および %CADDRESS%を使用したものの、このページでそれらの値を指
定する必要はありません。%CNAME%および %CADDRESS%は、「各クライアントの詳細」ノートブッ
クの「詳細」ページの「Name」および「Address」のフィールドの内容をピックアップする特殊値です。

15. OK ボタンをクリックして、ノートブックを保管して終了します。

16. クライアントを新しいソフトウェア・プロファイルに割り当てますが、「変更の処理は、この演習の後段のステッ
プでその旨の指示がなされるまでは行いません。」(詳しくは、96ページの『ソフトウェア・プロファイル へのク
ライアントの割り当て』 を参照してください。)

17. このイメージに割り当てられた新規クライアントに関する「各クライアントの詳細」ノートブックをオープンしま
す (詳しくは、99ページの『既存のクライアントの変更』 を参照してください)。

a. 「パラメータ」ページで、次の名前の値をセットアップする。

 名前 値
 ===== ======

 USERNAME ユーザの名前を入力する
PRODUCTID Windows NT の Certificate of

Authenticity (COA) からプロダクト
 識別番号を入力する
 DOMAIN クライアント・ワークステーションが
 使用するドメインを入力する

b. OK ボタンをクリックして、ノートブックを保管して終了する。

18. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで、実行 ボタンをクリックします。

19. クライアント・ワークステーションをオンにします。

クライアント・ワークステーションのハード・ディスクの基本パーティションが自動的にフォーマットされ、Windows
NT Workstation イメージがクライアント・ワークステーションのハード・ディスクにダウンロードされます。クライ
アント・ワークステーションは次回始動時には、それ自体のハード・ディスクから Windows NT Workstationの始動
を行います。

同じイメージに追加のクライアントを割り当てることができます。ただし、追加の割り当てを処理するにあたっては、
その前に、新規クライアントのそれぞれに関する「各クライアントの詳細」ノートブックを編集し、この演習で説明さ
れているように、「パラメータ」ページを変更します。
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アプリケーションを追加する Windows NT Workstation のインストール
目的 : NT Workstationの一部ではないアプリケーション・プログラムの追加を伴う、Windows NT Workstationのリ
モート・インストールを行います。

開始前に以下のことを行っておきます。

� この演習の手順では、Windows NT Workstationリソースキット と共に提供されている SYSDIFF.EXEプログラ
ムを使用します。Windows NT Workstationリソースキット に記載されている情報を検討して、SYSDIFF.EXE
プログラムに習熟していただきます。

� この演習では、Lotus SmartSuiteをアプリケーション・プログラムとして使用します。これは他のソフトウェアに
代えても構いません。ただし、配布するつもりのアプリケーション・プログラムを使用する場合に必要な、十分な
数のライセンスを必ず取得しておきます。

� この演習でクライアント・ワークステーションを LAN に 1 つ追加するごとに、Windows NT Workstationライ
センスが 2 つずつ必要になります。ダウンロード・プロセス中は、2 つのライセンスが必要です。ダウンロードが
完了すれば、必要なライセンスは 1 つだけになります。「デフォルト設定」ノートブックの「処理」ページを編集
して、並行してイメージをダウンロードするクライアントの数を制限すれば、必要なライセンスの数を最小限に抑
えることができます。詳細については、40ページの『「デフォルト設定」ノートブック - 「処理」ページ』 を参
照してください。

以下のようにして、追加のアプリケーションを伴う Windows NTのインストールを行います。

1. 134ページの『アプリケーションを追加しない Windows NT Workstationのインストール』 のステップをすべ
て完了します。

2. Windows NT イメージがクライアントにダウンロードされたら、クライアントをテストして、Windows NT が正
しく動作するかどうか確認します。このクライアント・ワークステーションは、この演習では、以後ドナー・ワー
クステーションと呼ぶことにします。

3. SYSDIFF.EXEプログラムを、Windows NT Workstationリソースキット CD からドナー・ワークステーション
のルート・ディレクトリにコピーします。

4. ドナー・ワークステーションのルート・ディレクトリに SYSDIFF.INFファイルを作成します。このファイルは、
基本 NT イメージ・ファイルを作成する場合に必要です。このファイルには、特定のファイルおよびディレクトリ
を組み込んだり除外したりして、SYSDIFF.EXEの適正な動作を確保します。基本 SYSDIFF.INFファイルは以
下のようなものです。

[Version]

Signature = $chicago$

;

; General notes for file/dir exclusion sections:

;

; \: refers to all drives.

; ?: refers to the drive with the system on it.

; :: is substituted with %systemroot%

;

[ExcludeDrives]

;

; The first character on each line is the drive letter

; of a drive to exclude.

;

d

e
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[ExcludeDirectoryTrees]

;

; Each line is a fully-qualified path of a tree to

; be excluded. The directory and all of its subtrees

; are excluded.

;

\:¥recycled

\:¥recycler

[ExcludeSingleDirectories]

;

; Each line is a fully-qualified path of a directory to be

; excluded. The directory's subdirs are NOT excluded.

;

::¥system32¥config

[ExcludeFiles]

;

; Each line is a fully-qualified path of a file to be excluded.

; If it does not start with x:¥ then we assume it's a filename part

; for a file to be excluded wherever it is found.

;

\:¥pagefile.sys

ntuser.dat

ntuser.dat.log

[IncludeFilesInDir]

;

; Each line in here is a fully qualified path of a directory

; whose files are all to be included in a diff (marked as

; added/changed). Use this if you want to include files in the diff

; that might not have actually been changed.

;

[ExcludeRegistryKeys]

;

; Each line indicates a single registry key to be excluded.

; Subkeys of this key are not excluded.

;

; The first field is one of HKLM or HKCU

; The second field is the subkey, which must NOT start with a ¥.

;

[ExcludeRegistryTrees]

;

; Each line indicates a registry key and subkeys to be excluded.

;

; The first field is one of HKLM or HKCU

; The second field is the subkey, which must NOT start with a ¥.

;
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[ExcludeRegistryValues]

;

; Each line indicates a registry value entry to be excluded.

;

; The first field is one of HKLM or HKCU.

; The second field is the subkey, which must NOT start with ¥.

; The third field is the value entry name.

;

5. ドナー・ワークステーションのルート・ディレクトリから、次のコマンドを使用して、SYSDIFF.EXEプログラム
を実行します。

SYSDIFF /SNAP NTBASE.DIF

このコマンドでは、ドナー・ワークステーションに現在インストールされているままの Windows NT
Workstationのスナップショットを作成します。NTBASE.DIFは、このスナップショットが入るファイルを表す
場合に、この演習で使用する名前です。

ドナー・ワークステーションが宛先ワークステーションと同じ一般タイプのものであること、および
%SYSTEMROOT%がソースと宛先の両方で同じであること (たとえば、C:¥WINNT40)を確認します。

6. ドナー・ワークステーションに Lotus SmartSuiteをインストールします。

7. ドナー・ワークステーションのルート・ディレクトリから、次のコマンドを使用して、SYSDIFFプログラムを再
度実行します。

SYSDIFF /DIFF NTBASE.DIF LOTDIF.DIF

このコマンドでは、LOTDIF.DIF と呼ばれる差分ファイルが作成され、これには、初期設定ファイル設定値およ
びレジストリ・ファイル設定値を含めて、Lotus SmartSuiteに関するファイルのすべてが入ります。

注: このファイルにはどんな名前を付けても構いませんが、拡張子は .DIF とする必要があります。この演習で
は、以後 LOTUS.DIFという名前を使用することにします。

8. サーバのコンソールで、配布用ディレクトリの $OEM$ディレクトリの下に、LOTUSと呼ばれるサブディレクト
リを作成します。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386¥$OEM$¥LOTUS

注: このサブディレクトリにはどんな名前を付けても構いません。この演習では、以後 LOTUSという名前を使
用して、このサブディレクトリを表すことにします。

9. ドナー・ワークステーションから配布用ディレクトリの LOTUSサブディレクトリに、LOTDIF.DIF ファイルを
コピーします。

10. ドナー・ワークステーションから下記のディレクトリに SYSDIFF.EXEプログラムをコピーします。

C:¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386

11. サーバのコンソールのコマンド行で、次のコマンドを入力して SYSDIFF.EXEを実行します。

C:¥path_1¥SYSDIFF /INF /M C:¥path_2¥LOTDIF.DIF C:¥path_3¥I386

ただし、次のとおりです。

� path_1は ¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386¥。
� path_2は ¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥I386¥$OEM$¥LOTUS¥。
� path_3は ¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4ð¥。

SYSDIFF.EXEは .INF ファイルを読み取って、ドナー・ワークステーションのディレクトリ構造に従って内容を
アンパックします。他に以下の 2 つのファイルが作成されます。

 � CMDLINES.TXT
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 � LOTDIF.INF

これらは、ファイルがクライアント・ワークステーションにコピーされるときに使用されます。CMDLINES.TXT
には、LOTDIF.INF ファイルを読み取り、LOTDIF.INF ファイルで記述されているファイル・ダウンロード・プ
ロセスを実行する、コマンド行があります。

12. LAN に追加のクライアント・ワークステーションを 1 つまたは複数インストールします。(詳しくは、75ペー
ジの『新規クライアント・ワークステーションのインストール』 を参照してください。)

13. LANClient Control Manager を開始し、新規クライアント・ワークステーションの走査を行います。(詳しくは、
79ページの『走査機能の使用』 を参照してください。)

14. このソフトウェア・プロファイル (Windows_NT_WS_Test)にクライアントを割り当てます。ただし、この演習
の後のステップで指示があるまでは変更内容を処理しないでください。(詳しくは、96ページの『ソフトウェア・
プロファイル へのクライアントの割り当て』 を参照してください。)

15. このイメージに割り当てられている新規クライアントそれぞれの「各クライアントの詳細」ノートブックをオープ
ンします。(詳しくは、45ページの『「各クライアントの詳細」ノートブック』 を参照してください。)

a. 「パラメータ」ページで、次の名前の値をセットアップする。

 名前 値
 ===== ======

 USERNAME ユーザの名前を入力する
PRODUCTID Windows NT の Certificate of

Authenticity (COA) からプロダクト
 識別番号を入力する
 DOMAIN クライアント・ワークステーションが
 使用するドメインを入力する

b. OK ボタンをクリックして、ノートブックを保管して終了する。

16. 「設定/メインテナンス」ウィンドウで、実行 ボタンをクリックします。

17. クライアント・ワークステーションをオンにします。

クライアント・ワークステーションのハード・ディスクが自動的にフォーマットされ、Windows NT Workstationイ
メージ (Lotus SmartSuiteを含む) がクライアント・ワークステーションのハード・ディスクにダウンロードされま
す。クライアント・ワークステーションは次回始動時には、それ自体のハード・ディスクから Windows NT
Workstationの始動を行います。

同じイメージに追加のクライアントを割り当てることができます。ただし、割り当てを処理するにあたっては、その前
に、新規クライアントのそれぞれに関する「各クライアントの詳細」ノートブックを編集し、この演習で説明されてい
るように、「パラメータ」ページを変更します。

Service Pack 3 を使っての NT のインストール: 自動インストール・プロセスでは、アプリケーション
を追加するのと同じ手順を使って Windows NT Service Pack 3をインストールすることはできません。以下の手順を
使うと、Service Pack 3を単独で、または NT への他のアプリケーションとともに追加することができます。

管理者のコンソールで、以下の手順で行います。

1. Service Pack 3 の圧縮ファイル NT4SP3_I.EXE を共有点 $OEM$ ディレクトリーにコピーします。

2. 次のコマンド行を使って、$OEM$ディレクトリー内の圧縮ファイルを抽出します。

 NT4SP3_I /x

3. CMDLINES.TXTファイルを作成または編集して次のものを組み込みます。
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 [Commands]

"update /u /z"

注: updateコマンドおよびオプションは必ず引用符で囲んでください。

4. uattended.txtファイルを編集して、次のオプションを組み込みます。

 [Unatteded]

 oempreinstall=yes

5. LCCMを通じて Windows NTを通常通りインストールします。

Service Pack の詳細については、次のアドレスで Microsoft Knowledge Base Website を参照してください。

 http://www.microsoft.com
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Windows NT Workstation 応答ファイルの編集

この項の説明では、LANClient Control Managerと一緒に提供されるサンプルの応答ファイルの編集、および
LANClient Control Manager と一緒に応答ファイルを使用するのに必要なそれ以降のステップをざっと概説します。
この項に記載されているステップに従えば、全面的に機能する Windows NT Workstationの無人インストール・プロ
セスを展開することができます。Microsoft Corporationによって提供される完全な UNATTEND.TXT 応答ファイル
には、この項で説明するものより多くの機能があります。以下に進む前に、Microsoft Press出版の Windows NT
Workstationリソースキット の第 2 章および付録 A を読んでおくことが肝心です。リソースキットには、ユーティリ
ティ・プログラムも組み込まれており (SETUPMGR.EXE)、それによってグラフィカル・ユーザ・インターフェース
を使用して無人インストール用応答ファイルを完全にカスタマイズすることができます。

注: LANClient Control Managerに関する IBM 国際プログラム・ライセンス契約の条項および条件では、
Windows、Windows 95、Windows NT Workstation、DOS、または LANClient Control Manager の一部には
なっていないその他のプログラムのいずれについても、インストール、コピー、または使用するライセンスを付
与するものではありません。したがって、LANClient Control Managerで使用するソフトウェアについては、そ
のいずれに関しても適切なライセンスをあらかじめ必ず取得しておいていただきます。

サンプルの応答ファイル UNATTEND.TXT が、LANClient Control Managerと一緒に提供されています。このファ
イルはLCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリにあります。この応答ファイルは、それから作業するための基本
テンプレートとして使用してください。一般的に変更する必要がある情報は、[UserData] または [Network] などの
セクションにあります。また、ネットワークで使用するそれぞれのアダプタごとに、
[adapter_directoryParamSection] を組み込む必要もあります。提供されているサンプルの応答ファイルでは、
[IBMTOKParamSection] によって、クライアントのネットワーク・アダプタのデバイス・ドライバおよび情報ファイ
ルは、下記のディレクトリで見付かるはずです。

¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE¥WINNT4.ð¥I386¥$OEM$¥NET¥IBMTOK

ただし、LCCM_install_dirは、LANClient Control Managerがインストールされているディレクトリです。

これに関する説明は、134ページの『アプリケーションを追加しない Windows NT Workstationのインストール』
で詳述されています。

重要 : Windows NTドメインに接続されていないクライアントの処理に取りかかると、LANClient Control Manager
がこれらのクライアントのコンピュータ・アカウントを自動的に作成します。ただし、これが可能であるためには、応
答ファイルの「Network」セクションに「JoinDomain」行を組み込む必要があります。Windows NT内で作成される
コンピュータ・アカウント名は、LANClient Control Managerで使用されるクライアント名 (たとえば、CLNT_5)と
同じ名前になります。

その他にも、応答ファイルには変更したければ変更できる箇所があります。このような箇所は、稼働しているネットワ
ークのタイプおよび使用中のアプリケーションによって異なります。以下のステップでは、手順全体を概説します。

1. 応答ファイルの編集

a. LANClient Control Manager で用意されているサンプルの応答ファイルを編集します。テキスト・エディ
タ、または Microsoft Pressによって製作された Windows NT Workstationリソースキット と一緒に提供さ
れるユーティリティ・プログラム SETUPMGR.EXEを使用することができます。

b. カスタマイズしたいパラメータを識別します。(すでに与えられているダミー値を使って応答ファイルを使用
することができる場合があります。)
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c. 変数で置き換えたい追加のパラメータがあれば、いずれも、与えられているパラメータ名を
dummy_YourParameterName に変更することによって名前変更します。このタイプの命名規則を使用すると、
これらのパラメータがその他のパラメータから区別され、LANClient Control Managerで使用される変数パ
ラメータの命名規則が標準化されます。他の必要な変更をすべて加えます。

LANClient Control Manager によって提供される完全な応答ファイルは次のとおりです。

; Sample NT Workstation Answer file for use

; with LANClient Control Manager.

[Unattended]

OemPreinstall = yes

OemSkipEula = yes

NoWaitAfterTextMode = 1

NoWaitAfterGUIMode = 1

FileSystem = LeaveAlone

ExtendOEMPartition = ð

ConfirmHardware = no

NtUpgrade = no

Win31Upgrade = no

TargetPath = \

OverwriteOemFilesOnUpgrade = no

KeyboardLayout = "US-International"

[UserData]

OrgName = "dummy_Org"

Fullname="dummy_Username"

Computername = dummy_Client

ProductId="dummy_Id"

[GuiUnattended]

OemSkipWelcome = 1

OEMBlankAdminPassword = 1

TimeZone = "(GMT) Greenwich Mean Time"

[Display]

ConfigureAtLogon = ð

BitsPerPel = 8

XResolution = 64ð

YResolution = 48ð

VRefresh = 6ð

AutoConfirm = 1

[Network]

InstallAdapters = SelectedAdaptersSection

InstallProtocols = ProtocolsSection

InstallServices = ServicesSection

JoinDomain = dummy_Domain

[SelectedAdaptersSection]

ibmtok = IBMTOKParamSection, ¥$OEM$¥NET¥IBMTOK

[IBMTOKParamSection]

IOBaseAddress = 1

NetworkAddress = dummy_Caddress

[ProtocolsSection]

NBF = NBFParamSection

[NBFParamSection]

[ServicesSection]

重要 : 以下に示すのは、インストールがクライアントでのエンド・ユーザの介入なしで完了できるようにする
ために、UNATTEND.TXT 応答ファイルで使用する必要がある設定値です。
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 [Unattended]

OemPreinstall = yes : これを yes に設定する必要があるのは、
ネットワーク・ドライバと、基本 NT の一部

 として含まれていないアプリケーションおよび
 ファイルをインストールする場合です。
OemSkipEula = yes : これを yes に設定する必要があるのは、

 Microsoft エンド・ユーザ・ライセンス契約
 (EULA) セクションの表示をスキップするためです。
NoWaitafterTextMode = 1 : これを 1 に設定する必要があるのは、テキスト・

 モードのセットアップおよびファイルのコピー後、
 クライアントが自動的にリブートするようにするためです。
NoWaitAfterGuiMode = 1 : これを 1 に設定する必要があるのは、

グラフィカル・ユーザ・インターフェース (GUI) の
 セットアップ後、クライアントが自動的にリブートする
 ようにするためです。

d. 新しいファイル名および .TXT ファイル拡張子を使用して、応答ファイルを保管します。ここでの説明の目的
上、応答ファイルを次のように保管します。

 ¥¥servername¥LANC$$¥MYPROF.TXT

重要 : リモート・ワークステーションから LANClient Control Managerを実行するつもりの場合は、
LANClient Control Manager 内のファイルおよびディレクトリを指定するにあたっては、全 UNC パスを使
用する必要があります。下に例を挙げます。

 ¥¥servername¥sharename¥directory¥filename

次の共用が LANClient Control Managerによって自動的に作成されて、¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE を
指します。

 ¥¥servername¥LANC$$

2. カスタマイズ・バッチ・ファイルの作成

a. LANClient Control Manager と共に提供されている DEDIT ユーティリティ・プログラム (詳細については、
164ページの『DEDITD』 を参照してください) を使用するカスタマイズ・バッチ・ファイルを作成します。
カスタマイズ・バッチ・ファイル内の DEDITD コマンドを使用すると、応答ファイルがそれぞれのクライア
ントにダウンロードされたとき、応答ファイル内のパラメータをクライアント固有のパラメータ値で置き換え
ることができます。パラメータ値は、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックおよび「各クライア
ントの詳細」ノートブックのものです。このようにして、ダウンロード・プロセス中に、それぞれのクライア
ントごとに固有の応答ファイルを動的に作成します。カスタマイズ・バッチ・ファイルは、次のようになるは
ずです。

REM The unattended answer file UNATTEND.TXT (or whatever

REM file name you specify as the answer file in the

REM Software page) is automatically renamed as ANSW1.TXT

REM when it is copied down to the client. You must

REM always specify the answer file file name as ANSW1.TXT

REM in this batch file when using the DEDITD.EXE utility.

REM During the remote-boot process, the client hard disk

REM and server hard disk are temporarily remapped.

REM The variable %TARGET% points to the client hard disk.

REM The variable %LCCMPATH% points to the server

REM LCCM_install_dir¥CLNTFILE directory.

%TARGET%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Client %CNAME%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Username %USERNAME%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Id %PRODUCTID%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Domain %DOMAIN%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Caddress %CADDRESS%

%LCCMPATH%¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥ANSW1.TXT dummy_Org %ORGNAME%
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重要 :

� 無人応答ファイル UNATTEND.TXT (または、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックの
「ソフトウェア」ページで応答ファイルとしてどんなファイル名を指定した場合でも) は、クライアント
にコピーされると、自動的に ANSW1.TXTと名前変更されます。したがって、カスタマイズ・バッチ・
ファイルでは、応答ファイル名は ANSW1.TXTと指定する必要があります。

� ダウンロード・プロセス中に、クライアントのハード・ディスクとサーバのハード・ディスクの再マップ
が行われます。バッチ・ファイル内では、次の変数を使用します。

– %TARGET%。クライアントのハード・ディスクの基本パーティションを指します。

– %LCCMPATH%。サーバの LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリを指します。

� 「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックでも「各クライアントの詳細」ノートブックでも指定
する必要のない、パラメータ例外が 3 つあります。LANClient Control Managerでは、以下の値が指定
されているバッチ・ファイルがあれば、そのいずれにも、ダウンロード中に、これらの特殊パラメータを
自動的に渡します。

– %CNAME%。クライアント名によって自動的に置き換えられます。

– %CADDRESS%。クライアントのネットワーク・アドレスによって自動的に置き換えられます。

– %CSERIAL%。クライアント・ワークステーションのシリアル番号によって自動的に置き換えられま
す。%CSERIAL%。応答ファイル例には示されていませんが、インストール先独自の応答ファイルに
は、必要に応じて組み込むことができます。

b. 固有の名前と .LCI 拡張子を使用して、ファイルを保管します。ここでの説明の目的上、カスタマイズ・バッ
チ・ファイルを次のように保管します。

¥¥servername¥LANC$$¥MYPROF.LCI

3. ハイブリッド NT ソフトウェア・プロファイルの作成

a. LANClient Control Manager で、新しいハイブリッド NT ソフトウェア・プロファイルを作成します。「ソ
フトウェア・プロファイル詳細」ノートブックに、必要な情報をすべて入力します。以下の図には、それぞれ
のページごとに入力する方法の例が示してあります。
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重要 :

� 配布用ディレクトリは、必ず次のように全 UNC パスを使用して指定する必要があります。

¥¥servername¥LANC$$¥sharepoint

(ただし、LANC$$ は、¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE を指すように、LANClient Control Managerに
よって自動的にマップされています。) Sharepointディレクトリは、常に、CLNTFILE ディレクトリの下
に常駐する必要があります。
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� LANClient Control Manager をリモート・ワークステーションから実行する予定の場合、(応答ファイル
およびカスタマイズ・バッチ・ファイルのパスに示されるように) 他のすべてのファイルおよびディレク
トリを指定するために全 UNC パスも使用する必要があります。

� ハイブリッド NT ダウンロードの最初の段階では、クライアントのハード・ディスクの自動フォーマット
が行われます。クライアントのハード・ディスクについて、ハード・ディスク全体を単一のパーティショ
ンとして使用するのではなく、ハード・ディスクをパーティションに分割する構成にしたい場合は、そう
するためのプリロード・バッチ・ファイル (.LCP file)を作成する必要があります。フォーマット手順に
先立って、クライアントのハード・ディスク上に複数のパーティションを作成する場合の説明について
は、160ページの『プリロード・イメージ・バッチ・ファイル』 を参照してください。プリロード・バッ
チ・ファイルを作成する場合は、「ソフトウェア・プロファイル詳細」ノートブックの「ソフトウェア」
ページの「プリロードイメージ」フィールドにプリロード・イメージ・バッチ・ファイル名を指定する必
要があります。それ以外の場合は、画面例に示すように、このフィールドはブランクのままにしておきま
す。
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b. この新規ソフトウェア・プロファイルを保管し、OK をクリックします。

4. プロファイルへのクライアントの割り当て

a. LANClient Control Manager から、クライアントを新しいソフトウェア・プロファイルに割り当てますが、
変更の処理は行いません。

b. プロファイルに割り当てられたそれぞれの新規クライアントごとに「各クライアントの詳細」ノートブックを
オープンし、「パラメータ」ページおよび「スケジューラ」ページで必要な情報をすべて入力します。以下の
図には、上記のページでの入力方法の例が示してあります。
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各ノートブックごとに、入力を完了したら、OK ボタンをクリックして、変更を保管します。

5. 「設定/メインテナンス」ウィンドウでの 実行 ボタンのクリックによる、選択済みクライアントへのハイブリッド
NT リモート・ブート・イメージのダウンロードの開始

クライアントのハード・ディスクは、このプロセスの最初の段階で自動的にフォーマットされます。

次に、応答ファイル ( ¥¥servername¥LANC$$¥MYPROF.TXT) がそれぞれのクライアントにダウンロードされ、そこで
個々のクライアントのカスタマイズが行われます。ここに示す例では、CLNT_5で応答ファイルを次のようにカスト
マイズします。

[UserData]

OrgName = IBM

Fullname=TEST_USER

Computername = CLNT_5

ProductId=28395-OEM-ððð5187-6937ð

[Network]

InstallAdapters = SelectedAdaptersSection

InstallProtocols = ProtocolsSection

InstallServices = ServicesSection

JoinDomain = JANESDOMAIN

[IBMTOKParamSection]

IOBaseAddress = 1

NetworkAddress = ð8ðð5AD2B118

次に、ハイブリッド NT リモート・ブート・イメージがクライアントにコピーされます。セットアップ・プロセスの完
了後、クライアント・ワークステーションは自動的に再始動します。
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概要

この項のファイルは、LANClient Control Managerで使用することができる例として提供されています。これらの例
は、本書の練習の項にもあります。

各例および使用されている特定のユーティリティーの全体の機能を説明するのに役立つようコメントが提供されていま
す。ほとんどの場合、各コメントはそれに続くコードの行に適用されます。コメントには REM マークが付いていま
す。

バックアップ・バッチ・ファイル - DOS/Windows イメージ
REM Your donor workstation should be connected to the

REM network and server where LANClient Control Manager

REM has been installed.

%TARGET%

CD ¥

REM Save the boot record to a file using DISKDOS.EXE.

¥LANCLI¥DISKDOS /F=%TARGET%¥LANCLI¥DOS7.BB /D=%TARGET% /R=R

REM Change all files to be normal files with read/write

REM access using LCATTRIB.EXE. This is necessary because

REM the batch files use XCOPY to transport the files.

REM All attributes are saved to a file.

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /A /S

REM Create the directory on the server into which you will

REM store the image. Then, change into that directory.

%LCCMPATH%

MD DOS7ð

CD DOS7ð

REM Use XCOPY to transport the contents of the donor workstation

REM hard disk to the directory you created on the server.

XCOPY %TARGET%¥\.\ %LCCMPATH%¥DOS7ð¥\.\ /S /E

REM Restore the hidden and system file attributes on the donor

REM workstation using LCATTRIB.EXE.

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /R /S
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バックアップ・バッチ・ファイル - Windows 95 イメージ
REM Your donor workstation should be connected to the

REM network and server where LANClient Control Manager

REM has been installed. You also must have the program

REM PKZIP.

D:

CD ¥

REM Save the boot record to a file using DISKDOS.EXE.

¥LANCLI¥DISKDOS /F=%TARGET%¥LANCLI¥W95BT /D=%TARGET% /R=R

REM Change all files to be normal files with read/write

REM access using LCATTRIB.EXE. The attributes are saved

REM in a file.

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /A /S

REM Save the long file names using the utility DOSLFNBK.EXE.

REM Copying files to the client is done from a DOS startup,

REM and since DOS does not recognize long file names, it is

REM necessary to back up and restore them.

¥LANCLI¥DOSLFNBK %TARGET%¥

REM Create the directory on the server into which you will

REM store the image. Then, change to that directory.

%LCCMPATH%

MD WIN95

CD WIN95

REM Use PKZIP (or another archive program) to transport the

REM Windows 95 image to the directory you created on the

REM Windows NT Server.

%LCCMPATH%¥PKZIP %LCCMPATH%¥WIN95¥WIN95.ZIP -r -P %TARGET%¥\.\

REM Restore the hidden and system file attributes on the

REM donor workstation using LCATTRIB.EXE.

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /R /S
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プリロード・イメージ・バッチ・ファイル
REM This file deletes all existing partitions and creates

REM a single 2 GB partition. The remainder of the hard disk

REM is unused. LCBTRDEL deletes the original disk

REM partitions. This file can be used in either a DHCP

REM or RPL environment. The RPL environment requires the

REM use of INTER.EXE; the DHCP environment does not.

@echo off

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

IF %CDWNTYPE%"=="ð" GOTO RPL

%LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

GOTO NEXT

:RPL

%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48

:NEXT

INTER.EXE、FDISK.COM、および LCBTRDEL.EXEファイルは、LANClient Control Managerとともに提供され
ます。これらのファイルは、ハイブリッド・リモート・ブート・プロセスの間にクライアントに自動的にダウンロード
されます。追加のパーティション、または異なるサイズのパーティションを作成するには、162ページの
「FDISK.COM」を参照し、FDISK コマンド行引き数のバリエーションを調べてください。
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ファイナル・イメージ・バッチ・ファイル - DOS/Windows イメージ

リモート・ブート・プロセスの間、クライアントのドライブ C はドライブ D に名前変更され、サーバーの
¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリーは C:¥LCCMとしてマップされます。ドライブ・マッピングに関連
する混乱を最小に抑えるため、LANClient Control Managerには、ファイナル・イメージ・バッチ・ファイルで使用
するための 2 つの組み込み変数があります。

� %LCCMPATH%はサーバー ¥LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリーを指します。

� %TARGET%はクライアント・ハード・ディスクの 1 次パーティションを指します。

イメージがインストールされ、クライアントが再始動された後、クライアント・ハード・ディスクは通常通り、ドライ
ブ C と名前を付けられます。

REM The following FORMAT command is required only if you are

REM using a preload-image batch file. Otherwise, it is

REM optional.

%LCCMPATH%¥FORMAT %TARGET% < %LCCMPATH%¥FORMAT.DAT

REM Transport the image from the server to the client

REM workstation, but copy IBMBIO.COM and IBMDOS.COM

REM first to ensure they are positioned correctly.

XCOPY %LCCMPATH%¥DOS7ð¥IBMBIO.COM %TARGET%¥

XCOPY %LCCMPATH%¥DOS7ð¥IBMDOS.COM %TARGET%¥

XCOPY %LCCMPATH%¥DOS7ð¥\.\ %TARGET%¥ /S /E /V

REM Set the boot record at the client workstation

REM using DISKDOS.EXE.

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLI¥DISKDOS /F=%TARGET%¥LANCLI¥DOS7.BB /R=W /D=%TARGET%

REM Restore the hidden and system file attributes at the

REM client workstation using LCATTRIB.EXE.

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /R /S

REM If passing parameters is required, type in lines using

REM the DEDITD.EXE utility. For details, see

REM "Passing Parameters to Image Batch Files" on page 83.

%TARGET%

CD ¥

¥LANCLE¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥LANCLI¥MOCKNI.TXT dummy_Org %ORGNAME%

¥LANCLE¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥LANCLI¥MOCKNI.TXT dummy_Username %USERNAME%

¥LANCLE¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥LANCLI¥MOCKNI.TXT dummy_Domain %DOMAIN%

¥LANCLE¥DEDITD /R /NO %TARGET%¥LANCLI¥MOCKNI.TXT dummy_Caddress %CADDRESS%
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ファイナル・イメージ・バッチ・ファイル - Windows 95 イメージ
REM The variable %TARGET% points to the client hard disk.

REM The variable %LCCMPATH% points to the server

REM LCCM_install_dir¥CLNTFILE directory.

REM The following FORMAT command is required only if you are

REM using a preload-image batch file. Otherwise, it is

REM optional.

FORMAT %TARGET% < %LCCMPTH%¥FORMAT.DAT

REM Use PKUNZIP to transfer the files to the

REM client as it unpacks the "zipped" image.

%TARGET%

CD ¥

%LCCMPATH%¥PKUNZIP -d %LCCMPATH%¥WIN95¥WIN95.ZIP %TARGET%

REM Use DOSLFNBK to restore long file names on the client.

¥LANCLI¥DOSLFNBK %TARGET%¥ /R

REM Use DISKDOS to restore the boot record on the client.

¥LANCLI¥DISKDOS /F=%TARGET%¥LANCLI¥WIN95BT /R=W /D=%TARGET%

REM Use LCATTRIB to restore the hidden and system

REM attributes on the client.

¥LANCLI¥LCATTRIB %TARGET%¥ /R /S

REM USE DEDITD to modify the working copy of registry

REM file (CLONE.REG). The environment variables, for example

REM %WORKGROUP%, are set up as parameters in LCCM.

REM Software profile parameters (common):

CD ¥WINDOWS

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_DomName %DOMAIN%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_Wkgrp %WORKGROUP%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_NameServ %NAMESERVER%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_IPMask %IPMASK%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_DefGate %GATEWAY%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_RegName %REGNAME%

REM Software profile parameters (unique to client):

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_CName %COMPNAME%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_IPAddr %IPADDR%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_Hname %HOSTNAME%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_IDNum %PRODUCTID%

%TARGET%¥LANCLI¥DEDITD /R /Nð CLONE.REG dummy_user %USERNAME%
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イメージ・バッチ・ファイル内で使用するユーティリティ

この節に記載されているユーティリティは、FDISK を除いて、すべて LCCM_install_dir¥CLNTFILE ディレクトリ
に入っています。

 DEDITD

目的 : テキスト・ファイル内でストリングの置き換え、挿入、または付加を行う DEDITD.EXEユーティリティを使
用します。

コマンドの構文は次のとおりです。

DEDITD /I[L]A | /I[L]B | /R | /AE | /AS [/Nnumber] target [search] replace

コマンドのオプションは以下のとおりです。

/IA|B Insert after, before search

/ILA|B Insert in the line after, before search

/R Replace search with target throughout the file

/AE|S Append replace to a line at the end or start of the file

/N Perform an action

(Default is to do it once, as in /N1)

number Perform action this number of times

/Nð inserts/replaces all occurrences)

target Full path and name of the text file to edit

search Optional string to search for

replace String to substitute/append on search string

たとえば、次の行は、ファイル C:¥AUTOEXEC.BAT内のストリング LOADHIGH の最初の 5 つのオカレンスをス
トリング LOAD と書き換えます。

DEDITD /R /N5 C:¥AUTOEXEC.BAT LOADHIGH LOAD

 DEDITDJP

目的 : DEDITD ユーティリティと同じです。ストリングに日本語が含まれる場合は、こちらを使用します。

 DISKDOS.EXE

目的 : DISKDOSユーティリティを使用して、ブート・レコードの保管 (読み取り) および復元 (書き込み) を行いま
す。

コマンドの構文は次のとおりです。

DISKDOS [/V] /F=filename /D=drive [/R=R|W]

このコマンドのオプションは以下のとおりです。

/V For debug output

/F=filename File to read/write from/to

/D=drive letter Logical drive to read/write

/R=R|W R for read, W for Write
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 DOSLFNBK.EXE

目的 : DOSLFNBKユーティリティを使用して、DOSアーカイブ・プログラムが Windows 95のインストールを保
管および復元できるように、Windows 95の長いファイル名のバックアップおよび復元を行います。デフォルトでは、
名前を指定されたディレクトリおよびサブディレクトリの中の長いファイル名レコードは、BACKUP.LFNと呼ばれる
ファイルに保管、またはそこから復元されますが、別のファイル名を指定しても構いません。

コマンドの構文は次のとおりです。

DOSLFNBK drive:directory [options]

コマンドのオプションは以下のとおりです。

/F file name Back up to this file (default .LFN extension)

/L List contents of backup file

/R Restore from existing backup

/S directory Skip directory

/V Give running status report

/D file name Write a detailed debugging log to file name

/Sパラメータが使用できるのは、幾つかのディレクトリ・ツリーを別々にバックアップおよび復元したい場合です。そ
うすれば、インストール・イメージを幾つかの別々のアーカイブに分割し、任意選択で復元することができます。

 LCATTRIB.EXE

目的 : (DOS) XCOPYの使用によって転送されることのない隠しファイル属性およびシステム・ファイル属性のバッ
クアップおよび復元を行います。

LCATTRIB.EXE は、属性をファイルに保管してからリセットします。ファイルは現在の作業ディレクトリに保管され
ます。ドナー・ワークステーションへの復元は、イメージを移送した後で行います。ターゲット・クライアント・ワー
クステーションへの復元は、イメージが受信された後で行います。

コマンドの構文は次のとおりです。

LCATTRIB drive:directory [options]

コマンドのオプションは以下のとおりです。

directory Full path of directory to start from

/S Recurse sub-directories

/A Alter file attributes

/R Restore file attributes

たとえば、ドライブ C の属性をバックアップする場合は、次のように入力します。

LCATTRIB C: /A /S

ドライブ C の属性を復元する場合は、次のように入力します。

LCATTRIB C: /R /S
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 LCBTRDEL.EXE

目的 : LCBTRDEL.EXEを使用して、物理ディスク・ドライブのマスタ・ブート・レコードを削除します。このアク
ションは、ディスク上のすべてのパーティション、通常はディスク上に保存されたすべてのデータを破棄します。この
ユーティリティを使用するのは、FDISK を使用してディスクをパーティションに分割したい場合だけです。

コマンドの構文は次のとおりです。

LCBTRDEL n /S

ここで、n はディスク・ドライブ番号であり、/Sは誤って使用することがないようにする 安全 フラグです。

LCBTRDEL.EXEの使用後は、通常、FDISK を呼び出します。

 FDISK.COM

FDISK コマンドを使用するのは、ハード・ディスクをパーティションに分割し、フォーマット操作に備えてハード・
ディスクを準備する場合です。FDISK の使用にあたっては、パーティションをすべて削除することによって、既知の
ディスク構成から開始する必要があります。ユーティリティ LCBTRDEL.EXEでは、マスタ・ブート・レコードを削
除することによって、ハード・ディスクを既知の状態にリセットします。詳細については、『LCBTRDEL.EXE』 を
参照してください。

注: LANClient Control Managerは、現在、DOSドライブの最大数が 2 つのクライアント・ワークステーションの
管理に限定されています。さらに多くのパーティションを作成することもできますが、基本または論理 DOSド
ライブになれるのは 2 つ以内です。

LANClient Control Manager と共に提供されているバージョンの FDISK は、コマンド行引き数または応答ファイル
で使用することができます。応答ファイルの作成、使用、または変更の説明については、168ページの『FDISK コマ
ンド用の応答ファイル』 を参照してください。コマンド行引き数を使用する方式の方が優先されます。その理由は、
柔軟性が大きく、ハード・ディスク容量に関係なく、標準化されたパーティション・サイズが得られるからです。

FDISK コマンド行引き数: バイナリ応答ファイルを作成する代わりに、DOS FDISKコマンド行引き数を
LANClient Control Manager のバッチ・ファイル内で使用することができます。

DOS FDISK コマンドの構文は次のとおりです。

[d:][path]FDISK d [/PRI:m] /EXT:n] /LOG:o]

コマンドのオプションは以下のとおりです。
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 d: The drive on which the FDISK program is located

 path The path to the directory of specified drive where

the FDISK program is located

 d The drive (1 or 2) on which the FDISK operation

is to be performed

 /PRI:m The size of the primary DOS partition to create (in MB)

 /EXT:n The size of the extended DOS partition to create (in MB)

 /LOG:o The size of the logical drive to create (in MB) in the

 extended partition

PC DOS で処理できるパーティションは、最大限 2 つで、1 つは基本パーティションであり、1 つは拡張パーティシ
ョンです。PC DOSが認識する基本パーティションの最大サイズは 2048MBです。拡張パーティションの最大サイズ
は 8064MB です。拡張パーティション内に含むことができる最大の論理ドライブは 2048MB ですが、複数の論理ド
ライブを設けることができます。使用可能なディスク・スペースの量より大きいパーティション・サイズを指定した場
合は、FDISK コマンドでは、使用可能なディスク・スペースの量がどれだけであっても、それを使用する小さいパー
ティションが作成されます。したがって、/EXT:8064パラメータを指定して、単一のプリロード・イメージ・バッ
チ・ファイルを作成し、どのクライアント・ワークステーション上でも、ハード・ディスク容量に関係なく、それを使
用することができます。

注: LANClient Control Managerプログラムで用意されている LCBTRDEL ユーティリティ・プログラムでは、最
初の物理ハード・ディスクに 0、2 番目の物理ドライブに 1 の番号を付けることを心得ておいてください。DOS
FDISK コマンドでは、最初の物理ハード・ディスクには 1、2 番目のドライブには 2 の番号が付けられます。

以下の例では、バッチ・ファイル内の太字で示されている行が、FDISK コマンド行です。バッチ・ファイルは、RPL
環境と DHCP環境の両方で機能する設計になっています。RPL環境では INTER.EXEコマンドが必要ですが、
DHCP環境では必要ありません。LANClient Control Managerが環境を判別し、該当する FDISK コマンド行を使用
します。

例 1: 単一の 5GBハード・ディスクを使用し、以下のようにパーティションに分割したいものとします。

� 2GB基本パーティション
� 2GB拡張パーティション
� 1GB未使用

この場合は、プリロード・イメージ・バッチ・ファイル (.LCP file)は、次のようになるはずです。

@echo off

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

IF "%CDWNTYPE%"=="ð" GOTO RPL

%LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48 /EXT:2ð48 /LOG:2ð48
GOTO NEXT

:RPL

%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48 /EXT:2ð48 /LOG:2ð48
:NEXT

これと同じプリロード・イメージ・バッチ・ファイルをハード・ディスクが 3GBのクライアント・ワークステーショ
ンで使用した場合は、2 GBの基本パーティションと 1MB の拡張パーティションに分割される結果となります。
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例 2: 単一の 5GBハード・ディスクを使用し、2GBの基本パーティションと 3GBの拡張パーティションに分割
し、この拡張パーティションには 2 つの論理ドライブ (それぞれ 2GBおよび 1 GB)を設けるようにしたいものとし
ます。

この場合は、プリロード・イメージ・バッチ・ファイル (.LCP file)は、次のようになるはずです。

@echo off

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

IF "%CDWNTYPE%"=="ð" GOTO RPL

%LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48 /EXT:3ð76 /LOG:2ð48
%LCCMPATH%¥FDISK 1 /LOG:1ð24
GOTO NEXT

:RPL

%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /PRI:2ð48 /EXT:3ð76 /LOG:2ð48
%LCCMPATH%¥INTER.EXE %LCCMPATH%¥FDISK 1 /LOG:1ð24
:NEXT

FDISK コマンド用の応答ファイル: FDISK コマンドを無人で実行するために、LANClient Control
Managerでは応答ファイルが 2 つ用意されています。

� LC5050FD.DATには、FDISK が、パーティションが定義されていないディスクを処理し、それぞれがディス
ク・スペースの 50%ずつを占める、基本パーティション 1 つと 2 次パーティション 1 つを作成するための、応
答が入ります。

重要 : クライアント・ワークステーションのハード・ディスクのサイズが 4 GB以上の場合は、LC5050FD.DAT
を使用することはできません。LC5050FD.DATで作成される基本 DOSパーティションは、ハード・ディスク・
スペースの 50%になりますが、このパーティションは 2 GBを超えることはできません。

� LCFDISK.DAT には、FDISK が、パーティションが定義されていないディスクを処理し、使用可能なディスク・
スペースの 100%を占める単一のパーティションを作成するための、応答が入ります。

以下に示すのは、LC5050FD.DATファイルに入っている一連の応答です。

ENTER Create DOS partition

ENTER Create Primary DOS partition

N ENTER Do not use all disk space

5ð% ENTER Use 5ð% of disk space

ESC Return to FDISK Options

ENTER Create DOS partition

2 ENTER Create extended DOS partition

ENTER Use maximum available space

ESC Go to create logical DOS drives

ENTER Use all available space

ESC Return to FDISK options

2 ENTER Set active partition

1 ENTER Partition 1

ESC Return to FDISK options

ENTER Reboot

固定サイズの 1 つまたは複数のパーティションの作成が、バリエーションとしては最も可能性が高いはずです。この場
合は、テキスト 50%を必要なパーティションのサイズに変更するだけで済みます。

以下のようにして、既存の応答ファイルの 1 つを簡単に変更することができます。
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1. LANClient Control Manager で用意されている LC5050FD.DAT ファイルを新しい名前でコピーします。ただ
し、.DAT 拡張子を付け忘れることがないようにします。

2. WordPadまたは NotePadを使用して、新しく作成された応答ファイルをオープンします。文字のすべてが読み取
り可能とは限りません。

3. 50%というテキストを探します。

4. 50を 1 ～ 100範囲の任意の値に変更します。それ以外の文字は変更しません。こうして選択した値によって、ハ
ード・ディスクの中で基本パーティションとして使用される比率が決まります。

5. ファイルを保管してクローズします。

独自の応答ファイルを作成したい場合は、最初に FDISK 手順を実行してハード・ディスクをパーティションに分割
し、使用するキーストロークをすべて書き込む必要があります。ワークステーションを再始動するための最終キースト
ロークは、必ず組み込む必要があります。次に、エディタを使用して、ASCII コードをキーストローク文字としたバイ
ナリ・ファイルを作成します。(ENTERは 13 10進、0D 16進で、ESCは 27 10進、1B 16進です。)

LC5050FD.DAT応答ファイルを使用するプリロード・イメージ・バッチ・ファイル (.LCPファイル) は、次のように
なります。

ctty con

%LCCMPATH%¥LCBTRDEL ð /S

%LCCMPATH%¥INTER.EXE FDISK < %LCCMPATH%¥LC5ð5ðFD.DAT

追加の既製応答ファイルおよびその他の補足ファイルについては、下記にアクセスして、ワールド・ワイド・ウェブ
(WWW) で入手することができます。

http://www.pc.ibm.com/us/desktop/lccm/index.html

FORMAT コマンド用の応答ファイル

FORMAT コマンドを使用すると、ハード・ディスク上でデータの受信および保管に使用できる区域を定義することが
できます。LANClient Control Managerには、無人で FORMAT コマンドを実行するための応答ファイルが用意され
ています。

� FORMAT.DAT には、FORMAT が、指定されたパーティション内に DOS FAT16ベースのトラックおよびセク
タを作成するための、応答が入ります。

重要 : FORMAT コマンドでは、そのプロセスの一環として、ユーザにボリューム・ラベルの定義を指示するプロ
ンプトが出されます。ボリューム・ラベルに名前が付いている場合は、LCCM がブート可能なパーティションを
作成することはありません。

以下に示すのは、FORMAT.DAT ファイルに入っている一連の応答です。

y ENTER Format existing partition

ENTER No volume label assigned

この応答ファイルの場合は、バリエーションとして推奨されているものはありません。
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 LCCUSTOM.EXE

LCCUSTOM.EXEユーティリティーは、DOS環境の変数をバッチ・ファイル内の値で置き換えます。ほとんどの場
合、LCCUSTOMユーティリティーを使用して、DEDITD ユーティリティーを置き換えることができます。
LCCUSTOMの方が DEDITD よりも強力です。これは、前者が「LCCM クライアントおよびプロファイル」パラメ
ーター・ページから提供されるパラメーターに基づいてバッチ・ファイルの環境変数を置き換えることができるだけで
なく、テキスト・ファイルに保管されたパラメーターから環境変数を置き換えることもできるからです (これは
DEDITD にはできません)。

ファイル内の変数は、LCCM バッチ・ファイルにおける場合と同様、'%'文字で囲む必要があります。'%'文字で囲ま
れたストリングが環境変数の名前である場合、'%'文字を含むストリングは、環境変数の実際の値で置き換えられま
す。

コマンド用の構文は次のとおりです。

LCCUSTOM infile [=outfile] [variable_file] [/v]

コマンド用のオプションは次のとおりです。

infile the name of the file to be modified.

outfile (optional) the name of the modified copy of the file.

If omitted or set to "=", the infile is modified.

variable_file (optional) a file containing variables to be modified.

If used, outfile must be specified as "=".

/v (optional) verbose output for debugging.

LCCUSTOM.EXEを使用するときは、以下のことを念頭に置いてください。

1. variable_fileで設定された値は、DOSコマンド行環境内の同じ変数 SET用の値より優先されます。

2. 出力ファイル内の環境変数には、ブランク値を与えることができます。たとえば、ステートメント "SET
USERNAME="は、Windows NT Answerfileからパラメーター %USERNAME%を完全に除去します。

3. LCCUSTOMは、ファイル全体を通じてあるパラメーターのすべてのオカレンスをその値で置き換えるという最
も一般的な目的で DEDITD を置き換えることができます。DEDITD は、より特殊なファイル変更のために必要
とされる場合もあります。

4. LCCUSTOMは現行のディレクトリーを作業ファイル用には使用しないので、読み取り専用ディレクトリーから
実行することができます。

5. LCCUSTOMは一度に 1 行ずつ変更します。行の最大長は 8Kb です。8Kb より長い行は完全には変換すること
ができない場合があります。

例: LCCUSTOMを使用して、Windows NT無人応答ファイルを編集します。

1. 応答ファイルを編集して、環境変数を組み込みます。

170 LANClient Control Manager (Windows NT Server 版) バージョン 2.0  



  
 

; Sample NT Workstation Answerfle for use

; with LANClient Control Manager.

[Unattended]

OemPreinstall = yes

OemSkipEULA = yes

NoWaitAfterTextMode= 1

NoWaitAfterGUIMODE = 1

FileSystem = LeaveAlone

ExtendOEMPartition = ð

ConfirmHardware = no

NtUpgrade = no

Win31Upgrade = no

TargetPath = \

OverwriteOemFilesOnUpgrade = no

KeyboardLayout = "US-International"

[UserDate]

OrgName = "%COMPANY%"

Fullname="%USERNAME%"

Computername = %CNAME%

Production="%PRODUCTID%"

[GuiUnatteded]

OemSkipWelcome = 1

OEMBlankAdminPassword = 1

TimeZone = "(GMT) Greenwich Mean Time"

[Display]

ConfigureAtLogon = ð

BitsPerPel = 8

XResolution = 64ð

YResolution = 48ð

VRefresh = 6ð

AutoConfirm = 1

[Network]

InstallAdapters = SelectedAdaptersSection

InstallProtocols = ProtocolsSection

InstallServices = ServicesSection

JoinDomain = "%DOMAIN%"

[SelectedAdaptersSection]

ibmtok = IBMTOKParamSection, ¥SOMES¥NET¥IBMTOK

[IBMTOKParamSection]

IOBaseAddress = 1

NetworkAddress = %CADDRESS%

[ProtocolsSection]

NBF = NBFParamSection

[NBFParamSection]

[ServicesSection]

2. 変数ファイルを作成します。

この例の目的のために、このファイルを LCCM_NT.DAT として保管します。
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SET COMPANY=IBM

SET PRODUCTID=AG94949-87243

SET DOMAIN=AMDðð12

注: クライアント用のパラメーターを入力するには、「ソフトウェア・プロファイル」および「各クライアント
の詳細」ノートブックのパラメーター・ページを使用することもできます。これらは、イメージのダウンロ
ード時に LCCM によって DOS環境に入れられ、バッチ・ファイル内で LCCUSTOMユーティリティーに
よって DEDITD と同様の方法でスワップされます。また、環境変数 CNAME、CADDRESS、および
CSERIALは、クライアントでは常にリモート・ブート環境で存在するので、ユーザーによって指定される
必要はありません。

3. ファイル・イメージ・バッチ・ファイルを作成します。

リモート・ブート・プロセスの間、無人応答ファイルは常に ANSW1.TXTとして名前を変更されるので、この名
前をバッチ・ファイル内の出力ファイル名として使用する必要があります。以下のバッチ・ファイルを固有な名前
を使用して、¥LCCM_Insrtall¥CLNTFILE ディレクトリー内に保管します。このバッチ・ファイルを、必要なハ
イブリッド NT リモート・ブート・プロファイル用のファイナル・イメージとして指定します。

 SET USERNAME=JOHN_SMITH

%LCCMPATH%¥LCCUSTOM %LCCMPATH%¥UNATTEND.TXT %TARGET%¥ANSW1.TXT %LCCMPATH%¥LCCM_NT.DAT

上記のバッチ・ファイルは、UNATTEND.TXT ファイルから、ファイル ANSW1.TXTを作成します。ただし、
以下の行は LCCM_NT.DAT を使用して変更されます。

 [UserData]

OrgName = IBM

Fullname = JOHN_SMITH

Computername = CLNT_1ð

 ProductID=AG94949-87243

 [Network]

InstallAdapters = SelectedAdaptersSection

InstallProtocols = ProtocolsSection

InstallServices = ServicesSection

JoinDomain = AMDðð12

 [IBMTOKParamSection]

NetworkAddress = ðð6ð94A5BBBB

 LCPNPSN.EXE

目的 : ドナー・ワークステーションの Windows 95エクスポート対象レジストリ内のプラグ・アンド・プレイのシリ
アル番号の識別およびフラグ付けを行い、ターゲット・クライアント・ワークステーション上の正しいプラグ・アン
ド・プレイのシリアル番号による置換を行います。

Windows 95 では、それぞれのプラグ・アンド・プレイ・アダプタの識別は、そのシリアル番号と PnP ID で行いま
す。イメージがドナー・ワークステーションからサーバに移送され、次にターゲット・クライアント・ワークステーシ
ョンに移送されると、Windows 95では、ターゲット・クライアント・ワークステーションにインストールされている
プラグ・アンド・プレイ・アダプタを新しい装置として識別し (シリアル番号が異なるため)、それぞれのプラグ・アン
ド・プレイ・アダプタごとにデフォルト構成を追加します。たとえば、ドナー・ワークステーション上にプラグ・アン
ド・プレイ・ネットワーク・アダプタ用としてネットワーク・セットアップが作成された場合は、Windows 95がこの
セットアップをターゲット・クライアント・ワークステーションにインストールされているネットワーク・アダプタに
転送することはありません。
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この問題に対処するためには、LCPNPSNユーティリティ・プログラムを使用する必要があります。LCPNPSNは、
まずドナー・ワークステーションに対して実行されて、Windows 95レジストリ内のシリアル番号の識別およびフラグ
付けを行い、次にターゲット・クライアント・ワークステーションに対して実行されて、レジストリ内の正しいシリア
ル番号に置換します。

ドナー・ワークステーション上でプラグ・アンド・プレイのシリアル番号を読み取るためのコマンドの構文は、次のよ
うになります。

LCPNPSN /S /F=filename

ただし、S は 保管 属性で、filename はエクスポート対象レジストリの名前です。

LCPNPSNでは、最大 8 つのプラグ・アンド・プレイ・アダプタをサポートします。検出されたプラグ・アンド・プ
レイ・アダプタごとに、LCPNPSNプログラムは、エクスポート対象レジストリで、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥Enum¥ISAPNP ブランチの下にある、アダプタのシリアル番号に一致するキー入力を検索しま
す。次に、シリアル番号がストリング %LCCMpnpid で置き換えられます。ただし、pnpid は PnP IDの最初の 7 桁の
16進数字です。最後の桁は除去されます。

ターゲット・クライアント・ワークステーション上でプラグ・アンド・プレイのシリアル番号の置換を行うためのコマ
ンドの構文は、次のようになります。

LCPNPSN /R /F=filename

ただし、R は 復元 属性で、filename はエクスポート対象レジストリの名前です。

復元プロセス中に、LCPNPSNプログラムは、ターゲット・クライアント・ワークステーションにインストールされて
いるプラグ・アンド・プレイ・アダプタの ID およびシリアル番号のテーブルを構成します。次に、このプログラム
は、エクスポート対象レジストリでストリング %LCCMpnpid を検索し、PnP IDに対応するシリアル番号でこのストリ
ングを置き換えます。

 AIAREAD.EXE

目的: AIAREAD.EXE ユーティリティーを使用して、Radio Frequency Identification (RFID)チップの Asset
Information Area (AIA) の内容を出力すること。このチップはバッテリーで維持され、各クライアント・ワークステー
ションに固有な資産データが入っています。

注: このユーティリティーは、RFID/AIA が使用可能にされた IBM クライアント・ワークステーションでのみ働き
ます。

コマンドの構文は次のとおりです。

AIAREAD group [field] [/f=file] [/a] [/s] [/x] [/p=prefix],

コマンドのオプションは:

group The name of the device group.

field The name of the field to read (default is all fields).

file Name of file to output results to (default is stdout).

/a Append the file (default is stdout).

/s Output formatted as SET statements. e.t.. 'SET name=value' (default is name=value)

/x exclude fields that are null strings or zero values.

/p Prepend 'prefix' to the name of each field
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例 1: クライアントで AIA フィールドの 1 つを表示したいとします。

クライアントで、以下のコマンド行を実行します。

 AIAREAD ownerdata

クライアントは次のように表示します。

 OWNERNAME=jim smith

 DEPARTMENT=219

 LOCATION=Room 315

 PHONE_NUMBER=3765

 OWNERPOSITION=Manager

例 2: クライアント・ワークステーション上の RAM 内の変数を SETする .BAT ファイルを作成したいとしま
す。

クライアントで、以下のコマンド行を実行します。

AIAREAD /s ownerdata > OWNER.BAT

作成された OWNER.BATファイルには、以下の行が含まれます。

SET OWNERNAME=jim smith

 SET DEPARTMENT=219

SET LOCATION=Room 315

 SET PHONE_NUMBER=3765

 SET OWNERPOSITION=Manager

 AIAWRITE.EXE

目的: Radio Frequency Identification (RFID)チップの Asset Information Area (AIA)の内容を入力すること。こ
のチップはバッテリーで維持され、各クライアント・ワークステーションに固有な資産データが入っています。

注: このユーティリティーは、RFID/AIA が使用可能にされた IBM クライアント・ワークステーションでのみ働き
ます。

コマンドの構文は次のとおりです。

AIAWRITE group field1=[value]..[fieldn=[valuen]]]/f=file,

コマンド用のオプションは次のとおりです。

group The name of the device group.

 fieldn The name of the field to write

value The value to assign to fieldn. For the USERDEVICE group,

a blank value means delete this field, if the field already

exists, or create a field with a NULL value if the field does

not exist. For all others it means assign a zero or null value.

file Name of file to get field/value pairs from. Each line in

this file contains one filed/value pair, separated by '='.
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その他のユーティリティ

この節に記載されているユーティリティは LCCMTEMP¥UTILSディレクトリに入っているはずです。

 WATCHDOG.EXE
状況によっては、LANClient Control Managerがサーバからのダウンロードを実行する過程で問題が生じる場合があ
ります。一般的に、このような状況が生じるのは、クライアントが走査を開始し、クライアントが走査プロセスを完了
する前に、走査がサーバで停止された場合です。また、このような状況は、ソフトウェア・プロファイルのダウンロー
ドの実行中にも、処理が停止されたり、別のサーバ・エラーが起きた場合には生じる可能性があります。このような状
況が生じた場合は、クライアントはエラー状態で停止し、通常は手作業による介入が必要になります。

このような状況からの回復を図るために、LANClient Control Managerには、該当のクライアントに関して ウォッ
チ・ドッグ・タイプの機能を実行するユーティリティが用意されています。

このウォッチ・ドッグ・プログラムは、デフォルトの時間 (3 分) が経過すると、クライアントをリブートします。デ
フォルトの時間については、LANClient Control Managerで使用されるバッチ・ファイルのいずれかの中で、コマン
ドを発行することによって指定変更することができます。

ウォッチ・ドッグ・ユーティリティは、次の 2 つのプログラムで構成されています。

 � WATCHDOG.EXE

タイマをモニタし、タイムアウトになるとクライアントをリブートする、DOSデバイス・ドライバ。このドライ
バが設定する初期タイムアウト値は 3 分です。

 � WDSET.EXE

ウォッチ・ドッグ・タイマのタイムアウト期間として、新しい値を分単位で設定する DOSプログラム。

Windows NT プラットフォームでウォッチ・ドッグ・ユーティリティを使用する場合は、使用するそれぞれのアダプ
タごとに、DOSBB.CNFファイルの終わりに次のような行を追加する必要があります。

DRV BBLOCK¥WATCHDOG.EXE

WATCHDOG.EXEファイルをディレクトリ RPL¥BBLOCK に入れます。ここで、RPLはリモート・ブート・サー
ビスがインストールされたディレクトリです。

WDSET.EXEファイルは、RPL¥RPLFILES¥BINFILES¥IBMDOS7ディレクトリに入れます。

 WINWAKE.EXE

目的 : Wake on LANを使用して、クライアントの電源をリモートでオンにします。

WINWAKE.EXE は、Wake on LAN機能を使用して、クライアントの電源をリモートでオンにするスタンドアロ
ン・プログラムです。クライアントの MAC アドレス (ネットワーク・アダプタのアドレス) は、コマンド行で指定し
てもよいし、INI ファイルで指定することもできます。TCP/IPプロトコルと IPX プロトコルのどちらかをローカル・
ワークステーションにインストールして構成しておかないと、WINWAKE.EXE は機能しません。

INI ファイルから MAC アドレスを使用するためのコマンドの構文は、次のようになります。

WINWAKE [/D delay] /F filename

コマンド行で MAC アドレスを指定するためのコマンドの構文は、次のようになります。
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WINWAKE [/D delay] address1 [address2 [...]]

コマンドのオプションは以下のとおりです。

address1, address2, ... 12 hexadecimal digit MAC addresses

delay Delay between transmission of packets in

milliseconds (default is 1 ms.)

filename INI file containing MAC addresses

INI ファイルには、個々の MAC アドレスおよび MAC アドレスの範囲を入れることができます。個々の MAC アド
レスは、1 行に 1 つずつ、下に示すように行頭に指定します。

ðð1122334455

MAC アドレスの範囲は、下に示すように、範囲の始めのアドレスと終わりのアドレスで指定します。

ðð1122334455-ðð1122334466

サンプルの WAKEUP.INI ファイルが WINWAKE.EXE と一緒に提供されています。

 IDVIEW.EXE

目的 : 特定のクライアント・ワークステーションのプラグ・アンド・プレイ装置および PCI装置を識別します。

この情報が役に立つのは、新しいビデオおよびネットワーク・アダプタの詳細を LANClient Control Managerに追加
したり、NETWORK.LSTファイルを編集したりする場合です。

このプログラムを実行する場合は、DOSプロンプトで IDVIEW と入力してから、Enter を押します。

このプログラムは、プラグ・アンド・プレイ装置または PCI装置を検出すると、それをすべて表示します。下にその
出力の例が示してあります。

PCI ベンダ/装置 ID カード・クラス
-----------------------------------

 8ð867ð3ð Host/PCI Bridge

 8ð867ððð PCI/ISA Bridge

 1ð13ððB8 VGA Compatible Controller

検出された PnP ID

-----------------

ðE63E93

244Dððð
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付録A. 特記事項および商標

特記事項

本書において、日本では発表されていないIBM製品（機械およびプログラム）、プログラミングまたはサービスについ
て言及または説明する場合があります。しかし、このことは、弊社がこのようなIBM製品、プログラミングまたはサー
ビスを、日本で発表する意図があることを必ずしも示すものではありません。本書で、IBMライセンス・プログラムま
たは他のIBM製品に言及している部分があっても、このことは当該プログラムまたは製品のみが使用可能であることを
意味するものではありません。これらのプログラムまたは製品に代えて、IBMの知的所有権を侵害することのない機能
的に同等な他社のプログラム、製品またはサービスを使用することができます。ただし、IBMによって明示的に指定さ
れたものを除き、これらのプログラムまたは製品に関連する稼働の評価および検証はお客様の責任で行っていただきま
す。

IBMおよび他社は、本書で説明する主題に関する特許権（特許出願を含む）商標権、または著作権を所有している場合
があります。本書は、これらの特許権、商標権、および著作権について、本書で明示されている場合を除き、実施権、
使用権等を許諾することを意味するものではありません。実施権、使用権等の許諾については、下記の宛先に、書面に
てご照会ください。

〒106-0032東京都港区六本木3丁目2-31
AP事業所
IBM World Trade Asia Corporation
Intellectual Property Law & Licensing

プログラムとその他のプログラム（本プログラムを含む）との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の相互利
用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする方は、下記に連絡してください。

本プログラムに関する上記の情報は、適切な条件の下で、使用することができますが、有償の場合もあります。

商標

本書で使用する以下の用語は、米国およびその他の国における IBM Corporationの商標です。

IBM LANClient Control Manager
OS/2 Streamer
Netfinity Wake on LAN

Microsoft、Windows、Windows NT、および MS は、Microsoft Corporationの商標または登録商標です。

Intel は、Intel Corporationの商標または登録商標です。

その他の会社名、製品名、およびサービス名は、他社の商標またはサービス・マークです。

 IBM Corporation
Department 80D, P.O. Box 12195

 3039 Cornwallis
Research Triangle Park, NC 27709

 U.S.A.
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索引

日本語、英字、数字、特殊文字の順に配列されています。な
お、濁音と半濁音は清音と同等に扱われています。
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